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    一章　憂いの黒


    



    　日常とは、なんであろうか。


    『普通のことが当たり前のように繰り返される日々』とか、そんな意味合いだと俺おれは解釈しているが、おおむね間違っていないはずだ。


    　言い方は色々あるだろうが、おおむね平々凡々とした日を意味するのは間違いないはずだ。


    　日本の高校生に限定すれば、朝起きて学校に行って、勉強して、放課後に部活をするか塾に行くか、はたまた友達と遊ぶか、といったあたりが日常ではないだろうか。


    　個々人によって大なり小なり差異はあるだろうが、基本ラインはそうそう変わらないはずだ。


    　俺、江え本もと弘こう毅きの日常も、この基本ラインに沿ったものだった。朝起きて筝そう月げつ高こう校こうに向かい、つまらない授業を六時間受ける。放課後、実家の寺である九く門もん寺じの掃除やら何やらをするのは一般的な高校生と少し異なっているかもしれないが、家業の手伝いと考えればそうそうおかしなことではなく、他ほかの人に話したとしても「ふーん」とか「へー」とかいう感想くらいしか出てこないだろう。


    　ほんの数か月前までは、そういう日常だった。


    　だが、今の俺の日常はそうではない。


    　日曜の夕暮れ、俺おれは河川敷でギラギラと殺意を目に宿した連中にグルリと囲まれていた。遠目には不良の喧けん嘩かに見えるかもしれないが、そうではない。俺を囲む連中の背中には、一様に黒い羽が生えている。


    　買い物からの帰り道、不意に気け配はいを察知したと思ったらワラワラと現れて囲んできたのだ。


    「……ま、ごく平凡な高校生の日常です、とは言えないな」


    　生ぬるい風に俺の癖くせっ毛がわずかに揺れる。最近は雨が少ないおかげで助かっているが、雨が降ったりすると本当に爆発したみたいになってしまうのだ。


    　揺れる髪の毛をいじりながら、自分を取り囲む黒い殺意たちをゆっくりと見回す。


    　真夏の夕暮れ、奇妙な形の影法師が俺の足元にまで伸びている。


    「弘こう毅き、妾わらわが相手をしよう」


    　一緒に買い物に来ていた、夏だというのに黒いドレスを着た金髪の少女が前に出て、


    「私もやるわよー？」


    　続いて、背が高く、やたらとスタイルのいい少女も前に出ようとする。


    　二人とも道を歩けば多くの人が目を止めそうな美少女だが、その正体は、近寄ってくるナンパな連中なんか一瞬でのしてしまえるほどの力を持った魔族と天使である。異形の敵を任せてもなんら問題ない。


    「いや、俺がやるからいいよ。二人は荷物を持っておいてくれ」


    　だが、俺は両腕を広げてそれを制した。


    「そお？　……なら、弘毅に任せたほうがいいかしら」


    　幼おさな馴染なじみの美み佳かのほうは、その一言ですんなりと引き下がった。だが、エミリーのほうはまゆ根にしわを刻みつつ、俺の腕を押しのけて前に出ようとする。


    「じゃが弘毅、これほどの数を一人で相手にするなど……」


    「平気平気。大丈夫だって」


    　心配そうに顔を曇らせるエミリーをなだめつつ、俺は一歩前に出た。


    「ええと、お前がこの集団のトップか？」


    　適当に当たりを付けて、チンピラっぽい風体の魔族に声をかける。


    「いい加減、こういうのやめてくれないか？　普通に迷惑なんだけど」


    　実際問題、ほぼ毎日のように俺の首を狙ねらう輩やからが異界からやって来ているのだ。煩わずらわしいことこの上ない。


    「そうはいくかよ。魔界じゃお前の首の値段が日に日に値上がりしてるんだ」


    「値上がりって。俺の首は株や金きんかよ」


    　なんとなく首筋をさすりながら、俺は疲れたため息をついた。


    「俺は魔界に関与するつもりはないんだけど。覇権争いをしたいのなら、勝手にやってくれ」


    　つまらなそうに顔をしかめるくらいの反応しかする気が起きなかった。


    　だが、魔族のほうはそういう態度が気に入らなかったらしい。ギッ、と軋きしむ音が聞こえそうなほどきつく睨にらんでくる。


    「そうはいかないんだよ。今の魔界は、『王の箱ジリオン・デイマイズ』を持ったお前の首か、そっちの前の魔王の娘の首か、どっちかを手に入れないと魔王として認められない。そういう状況になってしまっているんだよ」


    「……なんだと？」


    　魔界の情勢やルールなどどうでもいいが、魔族の一言が引っ掛かった。自然と声が一段低くなる。


    「お前が関かかわるつもりがないなら、そこにいるお姫様の首をくれよ。そしたら、お前のことは見逃してやらなくもないぜ？　そっちも、ずいぶん価値があるからな」


    　そう言いながら魔族がエミリーに向ける目は、まるっきり骨こつ董とう品ひんを値踏みするような目であった。


    　それが、俺おれの怒りに火をつけた。


    「おい」


    　一歩、前に踏み出す。


    「お前らは、エミリーの首も狙ねらっていやがるのかよ」


    　押し込めようと思っても、怒気が体の奥からどんどん湧わき上がってくる。


    「エミリーは、単に魔王の娘ってだけなんだぞ。それがどうして命を狙われなくちゃいけない？」


    　怒りが血液のように体を巡り、力となっていく。


    「お前らの勝手な都合で命を狙われるほうの身になってみろよ」


    　腕が、足が、体が、一回り大きくなっていく。


    　ザワリ、と魔族たちが俺を見てたじろぐのを感じた。


    「人間のくせに、そこまで『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を引き出せるのかよ……!?」


    　確かに、俺は人間だ。


    　だが、


    「人間でも使えるんだよ。だからこそ、ばあちゃんは遺のこしてくれたんだ」


    　人のそれとは全く異なる力が体の中で増幅していくのを実感する。


    　その実感が、自信に直結した。だから俺は、確信を持って宣言してやる。


    「お前ら全員ぶっ潰つぶす」


    



    



    「もうよい！　弘こう毅き、もう十分じゃ！」


    　一分後、俺はエミリーにしがみつかれて、攻撃の手を緩めた。


    「あ、ああ……」


    　彼女の冷たい手の感触が俺おれを我に返させる。


    　気が付けば、取り囲んでいた魔族は一人残らずボロボロになって地面に倒れ伏していた。


    「もうこれ以上やる必要などない。あとは妾わらわが魔界に追い返すから」


    　彼女は必死の形相で言ってくる。まるで猛獣を懸命になだめようとするみたいだ。


    「……わかった。だったら、エミリーに任せるよ」


    　不必要に魔族を痛めつける趣味はない。俺はほーっと息を吐き出した。それと同時に体に宿っていた異質な力も抜けていく。


    　自覚はなかったが相当の熱を発していたらしく、夏の生ぬるい風さえも心ここ地ちよく感じてしまう。


    「お疲れさま。すごいわねぇ」


    　エミリーが魔界に通じる穴を作り始めると、美み佳かがトコトコと近づいてきて賞賛の言葉をつぶやいた。


    「もう私たちより強いんじゃないの？」


    「俺のは、借り物の力だから」


    　口では謙けん[image: ]そんしたものの、内心そうかもしれない、思った。


    　俺は、強くなっていた。


    　この数か月で相当数の『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースを回収し、その力を我が物とできたおかげである。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』とは、魔界を支配した歴代魔王の力を結晶化したものだ。俺の祖母がそれを魔界から盗み出し、バラバラにして封印し、その封印を解く鍵かぎを自分の子孫の遺伝子に遺のこしたのだ。俺はエミリーからその事実を知らされてから、コツコツとバラバラになったピースを集めていたのだが、今までに大多数のピースを集めることに成功している。


    　契機となったのは、数か月前に回収したシスコンの弟魔王と男嫌いの女魔王のピースだ。


    　ピースはただ見つければいいというわけではなく、それぞれの魔王の思念が抱いている願望や無念を叶かなえてやらなければ大人しくなってくれないという特徴がある。これがけっこう面倒で、魔王はこっちの都合などお構いなしに願望を言ってくる。


    　シスコンの弟魔王と男嫌いの女魔王の願望もかなり無む茶ちや苦く茶ちやだった。だが、どう転んでもできないとこちらが言うと、妥協してくれたのだ──妥協してもずいぶん厄やつ介かいなことをさせられたが。


    　その時の経験から、魔王の思念相手でも話し合いが通用することを知った。もちろん、全く聞く耳を持たない魔王の思念もいたが、そうではない魔王のほうが案外多かった。一般的に魔王というと邪悪で凶暴なイメージを持ってしまうものだが、現実の魔王は一概にそうとは言えないようで、話せばわかってくれる魔王もいたのだ。


    　根気よく話し合って、俺が叶えられる範囲の願望に変更してもらうことで、回収効率は上がった。そして、そういう努力を認めてくれた魔王たちは俺に力を貸してくれるようになった。人間のくせに頑張るじゃないか、とはそのうちの一人が言ってくれた褒ほめ言葉だが、要するに俺おれの努力を認めてくれたらしい。


    　努力と根気をコツコツと重ねて、ピースの回収を進めていった。


    　そしてエミリーと出会ってから二か月経たった七月の半ば、俺はほとんどのピースを回収し、その力を駆使できるようになっていた。


    　恐らく、魔族のエミリーよりも、天使の美み佳かよりも、人間である俺のほうが強い。


    　もう、魔族や天使の連中など怖くない。


    　自身を守ることもできるし、エミリーや美佳を守ることもできる。


    　それは、俺にとって悲願であった。祖父母両親を次々と亡くしていった俺は、自分の大切なものを失いたくないという思いが強い。これまでもエミリーの代わりに矢面に立つという役割を自分に課していたが、それ以上のことをしたかった。自分の力で大切な存在を守りたいと思っていた。


    　それが、『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力のおかげで実現できたのだ。


    　魔族などに狙ねらわれるのは辟へき易えきしているが、その一方でこの日々は充実していた。


    　だから、この日々を日常として受け入れることになんら抵抗はなかった。


    



    



    「──なあ美佳、最近エミリーが暗くないか？　笑わなくなったっていうか……」


    　鬱うつ々うつとした表情で魔界に通じる穴に魔族を放り込んでいるエミリーの作業を待つ間に感じたことを、美佳に尋ねた。


    「そんなことは……そうかも」


    　背の高い幼おさな馴染なじみは俺の言葉を一度は否定しかけたが、考え直したのか、少し顔を曇らせながら首肯した。本来、天使と魔族は犬猿の仲であるのだが、姉気質かたぎの美佳と妹気質のエミリーは相性が良かったらしく、案外仲がいい。今も、背中を丸くして黙々と作業しているエミリーを心配そうに見る美佳の目は、本当の姉のようであった。


    「だよなぁ。どうしてだろ？」


    　魔族を撃退したばかりなのにあんな暗い表情になる理由がわからず首を捻ひねると、美佳がふっと息を吐き出し、やや躊躇ためらいがちに答えてくれた。


    「弘こう毅きが……強くなっているのが心配なのよ」


    「……は？」


    　意味がわからずぽかんと間抜けな顔をしてしまう。


    「たった今自分で言ったじゃない、『借り物の力』って。要するに、それが理由よ。エミリーは人間らしからぬ強さを持ってしまったことを心配しているのよ」


    「別に、気にするようなことじゃないだろ。俺はあいつや美佳を守れるならそれでいい」


    　本心である。そのために必要な力であれば、自分が研けん鑽さんした力であろうが、借り物の力であろうが、どちらでもいい。


    　すると美み佳かは苦笑気味に笑い、


    「そうね。弘こう毅きならそう考えるだろうし、私もその考えを尊重したいわ。でもね、あの子は自分のせいで弘毅が普通の人間とはずれた方向に行ってしまうのを心配しているのよ。自分が来なければ、弘毅は普通の人間として生きられたのに、魔族や天使から命を狙ねらわれなくて済んだのに、って」


    「そんなの、エミリーが悪いわけじゃないだろ」


    　悪いのは、俺おれたちを狙う魔族や天使である。エミリーが罪悪感を覚える必要はいっさいない。


    　美佳は同意して首を縦に振りつつも、


    「でも、あの子はそう考えちゃうのよ。卑屈っていうと言い過ぎだけど、あの子の根元がドＭっていうのは納得しちゃうわね」


    　エミリーは普段はプライドが高く気が強い少女に見えるが、どうやら本質はそうではないらしい。『王の箱ジリオン・デイマイズ』の影響を受けると、まるで正反対の性格をあらわにしてしまう。


    「変なところ気にするよな、あいつ」


    「責任感強いって言いなさいよ」


    　おかしな奴やつ、とつぶやくと、美佳に小突かれてしまった。


    　しかし、俺からすれば全く気に病む必要のないことを気にして暗くなっているのだから、そうも言いたくなる。


    「あー……」


    　困惑のうなり声を漏らしながら、粗大ごみを捨てるように魔族をポンポン魔界に通じる穴に放り込むエミリーに近づく。


    「エミリー」


    「なんじゃ、こやつらの片づけは妾わらわがする。お主は美佳と先に帰っておれ。こういうことは、お主がするべきではない」


    　呼びかけても、こちらを見ようともせず魔族を人間界から追い出す作業に没頭している。


    　らしくないといえばらしくない。元来真ま面じ目めな少女だが、それでも黙々と作業を続けるなんて、あれ？　と首を傾かしげたくなる。いつもだったら、俺の強さに感嘆するとか、やられた魔族を気の毒がるとか、そういう反応を示しながら作業をしそうなものだ。


    「お前、あんまり気にするなよ。俺がどうなろうと、俺が自分で決めたことなんだから」


    「気にするな？」


    　すると、エミリーはピク、と作業の手を止めて、こちらを振り向いた。夕日と川の水面の乱反射が映り込み、いつもは翡ひ翠すい色いろの彼女の瞳ひとみがこの時だけ、トパーズのような橙だいだい色いろになる。


    「お主の生活をこのようにかき乱しておいて、それを気にしないなど、できるはずがないではないか。毎日のようにお主は命を狙ねらわれておるのじゃぞ？」


    「別にエミリーがかき乱しているわけじゃないだろ。やってるのは魔族の連中だ。……まあ、美み佳かとアシュリアの三人で姦かしましくやってる時はかき乱されてると思うけど」


    　男一人暮らしだった家で少女三人がぺちゃくちゃしゃべられると、それまでの静寂とのギャップで俺おれの耳はびっくりしてしまう。最近はいい加減慣れつつあるが、今までの人生で経験したことがなかった状況なのでかなり面食らったものだ。


    「そういうことではない！」


    　その時の光景を思い出しつつ言うと、エミリーが急にいきりだした。


    「妾わらわが言っておるのは、お主の日常を壊してしまったことじゃ！」


    「壊したって……」


    　それはずいぶんな表現だ。


    　同居人が増えたのだから確かに多少変化はした。しかし、エミリーたちにそれまでの日常を破壊されたとは少しも思っていない。やらなければいけないことがほんの少し増えただけだと俺は認識している。


    「エミリーが俺に嫌がらせをしたわけじゃないだろう？」


    「じゃが、妾が原因じゃ。妾が来なければ、弘こう毅きはこのような……」


    　沈痛な面おも持もちでくっと唇をかみしめた。


    　そんなに、自分は変わってしまっただろうか？


    　最近のエミリーのつらそうな顔を見ると、そう思わなければならないような強迫観念にとらわれてしまいそうだ。


    　しかしながら、俺自身とすれば、何かが壊れたとも思っていないし、何かが変化したとも思っていない。


    　人間をやめたつもりもないし、学校だって毎日きちんと通っている。エミリーが嘆かなくてはならないほど何かがおかしくなったわけではないのだ。


    「エミリーが気に病むことじゃないって。期末テストも終わって、もうすぐ楽しい夏休みなんだぜ？」


    　夏の夕暮れは、海からの湿った空気が風によって運ばれてくる。そのせいで筝そう木き市しの夏はとても蒸し暑いのだが、この空気に包まれて筝木市民は夏が来たと実感するのだ。


    　俺にとっても今年の夏はとても楽しみである。何しろ今年は家族がいるのだ。友達だからこそできることもたくさんあるが、家族だからこそできることもたくさんある。たとえば、墓参りとかもそうだろう。墓参りを楽しみというとやや不謹慎だが、盆にお墓の前で手を合わせるというのは家族とやるものだ。ここ数年はすべて一人でやってきたことを誰だれかと一緒にやれるというのは、俺にとってものすごく楽しみなことだ。


    「だから、そんなに暗い顔をするなよ」


    　どうにもエミリーが沈んでいる理由がいまいち共感しにくく、俺おれはそんなありきたりな慰めしか言うことができなかった。


    　案の定、エミリーの顔はそんな慰めでは少しも晴れなかった。むしろきつい目つきとなり睨にらんでくる。


    「気に病むなじゃと？　では、誰だれが気を病めばいいのじゃ？　美み佳かか？　アシュリアか？　違うであろう。妾わらわしかおらぬではないか」


    　考えの根元が間違っている。誰も気に病む必要などない。


    「あのな……」


    　そのことを俺が説明しようとした時だった。


    　パチ、パチ、パチ……、とやる気の感じられない拍手が聞こえた。


    　音がするほうを向く。


    「お強いですね、あなた。雑兵が策もなく挑んでも勝ち目はなさそうですね。なるほどなるほど。勉強になりました」


    「いつの間に……！」


    　獣のように低くうなり、警戒する。今の俺に気け配はいを悟らせないというのは、それだけである一定以上の力量を持っていることの証明だ。


    　その声の主は、俺たちより少し年上に見える青年だった。背が高く、金髪碧へき眼がんで整った顔立ちをしている。道を歩けば女性の目を引くだろう。一言で言えば、イケメンだ。
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    　顔立ちだけでなく、恰かつ好こうも人目を引くものとなっている。仕立てのよさそうな黒い夜会服に黒いマントとおよそ夏の河原に似つかわしくない。まるでドラキュラ伯爵だ。


    　出番直前の若手俳優のようにも見えるが、絶対にそうではない。なぜなら、この暑い中、舞台もカメラもなく、観客もいないのにあんな真っ黒で暑そうな恰好をする役者などいないだろうし、何より川の上に立ったりできるはずがない。


    「お主、ダラミスか……？」


    「お久しぶりです。エメラルディア姫」


    　ダラミスと呼ばれた魔族が、驚きよう愕がくするエミリーに対してうやうやしく礼をした。


    「お元気そうで何よりです。お美しさも魔界にいた時と変わらずで、このダラミス、安心いたしました」


    　エミリーの顔を見て、嬉うれしそうにほほ笑む。


    　が、エミリーのほうは硬い表情で川の上に立つ青年を見るばかりで、少しも嬉しそうではない。むしろ、俺おれ同様警戒心をあらわにしている。


    「なんの用じゃ。お主は人間界に用などないはず」


    「これは手厳しい。僕はあなたをお迎えに参ったのですよ」


    　明らかに歓迎されていないというのに、ダラミスが笑顔を崩さず、芝居がかった動作でエミリーに向かって手を差し伸べた。


    「迎えじゃと？　なにゆえお主が妾わらわを迎えに来るのじゃ」


    「それはもちろん、僕が魔界を統一したからです」


    「……なんじゃと？」


    　エミリーの顔が驚愕でピクリと動く。


    「お主が、魔界を統一したじゃと？　どういう意味じゃ」


    　ダラミスは柔和な笑顔のまま諭さとすように説明する。


    「言葉通りですよ。軍を率い、敵対勢力を排除、もしくは吸収したのです。これは、統一という言葉以外で表現できないことではないでしょうか？　もっとも、どっかの誰だれかさんが勝手に名乗っているせいで魔王は名乗れていませんがね。とりあえず、魔界の軍をすべて掌握できた、という程度です。まだ認知はされていません」


    「バカな……」


    　エミリーが信じられないと言わんばかりにかぶりを振る。


    「おや、姫様は僕の力をご存じでしょうに。僕は強いじゃないですか」


    　さらりと当然のように言う。が、エミリーが否定しないところを見ると、それはおごりではないようだ。


    「僕は優秀ですよ。少なくとも、自称魔王なんかよりはずっと」


    　と、そこでダラミスはようやく俺おれのほうに目を向けた。表情は変わらず柔らかいほほ笑みを浮かべている。が、目が少しも笑っていない。


    　ああ、こいつは俺のことが大嫌いなんだな。


    　それが即座にわかった。


    　もっとも、こちらも好きになれそうにないのでお互い様だが。


    「はじめまして、ダラミスと申します」


    　エミリーにしたのと同じように頭を下げる。が、どこかいい加減な礼のように思えてしまうのは、こちらの心の問題だろうか。


    「…………」


    　相手の出方を窺うかがうために無言でにらみ据える。


    　すると、ダラミスはやれやれと小ばかにしたように嘆息してかぶりを振った。その動作は非常に滑らかで慣れていると感じさせた。常つね日ひ頃ごろからこういうふうに人を下に見ているのだろう。


    「名乗ったのですからそちらも名乗るのが礼儀でしょう。そういう万国共通の礼儀もできないような野蛮な人間が『王の箱ジリオン・デイマイズ』を持っているとは嘆かわしい」


    「なんだと？」


    　小ばかにしきった態度に気け色しきばみかける。


    「おお、怖い怖い。やっぱり野蛮ですね。ま、あなたの自己紹介なんかいらないですけどね。僕はあなたの名前も素性も知っていますから」


    　こちらを見下しつつ、一人で勝手にベラベラとしゃべる。


    「……用件はなんだ？　戦いがご所望ならやってやるぞ？」


    　ついさっき魔族をまとめて殴りまくったところだ。ＫＯ数が一つ増えるくらいなんでもない。


    「そういうところが野蛮だと言っているんですよ」


    　ダラミスが冷ややかな目を向け、


    「とはいえ、戦いを所望しているのは事実ですがね。……ああ、いえ、今戦いたいわけではありません。せっかちな男は嫌われますよ」


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を発動させようとすると、ダラミスは優雅に手を横に振って制した。


    「今日は、あくまでご挨あい拶さつと宣戦布告です」


    「……宣戦布告だと？」


    　今まで、そんなことをしてきた魔族は一人たりともいなかった。虚を突かれ、そして、何をたくらんでいるんだと警戒する。


    「僕としても闇やみ討うちでサックリ君の首をはねて、終わりにしたいのだけれどね。なかなかそれではいい方向に物事が進まないんだ。つまり、次期魔王がコソコソと卑ひ怯きような暗殺で現魔王を殺して椅い子すを奪取するというのは体裁が悪い。だから、正々堂々と戦って君を倒したい」


    「……なるほど。お前は今までの連中とは少々違うんだな」


    　ダラミスの言いたいことがわかった。つまり、魔王になった後のことを考えているのだ。俺おれを殺して魔王になっても、卑ひ怯きような手段で討うち取ったとあっては、他ほかの魔族が納得するとは限らない。あんな方法で倒したんだから大して強くないかもしれない、と考える輩やからが出てきてもなんらおかしくはない。それによって、後々面倒事を引き起こす種となりかねないのは誰だれが考えても明らかだろう。


    　今までの魔族は刹せつ那な的てきにとりあえず俺の首を獲って魔王になれればそれでいいやと事後のことなどまるで考えない短慮な奴やつばかりだったが、このダラミスという青年魔族はそうではないということだ。


    「理解してくれて助かるよ。そのへんは、人間だということかな。どうも魔族は血の気が多くて後先考えないバカが多くてね。さっきの連中も、もう少し考えて陣形を作って襲えと命令したのに、全然聞きやしないんだから……」


    　ダラミスが、ほんの少し苦い顔を見せる。


    「さっきの連中……？　あれはお前の差し金だったのか」


    「もちろん」


    　俺の問いにさも当然のように頷うなずく。


    　部下にだけ戦わせて、自分は高みの見物か。何かしらの作戦の一環かもしれないが、そういうことをする上司は好きになれそうにない。


    　こちらのそんな考えなどつゆ知らず、ダラミスは大げさな仕草でかぶりを振った。


    「バカが多いと、束ねるだけでもなかなか苦労する」


    「お前の苦労なんか知るかよ」


    「誰のせいだと思っているのですか」


    　フンとチンピラめいた感じで鼻を鳴らすと、ダラミスの視線の温度が氷点下にまで下がる。


    「俺のせい……？　いい加減なことを言うなよ」


    　何しろ、ダラミスとは初対面だ。


    　どういうことなんだと問い詰めたくなったが、ダラミスのほうは答える気はさらさらないようで、あっさりと俺から視線を外した。


    「それでは、姫様、そのうちそこの自称魔王を殺してお迎えに上がります。その時は、僕の想おもいに応こたえてくださいね」


    　エミリーは何も反応しなかったが、ダラミスはそれでもよかったのか、再度うやうやしく頭を下げ、それから霧のようにフッとかき消えてしまった。痕こん跡せきは何もない。


    「弘こう毅き、大丈夫？」


    　太陽の残ざん滓しでわずかに煌きらめく川かわ面もを睨にらんでいると美み佳かが歩み寄ってきた。


    「いや、何もされていない」


    　不安そうな顔を見せる幼おさな馴染なじみを安心させてから、小さくつぶやく。


    「言いたいこと言って帰りやがったな、あいつ」


    　もっとも、俺おれのことなど首と胴体を分割すれば、レアな称号がもらえるゲームの敵キャラ程度にしか思っていないから、談だん笑しようしようなどという気はさらさらないのだろうか。


    　しかし、こちらとしては、敵として再び姿を現すのが確定しているのならば、対策を練るために情報はほしいところだ。たぶん、俺の力量を見聞するために嚙かませ犬にしたのだ。陣形がどうの、とか口走っていたから、前ぜん[image: ]しよう戦せんのつもりだったのだろうか。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』の大半を所有している以上、勝つ自信はそれなりにあるが、かといって百パーセントではない。相手がこちらの情報を収集しているのならば、こちらも相手の情報が欲しかった。


    「美み佳かはあいつのこと知ってるのか？」


    　表情を見るに、恐らく知らないと思えたが、一応、幼おさな馴染なじみの天使に聞いてみる。


    「ううん、全然知らない」


    　案の定、美佳は首を横に振った。


    「でも、かなり強そうよ。たぶん、私やエミリーよりも。だからずっと後方で警戒していたんだけど……」


    　そう言う彼女の手は携帯電話を力強く握り締めていた。天使は物質を武器に変換する力を持っている。何かあれば携帯電話を剣に変えて斬きりかかるつもりだったようだ。


    「そうか、やっぱり強いのか」


    　自分でもそう思っていたから驚きはない。


    「強いのなら、そのほうがありがたいな」


    「え？　どういうことよ」


    　俺のつぶやきを拾った美佳が怪け[image: ]げんな顔をする。


    「強い親玉をボコボコにしたら、他ほかの連中もビビって手を出しにくくなるだろ？」


    「……そういう考え方をするんだ」


    　やや呆あきれ気味に、嘆息されてしまった。


    「でも、あれが当面のボスなことは確かね」


    「ああ。だから、あいつを完かん膚ぷなきまでに負かさないといけない」


    　川かわ面ものダラミスがいたあたりを見据える。明確な目標ができて、やる気と闘志が湧わき上がってくる。


    「そのためにも、あいつの情報がほしいんだけどな」


    「それは、私よりもエミリーに聞くべきよ。あの子、どうも顔見知りみたいだし」


    　美佳の意見はもっともだ。


    「……あれ？」


    　さっそくエミリーからダラミスの情報をもらおうとしたが、彼女の姿はいつの間にか消えていた。


    「ひょっとして、帰ったのか？」


    　同じ家に帰るのに、何も言わずに帰るなんて、おかしい。


    



    



    「──ダラミスだったのですか」


    　帰宅後、出迎えてくれた見た目は小さな少女の魔族に、いきなり現れたイケメン魔族のことを話すと、途と端たんに憮ぶ然ぜんとした表情に変わった。


    　このアシュリアという魔族、一見したところ俺おれやエミリーよりもはるかに年下なのだが、実はかなりの年長者で、エミリーを幼いころから世話をしてきた侍女なのだ。魔族としての力量も高く、家事でもなんでもできる侍女の鑑かがみのような魔族なのだが、あまりに立派過ぎて、少々侍女馬ば鹿かなきらいがある。そのせいか、エミリーと気安く接する俺にはどうも態度が冷たい。


    　とはいえ、エミリーの世話をするために同居することになったのだが、小こ姑じゆうとめいた嫌味を言いつつも、最近は俺に対する態度も少しは軟化したように思える。


    「先ほど遠くで魔力を感知したのですが、彼だったのですね」


    「アシュリアは知っているのか」


    「ええ、まあ」


    　エミリーの侍女をしている魔族──アシュリアは眉み間けんのしわをもみほぐしながら肯定した。以前はエミリーを護衛するためにこっそり隠れて学校に付いて来ていたのだが、最近は九く門もん寺じで帰りを待つことが多い。いわく、この家の汚さのほうが問題です、だそうだ。最近は屋根裏のほうまで徹底的に掃除しているらしい。やりすぎな気もするが、家をきれいにしてくれるのはありがたいので好きにさせている。


    「あいつ、想おもいがどうのとか言ってたけど、エミリーの彼氏か？」


    　ふと、ダラミスが口にしていたことを思い出し、聞いてみた。


    「冗談ではありません！　不敬な発言は、ワタクシが許しません!!」


    　ちょっと聞いただけなのにものすごい形相で怒られてしまった。さらには、腕を刃に変えて俺の喉のど元もとに突き付けてくる。


    「あのような男が姫様の彼氏であるはずがないでしょう！」


    「ちょっと!?」


    　思わず悲鳴を上げてしまう。


    　天使は物質を武器に変換するが、魔族は自分の体を武器にする。アシュリアの腕から変じた刃は冷たい金属の感触がした。


    「わ、悪かった。謝る。でも、俺はあいつのことは全然知らないんだ」


    　慌てて謝罪すると、アシュリアは細い眉まゆをつり上げたままだったが、刃だけは引いてくれた。


    「ダラミスの父は、ガルムト様の側近だったのです」


    「ひいじいちゃんの？」


    　ガルムトとは、エミリーの父親で、俺おれの曾そう祖そ父ふに当たる先代の魔王だ。最恐最悪の魔王と魔界で恐れられていたらしいが、老いのせいで衰え、数か月前に殺された。


    　父王が死んでしまったせいで娘のエミリーは命を狙ねらわれる状況に陥ってしまった。せっかく出会えた肉親を殺されてたまるかと、俺は自らが囮おとりとなるべく魔王を名乗ったのだった。


    「ひいじいちゃんにも側近っていたんだ」


    　最恐最悪の魔王なんて呼び名があったのだから、なんとなく一人で魔界を支配しているような気がしていた。


    　意外に思って目を丸くすると、アシュリアにやれやれと嘆息されてしまった。


    「王一人きりの国なんてあるわけがないでしょう。民を押さえつけるのはガルムト王の力と恐怖でしたが、それだけでは国は成り立ちません。ましてや魔界全土となればなおさらです。国を運営するには施政が必要です」


    　冷静に考えれば確かにそうだ。どんな独裁国家だって、政治家が一人きりなはずがない。


    「ダラミスの父親は、側近の中でも優秀な方で、ガルムト様も信頼されておりました」


    「強かったのか？」


    「そうですね。かなり強かったです。ですが、それよりも特徴的だったのは頭脳のほうです」


    「頭？」


    　言われて、コツンと自分の頭を小突く。


    「非常に賢かったのです。戦争の際もガルムト王が一網打尽で敵を殲せん滅めつできる状況を作り出すことを得意にしていましたし、魔界統一後も兵の指揮などでガルムト王の大きな助力となっておりました。そして、息子むすこもその頭脳を受け継いでいます。もちろん、力もそれなりに持っておりますが」


    　イケメンで頭が良くて力もある、なんて出来過ぎではないか。何も誇るものがない人間としては、少しどころかかなりねたましい。


    「……まあ、あの男がすごいってのはわかった。だからエミリーの婿候補になったのか」


    「だから、違うと言っているでしょう。それは、あの男の勝手な思い込みです」


    「思い込み？」


    「ダラミスの父親は優秀でガルムト王に信頼されていました。ダラミス本人も非常に優秀な男です。それはワタクシも認めます。ですが、そこから先の思い上がりが許せません」


    　話しているうちに怒りが込み上げてきたのか、握った小さな手がプルプルと小刻みに震え始める。


    「あの男は、何をどう勘違いしたのか、自分が姫様の結婚相手としてもっともふさわしいと思うようになったのです。それに飽き足らず、自分が姫様と交際しているかのように周囲に吹ふい聴ちようしたり、毎日城に押し掛けたり何千通も手紙を送ったりしたのです」


    「それって、ストーカーじゃねぇか」


    　まさか、魔界にもストーカーがいたとは。


    「当然の話ですが、姫様はあの男の求愛を拒みました。当然ですとも！　あのように軽薄な男など姫様の伴はん侶りよにふさわしいはずがありません！　姫様のお相手は誠実で姫様を立てるような控えめかつ有能な男性でなければなりません！　いえ、いっそ結婚しなければワタクシが一生姫様のお世話を！」


    　顔を真まっ赤かにして、ぜえぜえと息を切らす勢いでまくしたてた。普段はわりとクールなアシュリアだが、エミリーが絡むと感情が思い切り表に出る。親おや馬ば鹿かならぬ侍女馬鹿だ。


    「結婚するしないはエミリーの自由だろ」


    　というか、この侍女はエミリーがどうなろうと絶対についていく。それこそ、新婚だろうがなんだろうがエミリーにぴったり寄り添い、旦だん那なをネチネチといびる。ちょっと想像するだけで容易たやすくその絵が浮かんでしまう。


    「とにかく、あのダラミスっていうのはエミリーにふられたのに諦あきらめていないんだな。あいつ、さわやかな顔をしておきながら粘着質かよ」


    　残念なイケメンという奴やつか。


    「にしても、ひいじいちゃんがよく許したな」
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    　魔界を支配する恐怖の大王だったら、娘に言い寄る悪い虫など一瞬で消し炭にしそうなものだが。


    　すると、アシュリアは実に忌いま々いましそうに、


    「先ほども言いましたが、彼の父はガルムト王の側近で、王は彼を幼いころからよく知っていたのです。孫とまでは言いませんが、親せきの息子むすこのような気持ちでいたようで、王は彼には少々甘いところがあったんです」


    「それがあいつを増長させたってことか。わがままボンボンの典型だな」


    　父の優しさが娘を苦しめるというのは、なんとも皮肉なことだ。


    　家の中なので見えないが、なんとなく九く門もん寺じ敷地内にある墓地のほうを見てしまう。遺骨を魔界に帰してもいいことにはならないだろうと、曾そう祖そ父ふガルムトは江え本もと家けの墓で眠ってもらっている。彼は江本家の人間ではないが祖母真ま里り菜なの父親だ。江本家のご先祖も文句は言わないだろう。


    「ですが、要注意ですよ」


    　ほんのわずかしか話ができなかった曾祖父のことを思い出していると、アシュリアが固い声を発した。視線を戻すと、幼い顔立ちに似合わないほど真剣な表情でこちらを見据えている。


    「彼は強い。そして頭もいい。これまでのように有象無象の魔族を相手にするのとはわけが違います。気を引き締めてこれまで以上に警戒しなければいけません。あなたがどうなろうと知ったことではありませんが、あなたが死ねば次は姫様が狙ねらわれます。防波堤は防波堤らしく、体を張って対処しなさい」


    「それはもう」


    　そのために魔王を名乗っているのだ。


    「学校に行っている時も、寝ている時も、気を緩めないことをお勧めします」


    「寝ている時は気を張るも緩めるもないと思うんだが……。というか、ちょっと待て。それはあれか？　闇やみ討うちの可能性もあるってことか？　宣戦布告してきたぞ」


    　あれだけ堂々と宣戦布告したのだから、一騎打ちを望まないにしても正面から挑んでくるのではないかと思っていた。


    「彼は頭がいいと言ったでしょう。彼は勝てると思ったらどんな方法でも取ります」


    「むぅ」


    　思わずうなる。考えてみれば、魔族に騎士道精神や侍魂なんてものを期待するほうがおかしいのかもしれない。


    「わかった。気をつける」


    　アシュリアの忠告に素直に頷うなずいた。


    「でも、あいつが魔界をまとめてくれたってのはありがたいな」


    「なんですかその発言は。およそ魔王らしくありませんね」


    　ぽそりとつぶやいたつもりだったが、童顔侍女の耳にばっちり届いていた。責めるような目つきで下から睨にらまれる。


    「他ほかの者が魔界を支配しようとしているのにそれをありがたいなどと。いまだかつてそんな発言をした魔王はいません。オフレコのつもりだったのでしょうが、そういう発言は魔王の資質を問われる──」


    「違う違う。そういう意味じゃないって」


    　説教されそうになったので、慌てて手を振って否定する。


    「俺おれが言いたかったのは、わかりやすいってことだよ」


    「？」


    　こちらの意図が理解できなくてアシュリアが頭の上に疑問符を浮かべる。


    　俺はゆっくりと拳こぶしを握り、わかりやすく言い直した。


    「あいつがラスボスってことだろ？　あいつをぶっ倒せばとりあえず魔族の襲撃は打ち止めだ」


    　先ほど美み佳かにも言ったことだ。


    　ダラミスが魔界のほとんどの魔族を統率しているというのなら、彼を倒せば俺がそのトップということになる。そうなれば、名実ともに魔王と言っていいだろう。


    「毎日チマチマ襲われるより、そっちのほうが手っ取り早いしわかりやすい。俺は歓迎だ」


    「……子供のように短慮ですね、あなたは」


    　呆あきれられてしまった。


    「ですが、あなたの言い分にも一理あります。ダラミスを倒せば魔族の襲撃はしばらくの間はゼロになるでしょう。そうすれば姫様も少しは心安らかになるはずです」


    　それは、俺も望んでいることだ。ここ数か月の彼女は、父王の死後、環境が激変して顔には出さないが心労が溜たまっているはずだ。だからこそあんなネガティブな思考をしてしまうのだろう。それが少しでも緩和されるなら、ダラミスとの決闘だって辞さないつもりだ。


    「……ところで」


    　エミリーのことを思いながら闘争心を湧わき立たせていると、アシュリアがあきれ顔から探るような顔つきになって尋ねてきた。


    「あなたは、姫様が求婚されていたと聞いてなんとも思わないのですか？」


    「ムカつく。それだけでダラミスをぶん殴りたい」


    　自分でも驚くくらい、即答だった。


    　あんな軽薄そうな奴やつとエミリーが結婚するなんてすごく嫌だ。二人の結婚式を想像するだけでもムカムカしてくる。


    　……うむ？　この感情はなんだろうか。父親みたいな気持ち、か？


    　少し自分の心を調べてみるが、どうもそれとは違うような気がする。


    　俺が一人で勝手に首を捻ひねっていると、アシュリアがなんとも言えない表情で見上げてきた。


    「そういうこと、きちんと姫様にお伝えすべきです。あなたは、頭で考えるばかりで言葉に出さない悪あく癖へきがあるようですから」


    「……そうか？　というか、それって悪い癖くせか？」


    　今まで誰だれからも指摘されたことのない欠点で、思わず目を丸くする。親にも友達にも言われたことがない。


    「悪い癖に決まっているでしょう」


    　俺おれのきょとんとした顔を見て、アシュリアがやれやれとかぶりを振る。


    「姫様は、立派で優秀な方ですが、心を読む能力はお持ちではありません。考えているだけでわかってくれるなんて、コミュニケーションを放棄する言い訳にもなりませんよ。気持ちや考えを言葉にして伝えるというのはとても大事なことです。あなたの気持ちをきちんと姫様にお伝えするべきです。あなたは、家族なんだからわかってくれると、そういうことを軽んじていませんか？」


    　教師みたいな口調で説教されてしまった。


    　言われてみれば、それが悪癖とは思えないが、確かに俺にはそういうところがある。家族の死後、会話をする機会が半減していた。学校では普通に友人と話すものの、家に帰れば一人きりで、言葉を発する必要性はほぼない。黙々と寺の掃除をするだけの日々、それらの行動をいちいち言語化する必要は一切ないのだ。


    　そういう生活が、考えていることを口に出さないという癖を形成してもそれほどおかしなことではないだろう。


    「……エミリーは？」


    「お部へ屋やにお戻りです」


    　だから行けとも行くなとも言わない。


    　俺の悩んだ顔をつまらなさそうに見た後、アシュリアは台所に行ってしまった。


    　間を置かず、トントントンと包丁で何かを切る音が聞こえてくる。


    　今日の夕飯は、なんだろう？


    　そう思ったが、台所に行って聞こうとは思わなかった。


    　夕飯の時になればわかるのだ、いちいち聞く必要もない。


    　そう考えてから、なるほど、あまり考えを口にしないところが俺にはあるかも、と思ってしまった。

  


  
    



    二章　橙の悲劇


    



    　エミリーと俺おれの出会いは最悪なものだった。


    　いきなり襲われた挙あげ句く心臓を貫かれて殺されそうになった。というか、あの時たまたま近くに『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースがなければ死んでいた。


    　出会って数分後に殺されるというのは最悪に分類する以外ないだろう。殺されかけたのだから好感なんか持てるはずもない。ゲームで言えば、好感度はマイナス百を軽く突破している。


    　大嫌いだった。


    　その後、彼女は俺の通う筝そう月げつ高こう校こうに転校し、『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピース探しを強要してきた。わけのわからないことに付き合わせるし、ピースを回収したら回収したで『王の箱ジリオン・デイマイズ』の魔力にあてられてドＭな性格になるという始末。


    　すごく面倒くさい奴やつだと思った。


    　そして、彼女が自分の祖母の妹であることを知った。


    　嬉うれしかった。


    　とはいえ、これはエミリー本人に対する好感度が上がったというわけではない。自分の血縁者がいたという喜びであり、彼女個人に対する気持ちではなかった。


    　彼女を守るために囮おとりとして魔王を勝手に名乗ったが、それも正直に言えば彼女個人がどうこうという問題ではなく、自分の血縁者だったから、というほうが圧倒的に大きい。


    　ひどく乱暴で無粋な言い方をすれば、彼女と自分の中に流れる血の何割かは同じ成分であるということが嬉しかったのだ。


    　次々と家族を亡くし、中学生のころから一人で生きていた俺は家族に飢えていた。この世に自分の家族はいないんだと絶望していた。


    　孤独に慣れたふりをしてずっと生きていたが、寂しさは俺の心の中にずっと巣食い続けていた。


    　そこにポンと現れた血縁者である。


    　嬉しくないわけがない。


    　無む茶ちや苦く茶ちやなことをするんじゃないとエミリーにも美み佳かにも怒られたが、自分を囮にしようとしたあの時の決断は間違っていなかったと今でも思っている。


    　それから数か月、俺とエミリーは一緒に暮らしている。これも理由はエミリーだから、ではない。血縁者だからだ。建前は、魔界に居場所がない彼女をかくまうためだった。もちろんこれも大きな理由であるが、本音は一人暮らしがいい加減嫌になっていたから誰だれかと暮らしたかっただけかもしれない。


    　そうして共同生活を始めた魔界のお姫様だったが、はっきり言って色々と欠点のある少女だった。妙にプライドが高くてすぐに機嫌を損ねる。人間界の常識もないから当たり前のことでもいちいち説明しなくてはならない。ピースを回収すれば、卑屈で泣き虫でいじめられるのが好きなドＭな性格に豹ひよう変へんする。面倒くさいことこの上ない。


    　だが、その一方で、ものすごく真ま面じ目めで努力を惜しまない性格であることを知った。責任感が強く、お姫様なんだからとふんぞり返ることもなく、自分ができることはするし、できないことをできるようにしようと一生懸命頑張れる。


    　そういう彼女に、俺おれは純粋に好感を持てた。


    　こいつはいい奴やつだ。


    　そのことを、彼女にも知ってほしかった。


    　知れば、あんな卑屈な考えなど消し飛んでしまうはずだから。


    



    



    　ダラミスが宣戦布告した翌日の、放課後のことである。


    　いつもはエミリーと美み佳かと三人で下校することが多い。女子二人といつも連れ立っているというのはなんとも衆目を集めることで、クラスメイトの雅まさ博ひろなど毎度毎度ものすごくうらやましそうに俺を見てくる。


    　だが、いい加減慣れてしまったし、家族や幼おさな馴染なじみと一緒に下校するのがそんなにおかしなことなのかと反論するくらいになってしまった。それくらい、俺にとっては当たり前のことになっていた。


    　ところが、その日授業が終わると美佳が俺の席にやってきて、パチンと手を合わせて謝ってきた。


    「弘こう毅きゴメン、今日は一緒に帰れないわ」


    「何か用事か？」


    　持って帰る教科書と置き勉する教科書をより分けながら見上げると、幼馴染は謝っていながら嬉うれしそうに頰ほおを緩めていた。


    「うん、お母さんと買い物に行くことになって」


    　と、握っている携帯電話を見せる。授業中に母親とやり取りをしていたらしい。


    「そっか、ならしかたないな」


    「うん、ゴメンね。ダラミスのことがあるから、本当はできるだけ一緒にいたいんだけど……」


    「謝ることじゃないって。それに気にするなよ。何かあってもなんとかするから」


    　最近、美佳は俺たちと一緒にいることも多くなったが、それと同じくらい両親と一緒にいることも多くなった。一度死にかけて──というか、死んで、色々思うところがあったらしい。


    　俺としてもあの一件で幼馴染の大切さを再認識したから、一緒にいられないのは少し寂しくもあったが、母娘のショッピングに首を突っ込むなんて無粋なことをするつもりはない。


    「もしピンチになったらすぐに連絡してね」


    「もちろん」


    　俺おれがしっかりと頷うなずくと、美み佳かは頼りにされている実感をかみしめてほほ笑んだ。そして、[image: ]かばんを抱えて急ぎ足で教室を後にした。


    　俺は幼おさな馴染なじみの背中を見送り、日本史と化学の教科書を机の中に押し込むとゆっくりと席を立った。


    「エミリー、今日は美佳、一緒に帰れないんだと」


    　俺と違ってエミリーは教科書全部を持ち帰るつもりらしく、[image: ]は膨らんで重そうだった。


    「そうか」


    　短く頷くと、すっと立ち上がる。


    「では、帰ろうかの」


    　俺のほうを見ようともせず、クラスメイトに挨あい拶さつもせず、スタスタと教室を出ていく。


    「お、おい待てよ」


    　慌てて後を追いかける。


    「そんなに急ぐなって。何か用事でもあるのか？」


    　廊下は授業から解放された生徒たちでにぎわっていた。各おの々おの帰ったり部活に行ったりと慌ただしく移動している。そんな中、エミリーはキビキビと間を縫ぬって進む。


    「何も用事はない。じゃが、ダラミスの奴やつがいつ襲ってくるやもしれぬ。学校から離れたほうが迎撃しやすい」


    「は……！」


    　一瞬笑いそうになってしまった。いくらなんでも警戒しすぎだ。


    「なんだよそれ、そんなに警戒しなくちゃいけないのかよ。というか、本気で警戒するんだったら学校なんか行かずに寺に引きこもって籠ろう城じようしといたほうがいいんじゃないのかよ」


    　嫌味のつもりで言ったのだが、学校の外に出ても歩みのスピードを変えないエミリーはうつむき加減の暗い顔で至極当然のように同意した。


    「できるならば妾わらわもそうしたい。じゃが、そうすればお主の学校生活が壊れてしまう。それは、日常ではなかろう」


    　また日常、か。


    　げんなりして、思わず空を仰いでしまった。


    　昨日も口にしていた言葉だ。ごくごく平凡な言葉のはずなのに、今のエミリーが言うと呪のろいの言葉のように聞こえてしまう。


    「エミリー、気にし過ぎだぞ。お前がそんな風だと俺のほうも申し訳なくなっちゃうじゃないか。俺たち家族だろ？　なのに、そんなに引け目を感じるっておかしいじゃないか」


    　きれい事に聞こえるかもしれないが、家族とは互いをフォローし合う存在だと俺は考えている。エミリーが困っていれば俺おれが助ける。俺が困っていればエミリーが助ける。


    　家族には迷惑をかけて当たり前だ。


    　そう考えている俺にとって、今のエミリーのネガティブな思考はいら立ちさえ覚えてしまう。


    「お前が来て厄やつ介かい事ごとが増えた。でも、いいことや楽しいことも増えた。それでいいじゃないか」


    　いささか説教くさいと思いつつ、言わずにはいられなかった。それは事実だったからだ。


    「妾わらわが来ていいことなどあるわけがない」


    　ネガティブスパイラルに陥っているエミリーの曇天の表情は、俺の安っぽい説教では少しも晴れない。


    「お前なぁ……！」


    　うつむき加減で自分の足元しか見ないエミリーに、段々腹が立ってきた。


    　気にするなと言っているのに、どうしてこんなにグジグジと陰気に考えてしまうのか。ドＭな時の彼女よりも湿っぽくて鬱うつ陶とうしい。つくづく思う、この少女の本質は陽ではなく陰なのだと。それはそれで構わないのだが、それを周りに発散しないでほしい。


    「よし」


    　イライラのせいでよどんでしまった肺の中の空気を鼻から一気に排出し、決意した。


    「寄り道するぞ」


    　エミリーの腕をがっしと摑つかむ。


    「え？」


    　ようやく、エミリーが顔を上げた。


    「寄り道とは、なんじゃ。どこに行くつもりじゃ」


    「うるさい黙れ大人しく付いて来い」


    　抗議の声を上げようとするエミリーの腕を問答無用でぐいぐいと引っ張り、寺とは逆方向に連れて行く。


    「どこに行く気じゃ!?」


    「いいから黙って歩け」


    「ちょ、これはさすがに恥ずかしいのじゃが……！」


    　彼女が顔を赤らめながらそう言うのも無理はない。まだ高校を出たばかりで筝そう月げつ高こう校こうの生徒が近くにたくさんいる。いつもは三人連れで衆目を集めているが、今日は二人なのにそれ以上に視線を集める羽目になってしまった。


    　俺の友達の顔も数人あったので俺も恥ずかしい。だが、手を離そうとは思わなかった。離せばエミリーは逃げ出しかねない。


    　羞しゆう恥ち心しんをぐっとこらえて、通りをズンズン歩き、駅前の賑にぎやかなあたりに到着する。


    「ま、まさかいかがわしい場所に連れ込むつもりではなかろうな」


    　何やらおかしな勘違いを勝手にしているようだが、突っ込む気はなかった。無視してとにかくどんどん歩く。


    「ここだ」


    　そして、目的地の前で足を止めた。


    「ゲーム、センター……？」


    　独特の喧けん騒そうが聞こえる店内をのぞき込み、エミリーがつぶやく。


    　エミリーも知らないわけではない。美み佳かやクラスメイトの女子たちと何度か来ているはずだ。


    「遊ぶぞ」


    　摑つかみっぱなしの腕を引っ張りゲーセンの中に入る。


    「こんなところで遊ぶなど……！　寺に戻ってダラミスの襲撃に備えるほうが賢明じゃぞ」


    　全くもって正論だ。明らかな危機が迫っているのに悠長にゲームで遊ぶなんて馬ば鹿かであろう。だが、俺おれはそんな正論に耳を傾ける気はさらさらなかった。


    「勝負だ」


    　適当な格闘ゲームの筐きよう体たいを指差し、ヴァーチャルな決闘を申し込む。


    　が、エミリーは俺に冷ややかな目を向けてきた。


    「弘こう毅き、お主が遊びたいのならばそれは構わぬ。それがお主の日常なのじゃからな。妾わらわはそれを止めようとはせぬ。いや、止める権利などない。じゃが、それと妾がゲームをするのは話が別じゃ。妾はそんな気分ではない。腕を離せ。帰る」

  


  [image: ]


  
    　学校からここまでずっと手を摑つかんでいた振りほどき、帰ろうとする。


    　今のエミリーだと、こういうネガティブなことを言うだろうなと予想していたので驚きはしない。だから、あらかじめ考えていた言葉を彼女の背中に投げつける。


    「俺おれに勝てる自信がないのか？　家でゲーム結構やってたのに、全然上達してないのかよ」


    　我ながら安い挑発だ。が、負けず嫌いのエミリーにはそれで十分である。


    「なんじゃと？」


    　案の定、背を向けたばかりのエミリーはくるりと振り向いてくれた。わかりやすいぐらいカチンと来ていて、形のきれいな眉まゆが釣り上がっている。


    「勝てる自信がない、と言いおったな？　弘こう毅き、お主は『王の箱ジリオン・デイマイズ』を手に入れてから少し増長しておるのではないか」


    「『王の箱ジリオン・デイマイズ』はゲームに関係ないだろ。俺が勝負しようぜって言ってるのにエミリーは断った。だから、勝てる自信がないんじゃないかって思っただけだ」


    「ムムム……！」


    　エミリーの頰ほおが風船のように膨らみ、どんどんむくれていく。


    　ダメ押ししてやる。


    「ばあちゃんはゲーム強かったけど、妹のほうはゲーム弱いんだな」


    「妾わらわが姉上に劣っているというのか！　なんたる侮辱じゃ。よかろう、そこまで言うのならばお主の挑発に乗ってやる。そして、完かん膚ぷなきまでにお主を負かし、早々に家に帰ってやる」


    「いいぜ、勝てるものなら勝ってみな」


    　内心ほくそえみつつ、財布から百円硬貨を二枚取り出し、一枚をエミリーに手渡した。


    



    



    　数分後、俺の目の前の画面には『ＹＯＵ　ＷＩＮ!!』の字が華々しく躍っていた。


    　完膚なきまでにたたきのめされたのはエミリーのほうだった。


    「な、なんじゃと……!?」


    　筐きよう体たいの向こうから、エミリーの信じられないといったうめき声が聞こえてくる。


    「このゲームは家にもあって、妾はかなりやり込んでおるのじゃぞ。難易度マックスでもクリアしたというのに、なぜ負けてしまうのじゃ……!?」


    　彼女がこのゲームをずっとやっていたのは知っていた。魔界にゲーム機なんかないらしく、エミリーは一時期ゲームにえらくはまっていたのだ。そして、短期間で相当な腕前になっていたことも知っていた。


    　だが、対ＣＰＵと対人間では戦い方が異なる。ＣＰＵは人間がやりそうなフェイントなんかかけないし、ハメ技なんか使わない。永久コンボも使わない。


    　俺は最近はすっかりご無ぶ沙さ汰ただが、中学校時代は友達の雅まさ博ひろたちとかなり対戦していた。そして、対戦で勝つためのスキルを身に着けていた。負けるはずがない。


    「なんだよ、勝つとか言ってたのに負けちゃったな」


    　まあ、本心を言うと、思っていたよりエミリーは強くて冷や冷やした。


    「うぬぬぬぬぬ……！」


    　最近のダウナーな表情はどこに消きえ失うせたのか、ものすごく悔しそうにレバーを握り締めている。


    「再戦を申し込む！　ゲームは別のじゃ！　これは妾わらわと相性が悪かった！」


    　負け惜しみ以外のなにものでもないことを言いつつ、別のゲームの筐きよう体たいをびしりと指差す。


    「どれでもいいぜ～？」


    　エミリーの勝負心をさらにあおるべく、わざとおかしな抑揚をつけていら立たせる。ここまでしなくても彼女の勝ちたいという気持ちはすでに最大火力になっているが、一応、だ。


    「くうううう！　とことんバカにしおって！　絶対に勝ってみせる！」


    　エミリーはそう宣言してレバーを握り締めた。


    　が、結果は俺おれの勝利だった。


    「な、なぜじゃ。なぜ、弘こう毅きはそこまでできるのじゃ……!?」


    　驚きよう愕がくの目で見てくるが、別に魔法を使ったわけではない。


    「ここは中学時代遊びまくったゲーセンだからな。だいたいのゲームはやってる」


    　だから、最初にやった格闘ゲームに限らず、ここにあるゲームはおおむね把握している。


    「お主、それは卑ひ怯きようではないか」


    　つまらない手品の種明かしをすると、エミリーに非難がましい目で睨にらまれてしまった。


    「じゃが、お主もやったことがないゲームじゃったら勝てるのじゃな」


    　当然の帰結でそう考えた少女は、新しいゲームを探して店内を物色し始めた。


    　と、クレーンゲームの前でピタリと止まる。


    　これで勝負をする気なのかと思ったが、どうやらそうではないらしい。彼女の視線はガラスの向こうにあるデフォルメされたこうもりのぬいぐるみに注がれている。


    「……可愛かわいらしいの」


    　そのつぶやきを聞いて、思わず苦笑してしまった。うさぎとか犬とかペンギンとか他ほかにも可愛らしい動物のぬいぐるみはいくらでもある。なのに、こうもりのぬいぐるみを気に入るとは。羽が似ているからシンパシーを感じるのだろうか。


    「ちょっとどいてくれ」


    　クレーンゲームに張り付くエミリーを横にどかし、百円硬貨を投入する。


    　一度では取れなかった。だが、四百円の投資でなんとかぬいぐるみを穴の中に落とすことができた。


    「ほら」


    　取り出し口から出したもふもふした手触りのぬいぐるみをエミリーに手渡す。


    「弘こう毅き、お主はこういうゲームも得意なのか……？」


    　丸く見開いた目で俺おれを見てくる。


    「さっき言ったろ。ここにあるゲームはだいたいやっている」


    　それは、クレーンゲームも例外ではなかった。


    「ほら、次に勝負したいゲームを選べよ」


    　クレーンゲームで勝負もいいが、おそらくそれでは俺の圧勝に終わってしまう。


    「あ……弘毅」


    「うん？」


    「……ありがとう。大事にするからの、この子」


    　こうもりのぬいぐるみに半分顔をうずめながら、エミリーが小さな小さな声で言った。


    「……どういたしまして」


    　ちょっと、照れくさい。


    



    



    　日が暮れかかった中、二人はようやく家路に就いていた。


    　真夏の太陽の残ざん滓しのせいで、空気はいまだ蒸し暑いが、風が道を吹き抜けるとぬるい程度にまで体感温度は下がってくれる。


    「楽しかったか？」


    　こうもりのぬいぐるみをしっかりと抱えたエミリーは、俺の問いに一瞬動きを止めたが、すぐに悔しそうに唇をへの字に曲げつつ不承不承首を縦に動かした。


    「お主は、妾わらわを元気づけるためにこのようなことをしたのじゃな」


    　二人は俺の財布が空からになるまでゲームセンターで遊んだ。


    　最近は『王の箱ジリオン・デイマイズ』探し、魔族たちの襲撃、テスト勉強などがあったからこんなにしっかり遊んだのは久々だ。俺も楽しかったが、しばらくの間陰いん鬱うつな表情を継続していたエミリーもずいぶん楽しかったようで、最初のうちは勝ち負けにこだわっていたが、そのうちどうでもよくなったのか勝っても負けても笑って「次のゲームじゃ」とゲームセンター内を動き回っていた。その様はまるっきりおもちゃを与えられた子犬のようだった。


    　暗い気持ちだったエミリーが楽しんでくれたのなら何よりだ。だが、


    「それは違う」


    　ちょっと複雑そうな表情で睨にらんでくるエミリーに対し、やんわりと首を横に振って否定した。


    「元気づけるためだったら、もう少し接待プレイをするっての。いくらお前の本質がドＭだからって、ボコボコに負けて元気になるほど変態じゃないだろ？」


    「ム」


    　変態という言葉が引っ掛かったのか、彼女の眉まゆが釣り上がる。


    「では、なんのためにゲームで遊んだというのじゃ。まさか、単に遊びたかっただけというのではなかろう」


    「そのまさかだ」


    　別段隠すつもりはないので正直に答えた。


    「俺おれが遊びたかった。それだけだ」


    「何をたわけたことを」


    　正直に言ったのに、エミリーは胡う散さん臭くさそうな目を向けてくる。


    「本当だって」


    　まっすぐ見返してできるだけ誠実そうな表情を作って言ったが、残念ながらエミリーは信じてくれそうになかった。


    　ちょっとためらってから、言おうとしていた言葉を舌に乗せる。元より言うつもりだったのだが、いざ実行しようとしたらちょっと恥ずかしい。


    「女の子とゲーセンで遊ぶなんて初めてだし、デートみたいで、楽しかった」


    「デ……!?」


    　途と端たん、夕日に照らされたエミリーの頰ほおが真まっ赤かに染まる。


    「な、ななななな、何を言い出すのじゃいきなり！」


    「でも、そんな感じだったろ？　二人でゲーセン内を巡ってゲームしまくって」


    　そういう俺の頰も、彼女に負けず劣らず真っ赤になっているだろう。


    「い、言われてみれば確かにそうじゃったかもしれぬが！　デ、デートなどと！」


    　ワタワタとうろたえまくる姿はほほ笑ましくもあるがけったいでもある。


    　人気のない道を歩いていてよかった。顔を真っ赤にして立ち尽くす男子高校生と、同じく顔を真っ赤にしてバタバタと動きまくる金髪女子高生というのは、誰だれが見てもゴシップ的な好奇心を湧わき立たせるだろう。


    「し、信じられぬ！」


    　俺と同じ懸念を抱いたかどうかは不明だが、エミリーが警戒する犬のようにいきなりバッと跳とび退のき、距離を取った。


    「美み佳かと一緒に遊んだことがあるに決まっておる！」


    「ないんだな、これが」


    　美佳とゲーセンに行ったことがないわけではない。が、彼女はゲームのほうにはほとんど興味がなく、嫌がる俺をズルズル引っ張ってプリクラを撮りまくるばかりだった。


    「だから、今日みたいに、女の子と二人でゲームをしまくって遊ぶなんて初めてだよ」


    　ゲームセンターに行くパターンは今まで二種類しかなかった。すなわち、雅まさ博ひろたち男連中とギャアギャア騒ぎながらゲームをするか、美佳に引きずり回されてパシャパシャ写真を撮るかの二パターンだ。そのどちらも楽しいことは楽しい。


    　だが、たまに店内で仲むつまじそうに対戦をしながら遊んでいるカップルを見ると、ああいうのもいいなとひそかに思っていた。


    　今日は、それを実践したというわけだ。


    「エミリーがいたから、今日やってみることができた。他ほかにこんなことできる女の子の知り合いなんていないからな」


    　自分で言うのも悲しいが、美み佳かを除けば、こんなことをできるような女友達はいない。


    「だから、エミリーが来て、悪いことばかりじゃない。いいこともある」


    「……お主は、それが言いたくてあんなところに誘ったのじゃな」


    　エミリーの頰ほおから赤みが消え、表情も幾分硬くなる。純粋に遊びたかっただけでなく、裏に真意が潜んでいたと知れば、こういう表情になってしまうのは仕方がない。冷や水をぶっかけるような行為だとは承知していたが、俺おれの気持ちをわかってもらうためには言うしかなかった。


    「でも、エミリーがいなかったら今日はきっと楽しくなかった」


    「へ理屈じゃ、それは。無理やり連れていって、よくそんなことが言えるの、お主は」


    「でも、事実だ」


    　自分でもへ理屈じみた論理の組み立てだというのはわかっている。少々強引な方法だった。だが、エミリーに自分が不幸の根源のように思ってほしくない。


    　エミリーが来て、俺の日常は変わった。そこにはよくない変化もあるが、いい変化もある。それを知ってもらいたかった。


    　だから、恥ずかしいけれど大きな声で言った。


    「俺は今日エミリーと遊んで楽しかった！」


    「こ、弘こう毅き……！」


    　言うほうも言われるほうも、顔が真まっ赤かだ。


    　はた目からは、自分たちはどう見えるのだろう。


    　男子高校生が一世一代の愛の告白をしているように見えるのだろうか。


    　間違ってはいないかもしれない。こんなこと、美佳にも言ったことがない。


    　江え本もと弘毅という少年は、口が悪く、親を早くに亡くして一人で生きてきたせいで達観している部分がある。それ故、むき出しの感情を大きな声で言うなんて滅多めつたにない。そういうことは、好きではなかった。


    「何度でも言ってやる。今日はお前と遊べてすごく楽しかった！」


    　恥ずかしいことこの上ない。


    　だが、言わなければ、エミリーには伝わらない。


    　だったら、大きな声で言ってやる。


    「俺は今日楽しかった。今日だけじゃない。お前が来てからずっとだ。俺はエミリーと暮らせて嬉うれしいんだ」


    　本当に、告白みたいだ。


    　そう自覚すると、ますます恥ずかしくなってくる。でも、本心だ。


    「そりゃあ、色々面倒なことや嫌なこともたくさんあった。でも、それを補って余りあるくらいお前の存在は俺おれにとってありがたいんだ。俺は、お前が来るまで、一人きりで、ひたすら見よう見まねの僧そう侶りよの修行を繰り返すばかりのつまらない生活を送っていた」


    　それは、正しく灰色な高校生活と表現していいだろう。


    　当時はそれが正しいことで、充実した生活だと感じていた。


    「だけど、お前が来て、家族ができて、そのために頑張れて、それまでの生活よりも充実してるって実感できたんだ」


    　新しい生活を彩った色は決していい色だけではなかった。鮮やかすぎる赤や、目にまぶしい白、タールのように粘つく漆黒もあった。だが、それらの色を含めて全部が俺の生活をカラフルなものにした。


    「嫌なこととかつらいこともあったけど、エミリーが来てくれて、俺はよかったと思っている。感謝している。だから、俺の日常を壊したなんて思わないでくれ」


    　壊したのではない。より充実させてくれたのだ。


    　それを、わかってほしかった。


    　頰ほおが熱い。本心をさらけ出すのは恥ずかしい。でも、ここで言わなければならない。


    「俺は、エミリーに感謝しているんだ。一緒にいてくれて、ありがとう」


    「あ……その……」


    　対するエミリーの頰も、りんごのように真まっ赤かだ。


    　俺もこんなことはこれまで誰だれにも言ったことはないが、エミリーも言われたことはないのだろう。どう対処すればいいのかわからず、ワタワタと意味なくこうもりのぬいぐるみを動かすばかりだ。


    　橙だいだいと紫紺が混ざり合った夕暮れの中、ずんぐりむっくりしたぬいぐるみのこうもりがエミリーの腕に振り回されて、あっちへフラフラこっちへフラフラと飛び回る。


    　そして、エミリーの顔の前でピタリと止まった。


    「その……妾わらわも、弘こう毅きと暮らせて、嬉しい」


    　こうもりに隠れて、エミリーの表情はわからない。


    「お主が言うとおり、つらいこともあったが、こちらの世界での生活は色々あって楽しい。妾もお主と暮らせて嬉しい。その……、わ、妾も、弘毅とずっと家族でいられたらいいなと、思っておる」


    「そっか」


    　動きがバタバタと激しくなったこうもりの頭をそっと抑える。


    「俺おれたち、同じことを考えているんだな」


    　嬉うれしくて、笑顔になる。


    「だったら、一緒に暮らしていいじゃないか」


    「……じゃが」


    「いいんだよ！」


    　これでも否定の言葉を紡つむごうとするエミリーの発言を遮さえぎり、強く言った。


    「お互いが一緒に暮らしたいと思ってる。だったら、それでいいじゃないか」


    　シンプルな考え方だと我ながら思う。だが、家族なんてややこしいものではない。一緒に暮らしたいと思っている人間が形成するこぢんまりとしたコミュニティーが家族だ。損得やリスクリターンで形成するしないというものではない。


    「……そう、か。いいの、じゃな」


    　こうもりの影から、ようやくエミリーの顔が見えた。嬉しそうに、けれども恥ずかしそうに、はにかんでいた。そして、ぽそりと付け足す。


    「妾わらわも、今日は、楽しかった」


    　同じことをして、同じ気持ちになる。


    　思い出と、感情を共有するということだ。


    　それは、家族では当たり前のことだが、その家族が長らくいなかった俺には久しぶりの感覚だった。
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    「やっぱり、エミリーが来てくれて、嬉うれしい。感謝している」


    「わ、わかったからそう何度も連呼するでない。


    　その実感をかみしめて言うと、エミリーがますます恥ずかしそうにした。


    「そういう風に、いっつも素直だと可愛かわいいのにな」


    「な……ッ!?」


    　思ったことを口にすると、すでに真まっ赤かになっていた顔がさらに赤くなり、完熟トマトもかくやという感じになる。


    「な、な、何をいきなり言い出すのじゃ!?」


    「いや、そう思ったから。普段はツンケンしてるかドＭになるかの両極端だからな。いつもそんな感じだったら可愛いんじゃないかと」


    「……フン」


    　唇を尖とがらせつつそっぽを向いて抗議の意思を示したが、耳まで赤くなっているのだからあまり効果はない。むしろ、照れ隠しなんだとわかって、ますます可愛らしく見えた。エミリーのこういうところを見られただけでも、今日はいい日だったと言える。


    「帰ろうぜ」


    「……うむ」


    　人気のない道で俺おれが手を差し出し、それをエミリーが握ろうとした時だった。


    　頭上から、強くそして凶暴な力の気け配はいが降ってくるのを察知する。


    「────！」


    「！」


    　俺が気づき、ワンテンポ遅れてエミリーも気づく。


    「エミリー！」


    「え、うわっ!?」


    　こちらの手を握ろうとしていた腕を乱暴に摑つかみ、グイと引っ張る。


    　エミリーの細い体を抱きかかえ、横に跳ぶと次の瞬間、二人が立っていた場所に太い光の柱が降ってきた。太陽がすぐ側そばにあるかのような熱気が肌を焼く。


    「──くそっ、外したか」


    　光の柱に続いて、口汚い舌打ちも降ってくる。


    　エミリーの上に覆いかぶさって熱波から守りつつ上を向くと、見覚えのある顔を頭上に見つけた。


    「サマハラ……!?」


    　それは一か月半ぶりに見る顔だった。


    　といっても、懐かしいとは思えない。むしろ憎々しい。


    　彼は、美み佳かを脅迫し、そして殺した天使だ。あの時、俺おれが倒したのだが。


    「……大丈夫か、エミリー」


    「う、うむ。妾わらわは無事じゃ」


    「そっか、ならよかった」


    　ゆっくりと立ち上がり、エミリーも立たせる。彼女に怪け我ががないことを確認してから、改めて白い羽を広げて空に浮く天使に視線を向けた。


    　融通の利かない若い政治家のような面白みのない顔が、こちらを見ている。


    「お前、生きていたんだな」


    「勘違いするな。そもそも私は殺されていない。ただ人間界用の体が破壊されただけだ」


    　そういえば、天使は天界では肉体を持たないとか美佳から聞かされた記憶がある。


    「なるほど、それで新しい体で俺にリベンジしにきたってわけだ」


    　サマハラ以外に天使の気け配はいはない。以前は大軍で襲撃したことを思い返すと、なんとも迫力がないし、脅威とも感じない。


    　以前は大軍を率いても負けたのだ。『王の箱ジリオン・デイマイズ』の大半を手に入れた俺に勝てないのは、少し考えればわかることだと思うのだが。


    「ははん、俺に負けて降格されたな？　それで指揮できる部下がいなくなって一人であんな奇襲をかけたんだろ。みっともないっていうか、無様だな」


    　嫌いな奴やつなので遠慮なく侮ぶ蔑べつの言葉をぶつけてやる。


    「…………」


    　激怒するかと思ったが、サマハラは無言で白い槍やりを生み出し握り締める。そして、その切っ先を向けてきた。


    「『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を、見せてみろ」


    　無理やり感情を抑え込んだようなひどく硬い声で言ってくる。


    　言われるまでもない。


    「早く帰りたいから、そうさせてもらう」


    　スッ、と息を吸い、止める。


    　そして、自身の奥にある『王の箱ジリオン・デイマイズ』に語りかける。


    　この天使をぶん殴るために力を貸してくれ、と。


    　回収し願望を叶かなえたピースは鎮まっているので、俺の中でしゃべったりはしない。それでも俺の呼びかけには、力の波動という形で反応してくれる。力の放出という形で応こたえてくれる。


    　体内に収めたピースが瞬またたくように秘めた力を発揮してくれ始めた。


    　生前、天界と戦争をした魔王が力を貸すと応じてくれた。経験者だけあって、どういう力で防御すればいいか、あるいは攻撃すればいいのか熟知している。対天使用の力を生成し、俺に供給してくれた。


    　イメージとしては、濃紺だ。


    　天使の白い力を塗りつぶし飲み込んでしまう。白がどんなにあらがっても青にしかならない。


    「…………！」


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を借りた俺おれを見て、サマハラが怯おびえたように喉のどを鳴らした。そして、ほんのわずかだが、後退する。


    「どうした？　そっちから喧けん嘩かを売ってきたのにビビったのかよ」


    「人間ごときが私を馬ば鹿かにする気か……！」


    　さすがに腹を立てたのか、槍やりを摑つかんだサマハラの腕が細かく震え出す。


    「事実を言っただけだろうが。不意打ちに失敗して、勝てそうにないからビビって逃げようかと考え中なんだろ？　えらそうに現れたくせに、チキンだな。別にいいんだぜ？　逃げ帰ってくれても。俺はお前なんかに興味ないし」


    　我ながら、イラつく挑発である。


    　だが、こいつにはこれでも足りないくらいだ。こいつは、美み佳かを殺したし、今またエミリーを危険な目に遭わせた。完かん膚ぷなきまでにたたきのめして、もう二度と戦いを挑もうと思わないくらい心の[image: ]を折ってやりたい。


    　最後に、思い切り侮あなどったような笑みを浮かべてやる。


    　それで、サマハラの怒りが臨界を超えた。


    「天使を愚ぐ弄ろうするなど、万死に値する！」


    　槍を握り締めた天使がまっすぐ隕いん石せきのような勢いで急降下してくる。


    　あらん限りの力を込めて、俺を貫かんと槍の切っ先が向かってくる。以前はあれで体に穴をいくつも[image: ]うがたれた。心臓まで刺されて死にかけた。だが、今はさしたる脅威を覚えなかった。ほんの一か月半しか経たっていないというのに、彼我の差が大きくついてしまったのだと、ぼんやりと考える。


    「弘こう毅き！」


    　エミリーの悲鳴に近い叫び声を聞きつつ、腕を前に突き出す。


    　俺の手のひらと、サマハラの槍の切っ先が衝突した。


    「く……！」


    　サマハラが悔しそうにうめく。


    　以前だったら、大きな穴を開けられていただろう。しかし、対天使の力を借りている俺には、傷一つつけられなかった。


    「残念だったな」


    　手のひらでストップした槍を摑む。そして、そのまま先端部分を砕いてやった。サマハラが生み出した槍が、劣化したプラスチックのように粉々になっていく。


    「復活した敵が弱いってのは、定番だよな」


    「なんだと……!?」


    　槍やりをグイと引っ張るとおまけのように、サマハラの悔しそうな顔が近づいてくる。


    　それに、拳こぶしをたたきこんでやった。


    　ビキリ、と嫌な音が響き、サマハラの顔面にひびが入る。天使のかりそめの肉体はひどくもろい。


    「悪いな。俺おれはこの間より強くなっているから、お前一人くらいもうなんともないんだ」


    　以前は命を賭かけた大おお博ばく打ちをして辛くも勝利した相手である。だが、多数の『王の箱ジリオン・デイマイズ』を手中に入れている俺にとって、サマハラは大した脅威とはなりえなかった。


    　一発殴っただけでサマハラのかりそめの肉体の耐久値はゼロになり、ポロポロと破片になっていく。


    「く……そ……！　どうして私がこんなことを……！」


    　そんなことをうめきながら、サマハラの肉体は滅んでいった。


    「…………？」


    　サマハラの末期の言葉が少し引っ掛かった。まるで誰だれかに命じられて渋々やったような口ぶりだった。しかし、サマハラは上からの命令は絶対と考えているガチガチに固いタイプだったはずだ。それが、文句を口にするとは。


    　少し考えてみるが、納得のいく答えは思いつけなかった。


    　単なる負け惜しみだったのかもしれない。


    　異世界の敵の心理を探るなんていくら魔王でも無理そうだと早々に諦あきらめることにした。サマハラは美み佳か殺害という大罪を犯した奴やつだから深く知りたいとも思わない。


    「エミリー、大丈夫だったよな。さっさと家に──」


    　帰ろう、と言いかけた言葉が止まってしまった。


    　エミリーが地面にへたり込み、呆ぼう然ぜんとしているのだ。


    　先ほど怪け我がはないと言ったが、本当はどこか怪我をしたのだろうか。


    「あ……」


    　心配になって駆け寄り、彼女が呆然としている原因がわかった。


    　俺も、エミリーも、無事だった。怪我一つしていない。


    　サマハラの襲撃は徒労と終わった。


    　だが、一人、いや、一匹、被害に遭ったものがいた。


    「すまぬ……」


    　謝罪の言葉を漏らすエミリーの視線の先には真っ黒に焦げたかたまりが転がっていた。


    　あまりに焦げていてそれがなんなのか判別するのは難しい。


    　だが、俺はそれが何かすぐにわかってしまった。


    　エミリーの手が何も持っていなかったから。


    　この黒い焦げたかたまりは、ついさっきまでエミリーが腕に抱えていたこうもりのぬいぐるみだ。


    　サマハラの攻撃をかわす時に落としてしまったのだろう。そして、彼だけがサマハラの攻撃を受けてしまった。魔王を殺さんとする天使の一撃は、単なるぬいぐるみには苛か烈れつすぎた。原型が留とどまらないほど黒く焼き焦げてしまったのも致し方ない。


    　これは……無理だな。


    　黒いかたまりになってしまったぬいぐるみを、診察する医者のように見た。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』には治ち癒ゆを得意にする魔王の力も宿っている。しかしながら、このぬいぐるみはあまりに焼け焦げすぎている。ほとんど炭だ。治癒に長たけた魔王本人なら、あるいは元通りに治せたかもしれないが、力を拝借しているだけの俺おれにそれはできない。力はあっても、それを制御する力がまだ足りない。


    　手っ取り早い方法は、ゲームセンターに戻って新しいぬいぐるみを手に入れることだが……それは、その場しのぎにさえならないであろう。このぬいぐるみが炭になったという事実は変えようがない。


    「せっかく弘こう毅きにもらったのに……」


    　炭とも灰ともつかないかたまりを前にして、エミリーがポツリとつぶやく。白を通り越して青に近い色になったその顔には、他ほかの何をもってしても補えない喪失感が見て取れた。


    　このぬいぐるみは、エミリーにとって換えのきかないものだったのだ。


    「妾わらわのところにきたせいで、こやつはこのような目に……」


    「エミリー、それは違う。断じてお前のせいなんかじゃない。悪いのはどう考えたってサマハラだろう」


    　ネガティブな考えを口にしそうになるのを遮さえぎって否定する。


    　それはあまりにも自分をおとしめる卑屈な思考だった。


    　自分のところにきたからひどい目に遭わせてしまった。だから自分のせいだ。


    　そういう考え方をエミリーはしているのだ。


    　そんな馬ば鹿かな考え方があってたまるかと思う。そんな考え方をし出したら、すべての不幸な出来事の原因がエミリーになってしまう。


    　誰だれかが目の前で転んだら自分のせい。一緒におみくじを引いて大凶だったら自分のせい。


    　そのうち、そんなことを言い出しかねない。


    　不幸を呼ぶ黒猫やカラスではないのだ。エミリーが原因であるはずがない。


    「エミリー、悪いのはサマハラだ。エミリーは何も悪くない」


    　俺は力を込めて言った。そうしなければ、エミリーにまとう陰いん鬱うつな暗いオーラに遮られて彼女に声が届きそうになかったからだ。


    「いや、妾のせいじゃ。妾がおるからこんなことに……」


    　エミリーは、顔を上げようともせず、こうもりのぬいぐるみを見つめながら泣きそうな声を漏らすばかり。


    　あるいは、黒く焦げたこうもりのぬいぐるみが、俺おれの未来の姿に見えているのかもしれない。


    「エミリー……」


    　俺の声は、彼女には届いた。だが、彼女の心には届かなかった。


    「妾わらわのせいで、すまないことをしてしまった……」


    　やがて、エミリーは炭と化したぬいぐるみをそっと抱き上げた。


    「……弘こう毅き」


    　顔を上げないまま、エミリーが言う。


    「お主の考え方は前向きじゃ。そして、おそらくそちらのほうが正しい。じゃが、今の妾にはそうは考えられぬ。無理じゃ……」


    　それだけ言うと、トボトボと一人で帰っていった。


    　同じ家に帰るのに、追いかけてはいけない気け配はいが彼女の背中からにじみ出ている。


    「エミリー……」


    　本当なら、追いかけていって慰めるべきだ。もちろんそうしようと俺も思った。だが、エミリーの背中が来るなと言っている。


    　彼女の小さな背中が見えなくなるまで見送るしか俺にはできなかった。暮れかかった橙だいだい色いろの中、ぬいぐるみを守るように抱きかかえているエミリーの背中は丸まっていていっそう小さく見える。なんとも哀れで悲しげな様子である。

  


  [image: ]


  
    「くそっ、余計なことしやがって！」


    　エミリーが遠ざかった後、俺おれは毒づきながら、サマハラだった粉をけり飛ばした。それは不謹慎な行為だったかもしれない。だが、やらずにはいられなかった。


    



    



    　同じ家に暮らしているのに、二日連続で俺はエミリーと一緒に帰れなかった。

  


  
    



    三章　憤怒の紅


    



    　エミリーのダウナーな様子は、放課後デートをした日から、日に日に増していった。


    　元々、彼女はクラスでは結構な人気者であった。俺たちと一緒にいることが多いが、そうでない時は、クラスメイトたちが作った輪の中に入って談だん笑しようしている姿をよく見かけた。元来は明るい少女で、おしゃべりも嫌いではない。少々風変わりで日本の常識を知らないところもあるが、そこも彼女の魅力の一つとなっているようで、男女問わず話をしている姿をよく目撃していた。


    　だが、サマハラの襲撃があって以降、エミリーは誰だれも寄せ付けず一人でいることが多くなってしまった。クラスメイトは一体どうしたんだろうと心配してあれこれ話しかけたりしてくれたが、ダウナーモードのエミリーはそんな気遣いに対してもろくに反応せず、茫ぼう洋ようとした瞳ひとみで教科書を眺めるだけだった。


    　当然のように、クラスメイトたちは何かあったのかと俺に色々と質問してきた。しかし、俺としても、どうすればいいのかわからず困っているのでなんとも答えようがない。なので、嫌なことがあったみたいだから、しばらくそっとしていてやってくれ、くらいしか言いようがなかった。


    　噓うそはついていない。こうもりのぬいぐるみは境内の隅に埋められ、まるで無縁仏のように弔とむらわれ、エミリーは毎日その前で黙もく禱とうしている。よほどぬいぐるみの一件がショックだったらしく、喪中だといっても過言ではない。彼女の黒いドレスが喪服にしか見えなくなっていた。


    　見かねて、励ましの言葉をかけたことがある。


    「エミリー、落ち込むなよ。そんなに気にするなって。その、ぬいぐるみは気の毒だったけど、どうしようもなかっただろ？」


    「…………」


    「お前が悪いんじゃない。サマハラが悪いんだ」


    「…………」


    　俺おれとしてもなんとか元気になってもらいたかったのだが、どう言葉をかけてもろくに反応してくれないのでどうしようもなかった。


    　アシュリアや美み佳かにも相談してみたのだが、彼女たちにもどうしようもなかった。特にアシュリアのほうはワタワタと狼ろう狽ばいしきりで、なんとか元気づけようと美お味いしいお菓子を作ったりきれいなアクセサリーや服を買ってきたりと、まるで母親のように色々尽力していたが、エミリーの気持ちは少しも浮揚しなかった。


    　しまいには、「あなたのせいですよ！　なんとかしなさい！」と俺にかみついてきた。


    　確かに原因の一端は俺にあるかもしれないし、エミリーに元気になってもらいたい気持ちは一緒だ。


    　しかしながら、言ってしまえばエミリーが自ら落ち込むほうへ落ち込むほうへ行ってしまっているので、他人がどうにかしようとしてもなかなか難しい。心理学者や精神科医ならなんらかの対処方法を知っているかもしれないが、男子高校生兼魔王兼僧そう侶りよ見習いの俺にはいかんともしがたい。


    　結局、俺たちにできることは、エミリーが元気になるまでそっとしておこう、ということだけだった。


    　季節は夏である。


    　魔界にはない燦さん々さんと輝く太陽の光を浴びれば、そのうち元気を取り戻すんじゃないか。


    　そんな風に根拠のないことを願いつつ、日々を送るしかなかった。


    



    



    　一学期の期末テストがすべて返却された日の放課後のことだった。


    　その日は朝からザーザーと鬱うつ陶とうしい雨が降り続いていた。今年は空から梅つ雨ゆだったので久々の雨なのだが、久しぶりだからと言って嬉うれしいとは思えない。雨が降ると、ただでさえもじゃもじゃの髪が湿気を吸ってますますひどいことになってしまうのだ。だから、俺は雨の日が嫌いで、やや不機嫌になってしまう。


    　しかし、ストレートの髪を持つ大半の生徒たちは、雨のことなんかどうでもいいらしい。六時間目のチャイムが鳴ると、ワッと空気が弛し緩かんし、明るく弾んだものになった。


    「終わったー！」


    「もーテストのことなんか知らん！　というか忘れる！」


    　理由は、テストがすべて返却されたからだ。実質授業は終わったようなもので、消化試合のような日々を数日送れば夏休みである。勉強が大好きという勤勉な学生を除けば期待感と解放感で気持ちが躁そうになるのは当然のことだった。外の鬱うつ陶とうしい天気のことなんかどうでもいいらしい。


    　俺おれも、例年ならつまらない授業を一か月半も受けなくて済む！　と万歳するぐらい浮かれるところだが、今年ばかりはそういう気分にはなれなかった。ダラミスの襲撃に備えなくてはならないし、元気のないエミリーのことも気にかかる。彼女の暗い表情を無視して、もうすぐ夏休みだヤッホー、などとはしゃげるほど器用ではなかった。本当は、エミリーたちと色々夏の思い出を作りたいのだが。


    「エミリーは、と……」


    　さっそく夏休みの計画などを話し始めているクラスメイトたちの間を縫ぬって、エミリーの席に向かう。


    　彼女はクラスメイトたちの輪には加わらず、六時間目の数学の授業で返却された答案用紙をジッと見つめていた。俺のよりも高い点数が答案の右上で赤字で記されている。


    「すごいな、美み佳かと勉強したかいがあったじゃないか」


    　実際、すごいことだ。何しろエミリーは魔界のお姫様で、日本の教育を受けるようになったのはほんの数か月前のことである。にもかかわらず、赤点を取らない程度の学力を身に付けたのだ。


    　毎日、美佳に教えを乞こいながらコツコツと勉強し続けた努力が結実したのだから、喜ぶべきである。


    「うむ……」


    　にもかかわらず、エミリーの顔は浮かないままだ。


    「……魔族である妾わらわが、こんな点数を取ってしまうなど。弘こう毅きの生活を邪魔しておいて、なんと自分勝手なのじゃ……」


    　それどころか、こんなことまで言う始末だ。


    　いい加減、辟へき易えきしてしまう。


    　今までため込んだうんざりとした気持ちすべてを吐き出すようにため息をついた。


    「お前さぁ、俺が気にしないって言ってるんだから気にするなよな」


    「しかし、妾が来たせいでお主の日常が壊れたのは事実じゃ」


    　励ますために強く肩を叩たたいたが、やんわりとはらわれてしまった。


    「壊れたんじゃない。変わったんだ」


    　エミリーと出会う前の日常と異なる日々を送っているのは間違いない。しかし、それが『壊れた』と表現しなくてはならないような悪い変化だとは微み塵じんも思っていない。


    　むしろ嬉うれしかった。血のつながりがある家族ができて、幼おさな馴染なじみの大切さを再確認できて、彼女たちのために強くなれる。男おとこ冥みよう利りに尽きる充実した日々を送れている、と言うことだってできる。


    「いいや、妾わらわが壊したのじゃ。妾が来たから、弘こう毅きは危険な目に遭うことになってしまったのじゃ」


    「エミリー……」


    　あれこれ言っても、今のエミリーには届きそうにない。


    「……俺おれは、九く門もん寺じで掃除をするしかなかった日常よりも今のほうがいいよ」


    　だから、それだけ言って俺は自分の席に戻ることにした。


    「…………」


    　エミリーはそれに対して何も言わず、ただジッと答案用紙に視線を落とすだけだった。


    　そんなに俺の日々は悪いのか？


    　他者を拒絶するどんよりとした黒い空気をまとい続けているエミリーを見ていると、つくづく思ってしまう。


    　確かにとんでもなく不思議な日々ではある。魔族の家族ができて、幼馴染が天使だとカミングアウトしてきて、自分は魔王の力を手に入れてしまった。普通なら望んだって経験できない日々を送っている。命を狙ねらわれているのだから危険な日々だというのも否定できない。


    　しかし、だ。


    　人間、普通に生活していたって危険は往々にしてある。外に出れば交通事故に遭うかもしれないし、家にいたって病気になるかもしれない。通り魔に襲われる、なんてことも今のご時世ではないこともない。百パーセント安全な日々なんて、この世に存在しないのだ。


    　確かにエミリーが来たことで俺の危険の種類は増えた。危険に遭う確率も増えた。だが、たったそれだけのことだ。エミリーが俺のそれまでの日常を、ちゃぶ台をひっくり返すかのごとくガラッと変えたわけではない。俺は今まで通り九門寺に住んでいるし、筝そう月げつ高こう校こうに通っている。教室に行けば友達とバカ話を繰り広げている。


    　そう、エミリーが現れてから俺の日常はほんの少し変わっただけだ。たったそれだけのことだ。エミリーが気に病むことではない。


    　……くそ、俺はこういうことを考えるようなタイプじゃないのに。


    　ねっとりと蒸し暑い空気を、かき混ぜるようなため息をついてしまった。


    　夏休み目前なのに、どうしてこんなことで悩まなくてはならないんだとぼやきたくなる。理想としては、さっさとダラミスを倒して、エミリーたちと夏休みを満喫したい。いつぞや少女たちが姦かしましく相談していた東京旅行を実現させたっていい。


    「夏休み、海行こうぜ海」


    「日焼けするからイヤー」


    「じゃあ花火！」


    「彼氏と行く予定になってんの」


    　蜜を求めて花から花へせわしなく飛び回るミツバチみたいに女子たちに声をかけまくっている雅まさ博ひろが、ある意味うらやましい。小学校からの親友は迷いも悩みもなく、目的のために一いつ生しよう懸けん命めいだ。


    　他ほかの連中も夏休みの予定をそろそろ話し合い始めているようで、「海の日」だの「八月」だの「盆」だのといった単語が教室内を飛び交っている。


    「今月末に祭りがあるだろ。一緒に行かないか？」


    「なんでアンタと行かなくちゃいけないのよ」


    　下へ手たな鉄砲数撃うちゃ当たると、なんとか女子と夏休みの約束を取り付けようと頑張っている雅博をぼんやり眺めていると、その視線に気づいたのか、ツカツカと歩み寄ってきた。


    「お疲れ」


    　結果は出なくとも、その努力は褒ほめたい。俺おれはあんなことできやしない。


    「別に疲れてねぇよ」


    　ねぎらいの言葉に対し、級友はニヤリと笑って返した。


    「まだ夏休みは始まっていないんだ。今はまだ助走段階だろ」


    　夏休みが楽しみで仕方がないと言った面おも持もちである。


    「助走ねぇ……。まあ、気合が入っているのはよくわかった」


    「高一の夏は一回きりだからな。後悔しないように頑張らないと」


    　至言だ。そして真理である。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』にも時を巻き戻す力はない。今年の夏は一度きりだ。やり直しはきかない。


    「まあ、頑張れよ。計画が立ったら教えてくれ。雅博が女子とどういう遊びの計画を立てるのか、ほんの少しだけど興味がある。立ったら、な」


    「テメェ、誘いに乗っかる女子なんかいないと思っていやがるな。見てろよ」


    　雅博はちょっと顔をしかめて睨にらんできたが、それ以上文句は言わず、女子への声掛けに戻っていった。


    「……元気だなぁ」


    「年寄りみたいなことを言わないの」


    　断られても断られてもめげずに声をかけ続ける雅博の様を見ながら感嘆の声を漏らすと、背後から美み佳かにチョップされてしまった。


    「なんだよ、俺も雅博と一緒に女子に声をかけまくれってのか」


    「それはダメ」


    　手刀を食らった箇所をさすりながら言うと、即座に不許可のお言葉をいただいてしまった。


    「そんなの、許すはずがないでしょ。弘こう毅きの夏は、私と遊ぶのよ」


    「毎年遊んでいるじゃないか。去年だって受験生だったのに泊まりで海にまで連れて行きやがって」


    　二人とも真っ黒になって遊びまくるという、受験を控えた学生とは思えないくらい夏休みを満喫した。


    「なによ、楽しかったじゃない。それに、きちんとここに合格したんだから問題ないでしょ」


    　まあ、それは認めざるを得ない。


    「……で、今年は何をしたいんだ？」


    「そうねぇ。海行きたい、プール行きたい、お祭り行きたい、花火大会行きたい、夏フェスにも行きたい」


    　雅まさ博ひろと大差ない計画を企てているらしい。


    「あと、弘毅とラブホテルに行ってイチャイチャしたい」


    「ラ、ラブホって……」


    　さらりと真顔でとんでもないことを言われて、ちょっと顔が引きつった。


    「あのな、教室でそういうことを言うなよ」


    「じゃあ、おうちで言うわね。実はさ、この間ネットで筝そう木き市し内のホテル検索したんだけど、結構あるみたいよ。しかも綺き麗れいだし」


    　こいつは……！　と思わず喉のどの奥でうなってしまう。ああいうところのサイトは十八歳未満は見てはいけないはずだ。いやまあ、たまに十八禁のサイトを見ている身としてはそれを声に出して糾弾はできないのだが。


    「ね、今度二人で行かない？」


    　美み佳かが大きな胸をくっつけるようにしながらささやいてくる。


    「が、学生の身分で利用できるかよ」


    「平気だってばー」


    　顔を真まっ赤かにして体を押しのけたが、美佳は少しも反省するそぶりは見せなかった。


    　相も変わらず、美佳らしいとも言えるが、言われるこちらは少しも慣れず、恥ずかしいことこの上ない。


    　俺おれが慣れなさすぎるんだろうかと一つ嘆いてから、話題を元に戻す。ピンク色な話題が続けば続くほどロクなことにならないのは身に染みてわかっている。


    「さ、最後のやつはともかく、他ほかのことはどれも金がかかるぞ。遊ぶのは結構だけど、金は足りるのか？」


    「それなのよねぇ」


    　美み佳かもその懸念はしていたようで、表情がサッと曇る。


    「本当はさ、テストの点がよかったら臨時ボーナスもらうつもりだったんだけど、あんまりよくなくって」


    　無念そうな表情をしているが、それでも彼女のテストの点数は俺おれのそれよりずっと高い。昔は悔しく思ったが、今はなんとも思わない。何百年も生きた天使相手に知識の勝負をしたって勝てるはずがないのだ。


    「バイトでもしようかなぁ。この夏は色々物入りだし。服も欲しいし、スマホも買い換えたいし、バッグも欲しいし、可愛かわいいサンダルも欲しいし、水着も欲しいかなー」


    　ずいぶん物欲旺おう盛せいな天使である。


    「弘こう毅きも一緒にバイトしない？　神社のお守り売りってすごく割りがいいらしいわよ」


    「寺の息子むすこが神道のバイトできるかよ」


    　そもそも、俺は別段欲しいものはない。


    「それに、金があっても、俺は行けるかどうかわからないぞ」


    　と、視線を離れた席のエミリーに向ける。帰りの支度をしているが、なんともモソモソした動きで精彩に欠ける。陰いん鬱うつな心が体の動作を緩慢にしているのだろうか。


    「……ああ」


    　美佳も俺が何を言いたいのか、すぐに察したようだった。顔を曇らせつつ、頰ほおに手を当てる。


    「今のあの子見てたら、夏休みに遊ぼうなんて思えないわよね」


    「だよなぁ」


    　幼おさな馴染なじみの嘆息に俺も激しく同意した。


    　今のエミリーを見て、彼女が夏の太陽の下で弾はじけるような笑顔ではしゃぐ姿を想像できる人間はいないだろう。


    「あいつ、なんであんなにネガティブになったんだろうな。俺のことで気を病む必要なんて全然ないのに」


    　そういう素養があったのは認めるが、彼女はそれだけでなく見栄っ張りでプライドが高いところもあった。それがネガティブな部分を見せまいと懸命に覆いをかぶせていたのだ。だというのに、最近はその覆いが全然機能していない。


    「あいつ、人間界での生活が嫌になったとかか？」


    　元より、エミリーは人間界で生活したくてしているわけではない。父であるガルムト魔王が殺されてしまったため、安全のために人間界に滞在することになったのだ。


    「それは違うわ」


    　腕組みしてうぅむとうなると、美佳は苦笑しつつ首を横に振った。


    「エミリーも人間界での生活を楽しんでいるわよ。それは私が保証するわ」


    「じゃあ、何が原因なんだよ」


    「弘こう毅きが強くなっちゃったからよ」


    　眉み間けんに深いしわを刻みつつ尋ねると、美み佳かはあっさりと答えてくれた。が、その回答をすんなりと消化はできない。


    「一昨日もそんなことを言っていたよな。けど、別に俺おれが強くなったっていいじゃないか」


    　むしろ俺にとっては嬉うれしいことだ。強くなったおかげで、大切な存在を守れるようになったのだ。こんなに嬉しいことはない。


    　この喜びを、おごりだ、自己満足だ、とそしる人間がいるかもしれない。


    　確かにそういう要素が若干は含まれているのは認めざるを得ない。今まで囮おとりくらいしかやる役割がなく、魔族に襲われても大体はエミリーたちに助けてもらってばかりだった。これは男という生物にとってあまり喜ばしいことではない。有り体に言えば、ちっぽけながら有している自尊心というやつがひどく傷つけられてしまっていたのだ。男というものは、女の子に守られるよりも守りたい。そういう生き物なのだ。


    　だから、自己満足ではないか、という非難を完全に否定はできない。


    　それは認める。


    　だが、そんな自尊心よりも、大切なものを守れているという充実感のほうが強いのも確かだ。


    　拳こぶしをギュッと握ると、美佳は複雑そうな表情を浮かべつつ、俺と遠くの席のエミリーを交互に見た。


    「弘毅がそう思う気持ちもわかるわよ。次々と家族を亡くしちゃってるんだから、家族を失いたくないって気持ちが強いんでしょ」


    「まあ……」


    　面と向かって言われると少々恥ずかしいが、まあ、そういうことだろう。


    　赤くなった頰ほおをポリポリとかく。


    「私は、ずっと一緒にいたから弘毅の気持ちはよくわかるつもり。だから、力を手に入れて喜んでいるのも理解できるわよ。でも、あの子はそうは考えられないのよ。だって、弘毅の手に入れた力は人間のそれとは次元が違うんだもの」


    「……俺が強くなり過ぎたってことか？　それって問題になるか？」


    　弱いより強いほうがいいに決まっている。ゲームだったら低レベルクリアなんて縛りプレイもあるそうだが、俺はそんなドＭな遊び方はしたくない。現実となればなおさらだ。


    「なるかもしれないし、ならないかもしれないわね」


    　思い切り首を捻ひねると、美佳はつまらなそうに肩をすくめた。


    「分不相応な力が災いを招くって考えは、わからなくもないけどね」


    「…………」


    　そう言われれば、わからなくもない。『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力は人間にとってあまりに強すぎる。それは実感としてあった。俺は『王の箱ジリオン・デイマイズ』に眠る魔王たちに気持ちを合わせることで力を借り受けている。が、この力は尋常ではないほど強力で、人間の俺おれでは手た綱づなを握るだけで精一杯だ。力に振り回されていて、細かな力の調整などできない。


    「『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力がすごく強いっていうのは認める」


    　力を操っている時の感覚を思い返しながら自分の胸を撫なでる。


    「でも、これは必要な力だ」


    　これがなければ、ただの人間である俺は魔族に勝てない。エミリーたちを守れない。


    「これは、災いを招く力じゃない。俺たちを幸せにするために必要な力だ」


    　だからこそ、祖母は子孫に『鍵かぎ』を遺のこしたのだと思う。


    　胸に置いた手で制服を摑つかみつつ拳こぶしを握った。


    　それを見て、美み佳かがかすかに吐息を漏らす。


    「そうね、『王の箱ジリオン・デイマイズ』はとても役に立っているわ。でも、それはダイナマイトと同じ便利さよ。便利だけど使い方によってはすごく危険。……少なくとも、エミリーはそう考えているはずだわ」


    「それって、単なる心配性なだけじゃないか」


    　どんな道具だって使い方を間違えれば危ない。それこそ、普段使っているシャーペンだって人を傷つけようと思えば傷つけられる。


    「そもそも、『王の箱ジリオン・デイマイズ』を俺にもたらしたのはエミリーじゃない。うちのばあちゃんだ」


    　俺の生活をこのようにした根源は、エミリーではなく祖母であろう。彼女が『王の箱ジリオン・デイマイズ』を盗んで魔界を出しゆつ奔ぽんしなければこんなことにはならなかった。


    　とはいえ、俺は祖母を恨うらんではいない。それに、彼女がそうしなければ俺は生まれなかった。


    　であるならば、これは誰だれが悪いということではなく、必然だったと考えられる。


    　大仰かつ陳腐な言い回しをするならば、これは俺の運命だったのだ。


    　だから、エミリーが抱く罪悪感が理解できない。その罪悪感は存在しないはずのものだ。


    　よしんば美佳の言うとおりのことになったとしても、エミリーが責を負うようなことはないはずだ。悪いのは俺、あるいは子孫にそんな危なっかしいものを遺した真ま里り菜なである。エミリーは、一つのトリガー程度でしかない。


    「責任感が強いのよね、多分。まあ、無責任な王族よりもそっちのほうが立派だとは思うけど」


    　どうしたらいいんだと渋い顔になると、美佳がポンポンと子供をあやすように優しく背中を叩たたいた。


    「で、結局どうすればいいんだよ？」


    「パッと思いつく方法は二つね」


    　エミリーのほうを見つつ、美佳が指を二本立てた。


    「弘こう毅きが『王の箱ジリオン・デイマイズ』を放棄する」


    「できるかよ」


    　即答で否定してやった。取り込んだ『王の箱ジリオン・デイマイズ』を体外に出す方法を俺おれは知らないし、そもそもこれを手放すつもりもない。


    「もう一つは、『王の箱ジリオン・デイマイズ』を使う機会をゼロにする」


    「使う機会をゼロに？」


    「だってそうでしょ。いくら危険で人間離れした代物でも、弘こう毅き自身はただの人間じゃない」


    「なるほど」


    　エミリーが懸念しているのは、『王の箱ジリオン・デイマイズ』の人外の力を振るう俺おれであって、『王の箱ジリオン・デイマイズ』そのものや、俺という人間ではない、ということだ。美み佳かの考え方は間違っていない。


    「となると、ダラミスを倒すのが今一番の治療法か」


    　彼が魔界を統一している現状のラスボスであるなら、奴やつさえ倒せば『王の箱ジリオン・デイマイズ』を使わなければいけない機会はなくなるだろう。


    「早く来ないかな、あいつ」


    　頭の中でイケメン魔族の顔面に拳こぶしをたたきこむイメージトレーニングを始めると、傍かたわらで美佳がほぅっとため息をついた。


    「なんだよそのため息は。俺は何かおかしなことを言ったか？」


    「んーん、やっぱり弘毅って家族想おもいだなぁって実感し直しただけ」


    　俺の頭を胸の谷間に埋めるように抱き寄せる。


    「あーあ、私も早く弘毅の家族になりたい」


    「ッ……！　お前、こういうことをするな言うな」


    　赤面しつつ、美佳を押しのけた。


    　周囲の目が痛い。


    　美佳が俺に迫って来るなんて今さらだが、かといってそれを衆目にさらして平気でいられるほど俺の心は強くない。


    　クラスメイトたちの、特に男子の嫉しつ妬とと羨せん望ぼうが混じった視線を感じるといたたまれなくなってしまう。特に女子を遊びに誘いまくって空振りを量産している雅まさ博ひろからの視線がとげのように痛い。


    　突き放されて不満そうにしつつも、美佳はこんなことぐらいでは応こたえない。引き離してもすぐに距離を詰めようとしてくる。


    「あら、だったら他ほかの場所ならいいのかしら？」


    「そういう問題じゃ……」


    　俺が美佳のグイグイ押してくるアプローチに苦慮している間のことだった。


    　女子に拒絶されまくった雅博が何を思ったのか、フラフラとエミリーに接近したのだ。


    「なあなあエミリー、夏休み遊ばないか？」


    　他の女子たちと同じように遊びに誘う。


    「日本に来て最初の夏だろ？　だったら、色々経験したほうがいいと思うんだけど」


    「いや……妾わらわは、いい。すまぬの」


    　明るいお誘いに対し、エミリーは顔を上げようともせず断った。


    「そう言うなよー。絶対に楽しいって。筝そう木き市しって田舎いなかだけど、探したらイベントだって結構あるし。俺おれ、そういうの詳しいし」


    　雅まさ博ひろは熱心にエミリーを遊びに誘おうとする。


    　家族がいる前でナンパをするなんてと呆あきれそうになるが、恐らく雅博の狙ねらいはエミリーそのものではない。


    　エミリーは結構な人気者だ。そんな彼女と夏休み一緒に遊んで、一緒に撮った写真をブログにアップするなんてことができたらちょっとした自慢になる。そういう自慢が好きな女子は、エミリーがいるのなら、と雅博の誘いに乗っかる可能性は高い。あまり女子と親しくない俺でも、何人かの女子の顔がパッと頭に思い浮かぶ。


    　エミリーを[image: ]えさにして、他ほかの女子たちも参加させよう、という腹積もりなのだ。言葉は悪いが、彼女は客寄せパンダとしては十分な価値がある。


    　なかなか計算高いというか、腹黒いというか、必死すぎるというか。


    　雅博の考えが読めたから、俺はエミリーがナンパされるのを少し放置した。雅博と二人きりなんて、俺の目が黒いうちは絶対に許さないが、クラスみんなで楽しく遊ぶのだったら大歓迎だ。そうすれば下降するばかりのエミリーの気分も上昇に転換するかもしれない。


    「興味が起きぬ。妾に関かかわるな」


    　淡い期待を抱いたが、エミリーの首は横にしか動きそうになかった。


    「……あれは無理ね」


    　同じく雅博のナンパを見守っていた美み佳かがつぶやいた。


    　雅博では、荷が重かったようだ。


    「エミリーを連れてくる」


    　あのまま雅博のナンパを続行させても、お互いのためになりそうにない。


    　俺は席を立ち、二人の許もとに足を運んだ。


    「エミリー、帰るぞ。雅博、残念だったな」


    　慰めのつもりで雅博の肩をポンと叩たたき、エミリーの手を取って立ち上がらせようとする。


    　すると、雅博は慌てた面おも持もちで俺の腕を摑つかんで制止した。


    「待った。弘こう毅き待ってくれ。武士の情けだ。もうちょっと時間をくれよぉ。もう少しで首を縦に振ってもらえるから」


    「俺んちは寺だ。武士の情けなんかないぞ。それから、いくら時間があっても無駄だ。エミリーは乗り気じゃない」


    　どう見ても雅博が望む答えをエミリーがするとは思えなかった。


    　しかし、雅まさ博ひろはそんな友人の助言に耳を貸すつもりはないようで、


    「いやいや、もうちょっとでいけるって！」


    　と諦あきらめようとしない。


    　その根性は賞賛してもいいが、可能性がゼロパーセントのことにエミリーを付き合わせるつもりはない。


    「残念だけど、諦めた方がいいんじゃないか雅博。ほら、うちのクラスにこだわるより他のクラスで声をかけるとか、そっちの方がよくないか？」


    　やんわりと明るい調子で雅博をなぐさめつつ、エミリーから他の女の子に意識をそらせようとする。気の毒とは思うが、エミリーにその気がないのは一目瞭然で、だったら雅博がしつこくつきまとうのはよくないことだろう。


    「なんだよ、それ」


    　そんな俺おれの意図を、雅博は感じ取ってしまったようだ。顔が不愉快そうにゆがみ、俺に向ける視線が数段階剣けん呑のんになる。ナンパが失敗続きで機き嫌げんが悪かったようだ。


    「どうしてそれを弘こう毅きが決めるんだよ。お前の許可がないとエミリーを遊びに誘うこともできないのかよ。お前はエミリーの保護者か？」


    「保護者ってそんな大おお袈げ裟さな。そんなつもりじゃないけど……」


    　雅博の怒りに幾分戸惑いつつ、口では否定する。が、よくよく考えたらそういう風に自分でも思っているかもしれない。


    　年齢から言えばエミリーが保護者になるのが妥当かもしれないが、いかんせん彼女は人間界に関する知識が欠けている。放っておいたら色々とトラブルに巻き込まれてしまうかもしれない。だから、俺が保護者と自認するのはそうおかしな話ではないはずだ。


    　雅博は、そんな俺の回答がひどく気に入らなかったらしい。


    　ケッと鼻で笑い、どうしようもないなと言わんばかりに大げさにかぶりを振った。


    「弘毅ってすごい過か保ほ護ごだよな」


    「……なんだよ、それ」


    　雅博の不機嫌さに呼応して、俺もだんだん不機嫌になってきた。ムッと顔をしかめ、眉み間けんにしわができる。


    「エミリーはこっちに来てまだ間がなくて不慣れなんだ。家族が守ってやるのは当たり前だろ」


    　それは、俺にとって一つの信念だ。


    　父親を亡くし、見知らぬ異界で暮らさなければならなくなったエミリーを守るのは、彼女にとってたった一人の肉親である自分の責務だ。彼女を守らなければ、曽そう祖そ父ふガルムトに顔向けできない。


    　何も間違ったことはしていない。


    　俺にとって疑う余地のない信念だが、それは雅博には理解できないらしい。


    「はっきり言ってやる、弘こう毅き、お前はちょっとおかしいぞ」


    　俺おれの信念を、一言で否定してきた。


    「家族を守ろうって考えることのどこがおかしいんだ」


    　雅まさ博ひろをなだめようなんて考えは頭から消え去り、声が低くなっていく。


    「子供じゃないんだ。同級生なんだぞ？　それを守るって発想をするなんて、おかしいに決まってるだろうが」


    「雅博、俺をそんな風に見てたのか」


    「誰だれだってそう思うっての。なんならみんなに聞いてみたらどうだ？」


    　俺の腕を摑つかんでいる雅博の手に力が込められる。魔族ではなくただの男子高校生の握力だ。骨が砕けるなんてことはない。だが、ギリギリと締め上げられるようで、痛みは感じる。


    「ま、待て二人とも。そのようにムキになるような話ではないじゃろう。弘毅、矛ほこを収めるのじゃ」


    「そうよ。何をくだらないことで言い合いをしているの？　やめなさいってば。雅博もナンパがうまくいかないからってカリカリしないの」


    　二人の間の不穏な空気を感じ取ったのか、エミリーだけでなく美み佳かも間に割って入って仲裁しようとする。


    　クラスメイトたちも仲がいいはずの友人たちがにらみ合っている様子に気づき、教室内の空気が冷え込む。


    　しかし雅博も俺も止まらない。


    「家族を守ろうとするのは当たり前だ。俺はそのために頑張っているんだよ」


    「だから、それをデカい声で公言するのがおかしいって言ってるんだよ」


    　雅博が、摑んでいた俺の腕を投げ捨てるように乱雑に離した。


    　それは、暴力とは呼べないようなささやかな乱暴だ。


    　だが、そんな些さ細さいなことがカチンと癇しやくに障った。


    「…………！」


    　ブワリ、と自分の内側で、何かが広がるのを自覚する。


    　真っ黒で、薄っぺらくて、べったりとしている何かだ。


    　それが、俺という容器の裏側にぴったりと張り付く。


    　俺を黒く染めていく。


    　それは、端たん的てきに言って、殺意だった。


    　俺自身それをすぐに理解した。そしてこれはよくない感情だということも理解する。友人相手にそんな感情を抱いだくなんて正しくない。


    　だが、頭でわかっていても、感情を制御しきれない。


    　こいつは自分の信念を否定し、嫌がるエミリーに害をなす者だ。力量こそ違えど、こいつはダラミスやサマハラと同類の害悪だ。ならば、自分のために、エミリーのために、排除しなくてはいけない。


    　山から海に向かって流れる川のように極めて自然にそういう風に考えてしまう。


    　頭は懸命に否定する。


    　違う、そうじゃない。


    　こいつは昔からの友達で、ほんのちょっと機嫌が悪くて口が悪くなっているだけだ。自分に言い聞かせ、感情をなだめようとする。しかし、荒馬のように感情は俺おれの言うことを聞こうとしない。


    「……弘こう毅き？　どうしたのじゃ？」


    　体がブルブルと小刻みに震える。


    　手た綱づなを思い切り締め上げ、なんとか制御しようとするがうまくいかない。それどころか、感情が肉体を侵食し、支配権を強奪しようとする。


    　はた目には、立ち尽くしているだけにしか見えない。しかし俺の体の中で感情と理性がつばぜり合いを繰り広げていた。ギリギリと刃が軋きしみ、火花が散る。


    　心の中で、俺と俺が、戦う。


    　全くの互角だった。


    　頑張れ理性、と俺は応援する。ここで感情が勝利すれば自分がどうなるか予想できたからだ。


    　俺本人が加勢すれば、理性が勝つはず、だった。


    「おい、聞いてるのかよ！」


    　そんな俺の胸を雅まさ博ひろがドンと突いた。


    　…………！


    　たったそれだけのことで、感情と理性の勝負の均衡が崩れた。


    　理性の刃が砕かれ、感情が理性を袈け裟さがけに斬きる。


    　もはや、感情を止めるすべは失われた。


    「ガアアアッ！」


    　やめろと思ってもどうしようもなかった。


    　体が勝手に動き、獣じみた咆ほう哮こうを吐き出しながら、雅博の胸に拳こぶしをたたきこんでいた。


    「ぐぎゃ！」


    　肺の真上を殴ったせいだろう、まるっきり潰つぶれたカエルのような悲鳴を上げ、雅博は後ろに向かって吹っ飛んだ。


    　無意識に『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力をいくらか借り受けていたらしい。胸を突かれた雅博の体は想像以上に飛び、雑然と並んだ机をなぎ倒し、教室の後ろにあるロッカーに衝突した。金属がへしゃげる音が響く。


    　殴った瞬間の、体の中心に力がドンと突き抜ける感覚は、ある種快感だった。力を振るい、弱者を打ち倒すその実感。理性がどう否定しようとも、人という生き物の根源にある闘争本能を揺さぶり、刺激を与え、心ここ地ちよいと思える。


    　それは認めざるを得なかった。


    　だが、次の瞬間、絶望的な後悔と罪悪感が俺おれの体を覆い尽くす。


    　一瞬で、教室内は静寂に支配された。


    　教室に残っていた生徒全員が黒板にはりつけになったように動かない雅まさ博ひろと、拳こぶしを振りぬいた姿勢で動かない俺を見る。


    　悲鳴は起きない。怒号も起きない。誰だれもが喉のどが凍りついたように一言も声を発せず、二人の男子生徒を見るばかり。


    　放課後になったばかりの、一番浮ついた時間だというのに、教室の中に音は存在しない。


    　窓の外から、ザーザーと雨の音だけが聞こえる。


    「あ……」


    　教室内で最初に音を発したのは俺だった。


    　自分はなんてことをしてしまったのだろうと自覚し、か細い慙ざん愧きの声を絞り出す。


    　それは、雅博が気絶してぐったりと動かなくなったからでも、クラスメイトたちが怯おびえた目で自分を見ているからでもない。


    　エミリーが、まるで自分が罪を犯したように顔面を蒼そう白はくにしていたからだ。


    　それを見て、俺も顔から血の気が引いたころに、ようやく教室内が悲鳴で埋め尽くされた。


    　周りの反応が鈍かったのだろうか。それとも、『王の箱ジリオン・デイマイズ』を使っている俺の感覚が鋭すぎて時間の感覚がおかしくなっているのだろうか。


    　どうでもいいことだし、知りたくもない。


    　今知りたいのは、雅博の容体と、エミリーの心の中だった。

  


  
    



    四章　嘆きの白


    



    　雅まさ博ひろはろっ骨骨折により一週間入院の後、当分の間自宅療養。


    　俺おれは暴力行為により一週間の停学。


    　それがことの顚てん末まつだった。


    　放課後の教室で起こった事件だから、たちまち教師に知られてしまい、大騒ぎになってしまった。雅博は救急車で病院に搬送、俺は即生徒指導室に連れていかれ事情聴取を受ける運びとなった。


    　あるいは、『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を行使し記憶の改かい竄ざんでもすればごまかせたかもしれない。だが、『王の箱ジリオン・デイマイズ』を用いても起きたことをなかったことにはできない。俺が友達を傷つけたという事実は消しようがなかった。


    　さまざまな力を手中にしているのに、どうして『王の箱ジリオン・デイマイズ』には時間を巻き戻す力がないんだ、と贅ぜい沢たく以上の文句を言いたくなるほどへこんだ。


    　なんといっても雅博は幼いころからの親友だ。美み佳かをカウントしなければ、一番たくさん遊んだ友達である。そんな友達を故意ではないにせよ、病院送りにしてしまうなんて、悔やんでも悔やみきれない。


    　できることは、雅博の病室に行ってひたすら頭を下げることだけだ。


    　翌日、病室に行った俺は床に額をこすりつけんばかりの勢いで謝った。


    「すまなかった！　本当にすまなかった!!　謝って許されることじゃないけど、お前に怪け我がをさせるつもりなんて全然なかったんだ」


    　それに対し、ベッドの上の雅博は、胸の痛みに顔をしかめつつも、なんとか笑顔を作ろうとした。


    「ははは……、そんなに気にするなよ。弘こう毅きがそんなことをする奴やつじゃないってのは。そんなに気にするなよ。それに、俺も悪かったんだし。ちょっと、言い過ぎた」


    「でも、友達に怪我をさせるなんて許されることじゃないだろ」


    「だから、気にすんなって。ろっ骨が折れたくらいだからそんなに長いこと入院する必要もないんだってさ。一足早く夏休みに入ったってことにしとくよ」


    　そう言って雅博は笑う。


    　確かに魔王の力で吹き飛ばした割りにろっ骨を折っただけというのは軽傷だ。奇跡的と言ってもいい。雅博の後ろにあった古いロッカーがクッションの役割をしてくれたらしい。筝そう月げつ高こう校こうはぼろいといつも嘆いていたが、今回だけは古くておんぼろのロッカーのおかげで助かった。


    「ほら、顔を上げてくれよ。いつまでも友達の後頭部を見ながら会話するって、こっちのほうが気が悪くなる」


    　そうまで言われると、顔を上げざるを得なかった。本当にすまなかったともう一度言って、顔を上げる。


    「まあ、考え方次第では、これはこれでラッキーかもって思ってるんだ。この病院、若い看護師のオネーサンが多いんだ。で、看護師のオネーサンはきつい仕事のストレスで欲求不満になってるのが多いんだと。狙ねらい目と思わないか？」


    　ゴシップ雑誌みたいな胡う散さん臭くさい情報を披露しながら、雅まさ博ひろがフッフッフと不敵に笑う。


    　正直なところ、骨折してベッドから動けない男子高校生が看護師の目に魅力的に映るとは思えないが、ここは一件でもいいからメールアドレスをゲットできるよう心から祈りたい。


    「俺おれにできることがあったら、なんでも言ってくれよ。看護師のオネーサンの呼び込みでもパシリでもノート取りでもやれることはなんでもやるから」


    「弘こう毅きのノートなんか見せてもらってもなぁ」


    　と、雅博が苦笑を漏らす。


    「そうだ。だったら、今度プール行く時にエミリーと美み佳かを連れてきてくれよ。もちろんビキニでな」


    　たった今、看護師のオネーサンがどうのとか言っていた口で、別の女性のことを話題にする。


    「……努力するよ」


    　雅博らしい要求をされて、俺もようやくわずかながら笑うことができた。


    　が、すぐにその笑顔は凍りつくことになってしまった。


    「でも」


    　と、雅博が付け加えたのだ。


    「あの時の弘毅、すごかったな」


    「え……？　すごかった？」


    　ああ、と雅博が頷うなずく。


    「相撲すもう取とりでもないのに俺をあんなに突き飛ばしたし、顔もスゲー怖かった」


    　その時のことを思い出したのか、表情が強こわ張ばり、俺を見る目に恐怖がにじみ出る。


    　友人に、こんな顔をされたことは一度もない。


    「お前、本当に人間か？　悪魔みたいだったぞ」


    　その言葉が、その表情が、ひどくこたえた。


    



    



    　七月、真夏の昼過ぎ、当たり前の話だが、外はものすごく暑い。これで雲でもあればいくらか楽になるのだろうが、あいにく本日は日本晴れだ。


    　学校で体育をしている連中は今いま頃ごろ犬みたいに舌を出してへばっているのではないだろうか。


    　停学処分を受けた身では、それすらできない。停学になってつくづく思ったのだが、つまらない授業よりも、何もするなと命令されるほうがつらかった。


    「人間か？　かぁ。友達からそんな質問される日が来るなんてな」


    　そんな言葉と一緒に病院の空気を吐き出し、代わりに湿った生ぬるい空気を肺に取り込む。


    　雅まさ博ひろの指摘はある意味正せい鵠こくを射いていた。


    　彼を突き飛ばした時、俺おれの心を染めていたのは、悪魔のような暗黒の殺意だった。


    　認めたくはない。


    　だが、認めるしかない。


    　あの時、自分の心には雅博に対する殺意が宿っていた。自分やエミリー、美み佳かを狙ねらう魔族や天使と相対した時と同じように、雅博を倒さなければならない敵だと認識していた。


    　その時の自分を鏡で見ることはできないが、きっとその顔には殺意がにじみ出ていただろう。敵を相手にして優しい顔をしているはずがない。


    　悪魔のようだったと、悪あつ鬼き羅ら刹せつのようだったと指摘されても、反論できない。


    　昨日の雨から一転して今日は快晴だった。


    　トボトボ歩く俺の背中を、真夏の強い日差しがジリジリと焼く。アスファルトの地面に落ちる影は、惨めなくらい小さい。なのに、ひどく濃い。


    　端的に言えば、昨日のあの暴力は『王の箱ジリオン・デイマイズ』の影響だろう。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』の中には歴代魔王の力だけでなく、思念も宿っている。魔界を支配し続けた王たちの心だ。彼らの多くは話せばわかる者たちであった一方、ひどく凶暴で残酷な面も持っている。曾そう祖そ父ふのガルムト魔王もそうであった。


    　そんな凶暴で残酷な思念を多く宿した『王の箱ジリオン・デイマイズ』を宿し、その思念と対話し、その力を引き出しているうちに、俺もその影響を少しずつ受けていたのだ。


    　しかしながら、その責任すべてを『王の箱ジリオン・デイマイズ』に押しつけるのはいささか卑ひ怯きようであるのは俺も認めざるを得ない。魔王の思念は別段俺を洗脳したわけではない。そういう思想を持っていた、それだけだ。


    　それに影響されてしまったのは、ひとえに俺にそういう素質があったからにほかならない。


    　寺の息子むすことして、喧けん嘩かもせず、暴力も振るわない生活を送ってきた俺だが、その根底には凶暴な悪意が潜んでいるのだ。


    　自分が清廉潔白な人間だとは思っていないが、それでも凶悪な魔王と通じるところがあるというのはショックである。


    　数か月前、俺の心を支配した狂気の魔王が、あざ笑っている気がした。


    　はぁ、とまたため息を吐き出す。


    　真夏の青空の下を歩いているのに、心にはどんよりと分厚い雲が広がっていた。その雲を払うために憂さ晴らしをしたいが、停学中の身である。まっすぐ家に帰るしかない。せいぜいできることは、コンビニで炭酸のジュースを買うくらいだった。もっとも、陰いん鬱うつな気分に任せてチビチビと飲んだって爽そう快かい感かんを得られるはずもないが。


    　それでもなんとか缶の半分ほど飲んだ時のことだった。


    「──人間界の昼は実に暑いものだね。うっかりすると、熱射病になってしまいそうだ」


    　いつの間にか隣を歩いていた人物が、そんなことをつぶやいた。


    「…………？」


    　一瞬、それが誰だれかわからなかった。


    　何しろ、先日会った時は真っ黒な夜会服にマントとまるっきりドラキュラ伯爵のようないでたちをしていたのだ。


    　だというのに、今は洗いざらしの白いＴシャツに半パン、それにつばの広い麦わら帽子というヨーロッパの田舎いなか者ものみたいな恰かつ好こうだ。恐ろしく似合っていない。


    　麦わら帽子の下からのぞくサラサラの金髪を見て、ようやく気づいた。


    「お前、ダラミス……！」


    「ストップ、僕はこんな暑い時にやりあう気はないよ」


    　ほとんど反射的にまだ中身が残っている缶ジュースを放り捨て、『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を引き出し戦闘態勢に入ろうとするが、農園でりんごでも収穫していそうな恰好をした魔族は慌てて両手を上げて戦意がないことを示した。


    「それに、こんなに人間が多いところで、僕は魔族の力をひけらかせられないんだよ。それは君も同じじゃないかい？」
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    　言われて、彼が殺意を抱いていないことに気づく。こちらに対する嫌悪感や敵意は感じられるが、それ以上のものではなかった。


    　それに、彼が言うとおり、真昼間の往来で戦闘を繰り広げるわけにもいかない。


    　渋々、戦闘態勢を解除する。


    「俺おれになんの用だよ」


    　襲ってくる気がないとわかって体の筋肉から力を抜いても、不機嫌な表情を作る顔の筋肉は緩められそうにない。


    　剣けん呑のんな目つきで睨にらんでやったが、ダラミスは蒸し暑さでしんどそうに体を動かし、俺が放り捨てた缶ジュースを拾い上げた。そして近くのゴミ箱に捨てる。


    「僕は今日、君に会いたくてここにいるんじゃない。ちょっと買い物がしたかっただけなんだ」


    　と、手にしていた小さなレジ袋二つを、振り子のように揺らして見せる。


    「魔族が買い物？」


    「きちんとお金を払ったんだからいいだろう」


    　そのお金をどこから調達したのか聞いてやりたかった。が、俺が問いを投げかけるより先にダラミスのほうが質問をぶつけてきた。


    「君と出会うのはまるっきり想定外だよ。てっきり君は学校にいると思っていたのに、こんな時間にこんな場所にいることのほうがびっくりだ。どうしてこんなところにいるんだい？」


    　このイケメン魔族に、暴力事件で停学中です、とは言いたくない。あざ笑われるのが容易に想像できる。


    「…………」


    　むっつりと口をつぐんで黙秘権を行使する。


    　ダラミスはそんな俺の横顔をちょっと見たが、すぐに興味をなくしたように目線を前に戻した。


    「まあいい。たまたま出会っただけだけど、少し話をしようか。この間は必要最低限のことしか言えなかったからね」


    　言いたいことを言ってさっさと帰ったという自覚があったことには驚きだ。しかしながら、雅まさ博ひろに言われたことでショックを受けている俺は、今、この魔族の青年と情報戦や舌戦を繰り広げる気にはならなかった。いっそ、人気のないところに連れ込んでボコボコにしてしまおうかと考えるが……それはあまりに野蛮であまりに下げ衆すな考えだ。魔王どころか、チンピラ以下の思考である。


    「あいにく、お前なんぞとカフェでコーヒー飲みながらペチャクチャおしゃべりなんてする趣味はない」


    　自己嫌悪にさいなまされつつ、超低音の声で拒絶した。歩調を少し早めてダラミスを置いて行こうとする。


    　が、ダラミスも速度を上げて追随してきた。


    「僕も男とそんなことをするなんてごめんだね」


    　俺おれは嫌そうに言ったが、ダラミスもそれ以上で、眉み間けんに深いしわを刻んでいる。


    「歓談するなら美しい女性としたい」


    「ああそうかい」


    　実にわかりやすくて、悪口を言う気にもなれなかった。


    「ということは、話なんてできないな。じゃあな。ショッピングを存分にして筝そう木き市しの経済に貢献してくれ」


    　手を振る気にもなれず、そのまままっすぐ九く門もん寺じに帰ろうとする。


    　が、肩を摑つかまれてしまった。


    「待ちたまえ。僕は話をしようと言っているんだ。君とコーヒーを飲みたいわけじゃない。話をするなら歩きながらでもいいじゃないか」


    　そう簡単に諦あきらめそうもないし、どうも真ま面じ目めな話らしい。聞くに値する、か。


    「……人通りが多いところで魔族だ『王の箱ジリオン・デイマイズ』だとイタイ単語を連発したくない。裏道入るぞ」


    　あごでくいとしゃくって、人通りが少ない裏通りに誘導する。ダラミスは警戒するそぶりも見せず、親ガモの後ろを付いていく子ガモのように素直に同道してきた。戦闘態勢を解きつつもずっと警戒している自分が情けなく思えてくる。


    　裏通りは人気がないどころか店も少ない。田舎いなかの町のよくある話で、シャッターが閉められた店が相当数あり、閑散としているどころか、半ば死んだ町のようになってしまっている。表はまだまだ賑にぎやかだが、筝木市もじわじわと過か疎そ化しているのだ。


    「……で、話はなんだよ」


    　灰色に汚れたシャッターが太陽の光を照り返し、まぶしい。目を細めつつダラミスに聞いた。


    　ダラミスのほうは麦わら帽子のおかげでまぶしさは感じないらしい。暑そうにしつつも俺のようにまぶしそうなそぶりは見せなかった。


    　歩く人が全然いないシャッター通りを物珍しそうにキョロキョロ眺めていたが、そのうち気が済んで俺に追いつき肩を並べた。


    「単刀直入に言う。『王の箱ジリオン・デイマイズ』を僕に譲渡してほしい」


    　端たん的てきすぎる。裏の読みようがなく、いささか鼻白む。


    「冗談じゃない。お前なんかにやれるもんか」


    　なんのために今まで苦労してきたことか。


    「やっぱりダメか」


    　即答でノーを突き付けると、ダラミスは残念そうに唇を突き出した。が、それだけの反応しかせず、怒ったり文句を言ったりはしなかった。


    　代わりに、別の要求を提示してきた。


    「だったら、エメラルディア姫に『王の箱ジリオン・デイマイズ』を譲渡してくれないだろうか」


    「エミリーに……？」


    　それは、俺おれにとって少し意外な要求だった。思わず目を丸くする。


    「なんでお前がエミリーに『王の箱ジリオン・デイマイズ』を渡せなんて言うんだよ」


    「あくまで妥協案さ。本音を言えば、もちろん僕が魔王になりたい。そのために今まで頑張ってきたんだから。君は知る由もないだろうが、魔界の敵対勢力を黙らせるのにとても労力を使ったんだ。我ながら、たった数か月でよくあそこまでできたものだと思うよ」


    　と、疲れたような吐息を漏らす。魔界でどんな努力をしてきたかは知らないが、色々苦労しているようだ。


    「頑張ったから、その報酬として『王の箱ジリオン・デイマイズ』が欲しいって言うのか？　知ったことかよ」


    「腹立たしい言い方をするね、君は。とは言えそれも正論だ。だから僕ではなく、エメラルディア姫に渡してほしいと言っているんだ。君が持っているよりはるかにマシだからね」


    「……なんだよそれ」


    　ダラミスの言葉には憎悪に近い感情が含まれていた。


    「言葉通りだ。君が『王の箱ジリオン・デイマイズ』を所有し、魔王を名乗っているのは極めて不愉快だ。虫むし唾ずが走ると表現してもいい」


    「えらい言いようだな」


    　たまりかねて足を止め、ギロリと睨にらむ。


    「そんなに俺が『王の箱ジリオン・デイマイズ』を持っているのが嫌なのかよ。これはばあちゃんが遺のこしてくれたものだ。俺が持っていて何が悪い」


    　祖母が盗んだ、というのはなんとも聞こえが悪いが、盗んだ相手は実の父であるガルムト魔王だ。曾そう祖そ父ふも祖母も亡くなっているのだから、仮に盗まなかったとしてもひ孫である自分が相続していてもなんらおかしくはない。


    「どうも、君は勘違いしているみたいだね」


    　きっぱりと断言すると、ダラミスは困ったような表情を浮かべた。


    「勘違いだと？」


    「君は僕を悪者だと思っている。そして、自分が正当な『王の箱ジリオン・デイマイズ』の継承者だと思っている」


    　おじいちゃんがかぶるような麦わら帽子のつばに手をやりながらの発言に、俺は戸惑った。何を当たり前のことを言っているんだ、と。


    　そんな俺の様子を見やると、ダラミスはやれやれと嘆息した。


    「敵か味方かで言えば、僕は間違いなく敵だ。君の首をはねてやりたいと思っている。が、それはそうする必要があるからで、何も悪意があるわけではない」


    　首をはねたい、と言っておきながら悪意はないなんてよく言えるものだ。


    　こいつの言っていることは無む茶ちや苦く茶ちやだ、と思い始めた。穏やかな口調に騙だまされそうになるが、ひょっとしたらこいつは会話が成立しない輩やからなのではないか、と。


    「悪者は、君だよ」


    　やはり走ってでもこいつを吹っ切ろうか、と考え始めた矢先、とんでもなく失礼なことを言い出した。


    「なんだと？　人が大人しく話を聞いてやってると思って好き勝手言うんじゃねぇよ」


    　思わず気け色しきばむが、ダラミスのほうは冷静そのもので、


    「……さっき、僕が『こんなところでは魔族の力をひけらかせない』と言ったのは記憶にあるかい？　ほんの十数分前のことだ。記憶しておいてほしいね」


    　喧けん騒そうが聞こえてくる表通りのほうに顔を向けた。裏通りは閑散としているが、昼過ぎの表通りはまだまだ活気がある。


    「覚えてはいるが」


    　何を言い出すんだと怪け[image: ]げんに思いつつ、とりあえずうなずく。


    「あれは僕が目立ちたくないっていうだけではないんだ。そうできない不可侵協定がある」


    「……協定？」


    「どうも君は知らないようだけど、この世にはたくさんの世界がある。人間界、天界、魔界。他ほかにも色々ある。そして、これらの世界は互いに互いの世界に干渉しないという協定を結んでいる。この世界で言うところの、内政不干渉、というやつだ。仮に、僕がまったく無関係の人間を巻き込んで君を倒したとする。その場はそれでよかったよかったとなるが、新しい問題が発生してしまう。魔界の奴やつが、人間界にちょっかいを出した、と他の世界からクレームを付けられる。最悪、他の世界が連合軍を組んで攻めてきて、魔界は滅亡だ」


    　ダラミスはわざとらしく怯おびえた表情を作ってみせた。


    「そんなルールがあるのか……」


    　なるほど、それで魔族の連中はいつも人気がない場所でしか襲ってこなかったのか。


    　しかし、そんな協定が作られるのもわからなくはない。数日前と数か月前に襲ってきた天使のサマハラの態度から鑑かんがみるに、天界と魔界は仲がよくない。おそらく、他の多くの世界も似たようなもので、互いが互いをにらみ合っている冷戦状態ではないだろうか。


    　一見平和に見えて、その実攻め時を窺うかがっている極めて危うい均衡状態。


    　そういう状態で安易にパワーバランスが崩れるのはどこの世界にとっても面白いことではない。どこかの世界の力が削られたら均衡状態が崩れ、パワーバランスが一気に瓦が解かいする危険があるからだ。冷戦が大戦に変へん貌ぼうしてしまえば、大局は読みにくくなる。賢い統治者がそれを嫌うのは無理もない話だ。


    　そこで、不可侵協定、なんて代しろ物ものを作り出したのだろう。


    　思惑をオブラートに包み、きれいに見せるためにラッピングしたのが、ダラミスが言うところの協定なのだ。


    「異界だろうが、人間界だろうが、同じようなことを考えるもんなんだな」


    　羽があろうがなかろうが、頭の中身は大差ないのかもしれない。


    　俺おれが妙に感心して、そうかそうかと相づちを打っていると、ダラミスが鼻先に指を突き付けてきた。


    「しかし、君は例外だ。君を八つ裂きにしようが火あぶりにしようが、他ほかの世界はなんの文句も言わないだろう」


    「なんだと……!?」


    　とんでもない言い草だ。罵ば詈り雑ぞう言ごん混じりの抗議の声を上げようとするが、そうする前にダラミスは新しい言葉を重ねてきた。


    「なぜなら、君がすでに協定を違反しているからだ。違反者を守るほど、協定は優しくない」


    「俺が、協定違反……!?」


    　思わぬ指摘だ。というか、まるっきり身に覚えがない。ぬれぎぬだ。


    「お前、いい加減なことを言うんじゃねぇよ。俺が何をしたっていうんだ」


    　声を荒らげる。


    「ここまで言ってまだ理解できないのか。頭の巡りが悪いね」


    　一言悪口を言ってから、ダラミスは続けた。


    「単純な話だ。君が『王の箱ジリオン・デイマイズ』を持っていて魔王を名乗っているからだよ。考えてもみたまえ。隣の国の最強の武器を盗んで、なんの承認もなしに国王を名乗っているようなものなんだよ、君は。おまけにその自称国王は国のために政治を行わず、他の国で悠々自適に生活している。国民が怒らないはずがないじゃないか」


    「そんな……」


    　ジロリと睨にらまれて、たじろいでしまう。


    「俺は、ただ、エミリーを守りたかったからで……」


    　自己弁護しようとする。だが、舌がうまく動いてくれない。


    　ダラミスの主張が正しいと理解できてしまうからだ。


    　魔王というのは、その名の通り、魔界の王だ。王とは君主である。君主とは、統治者だ。しかし、『王の箱ジリオン・デイマイズ』を持ち、魔王を名乗っている俺は、にもかかわらず魔界をちっとも統治していない。それどころか魔界に足を踏み入れてもいなかった。魔界の住人がなんて魔王だとシュプレヒコールを上げたってなんらおかしくはないだろう。


    　今の今まで、人間界にやってきて魔王の座と『王の箱ジリオン・デイマイズ』を得んがために襲い掛かってくる魔族は、成り上がろうと安易に考えているチンピラみたいな奴やつらばかりだと勝手に思い込んでいた。だが、そうではなく、魔界を真に憂い、あんな人間に魔王を任せてたまるかと挑んできた志士がいたかもしれない。


    　だが俺おれは、今まですべての魔族を等しく撃退してきた。


    　襲い掛かってくる魔族を『悪い奴やつ』と一ひと括くくりにして断罪していた自分こそが悪だったのかもしれない。


    「…………！」


    　その可能性に気づいた俺の足がガクガクと震え始めた。三十度を超える炎天下の中にいるはずなのに、俺の汗はピタリと止まる。


    　そんな俺を見て、ダラミスは若干非難のトーンを弱めた。それどころか、慰めるようにポンと肩に手を置いてくる。


    「……君がなぜそうやってきたのかは知っている。確かにガルムト魔王が亡くなった時君が魔王宣言をしなければエメラルディア姫はあまたの魔族から命を狙ねらわれていただろう。彼女の盾となるために魔王を名乗った行為は紳士的だと言える。だが、魔界に生きる魔族たちはそんなことはどうでもいい。他ほかの世界の住人が魔族の至宝と王座を盗んだ。それだけのことだ」


    　俺は、魔界の人間のことなど少しも考えたことがなかった。魔界の人間がどのように暮らし、どのように生きているのかについて思いを馳はせたこともないし、エミリーやアシュリアに聞こうとしたこともない。遠い異世界なんだから、自分には関係ないと興味を示そうともしなかった。だが、それは、仮にも魔界の王を名乗る身としてはあまりに無責任ではないだろうか。魔界の住人がこぞって怒りの炎を上げ、革命を叫んでもなんらおかしくはない。


    　俺は、エミリーを守りたい一心で魔王を名乗った。そこに噓うそは一切なく、矮わい小しような欲望も大それた野望もない。


    　エミリーを守りたい。


    　それのみだ。


    　だが、その純粋さが、利己的だったと自覚し、愕がく然ぜんとしてしまう。


    「俺、は……」


    　先ほどまでジュースを飲んでいて水分は補給していたというのに、喉のどがカラカラだ。


    「だから、君は悪なのだ」


    　ダラミスが優しくささやく。


    　その優しさが、傷口にそっと流れ込む塩水のごとく沁しみる。


    「君が魔王であることを望んでいる魔族は一人もいない。僕が魔王になることを歓迎しない連中もいるだろうが、少なくとも君よりは少ないと断言できる。そして、前魔王の娘であるエメラルディア姫に魔王になってほしいと願っている者も多い。だから、君は『王の箱ジリオン・デイマイズ』と魔王の称号をどちらかに譲るべきだ。どちらにすべきかは……まあ、それくらいは君の自由かな」


    「だ、だけど」


    　渇いた喉を無理やり動かし声を絞り出す。


    「そうなった後、エミリーはどうなる？　お前が魔王になってあいつの安全は確保されるのか？　あいつが魔王になって、あいつは命を狙ねらわれないのか？」


    　半ばすがりつくようになっていた。自分が罪人であると自覚してしまった以上、一刻も早く魔王の座を放棄したい。だが、それでもエミリーの存在が気にかかる。彼女はたった一人生き残っている肉親だ。何があっても彼女を守りたい。


    　ダラミスは俺おれより頭半分ほど背が高い。彼は見下ろすようにして俺を見つめる。


    「……噓うそを言って君から『王の箱ジリオン・デイマイズ』を奪い取ってもいいのだけどね。それでは魔王として瑕か疵しになりかねない。だから正直に言おう。彼女はどう転んでも魔族に命を狙われ続ける」


    「そんな……！」


    「先ほども言ったが、彼女は前魔王の娘だ。それは一生ついて回る。そして、その立場は多くの者にとって使い勝手があるものだ。あの手この手で彼女を利用しようとする者は出てくるだろう。かく言う僕も、彼女の立場は非常に有用だと考えている。彼女に対して愛情を抱いているのは事実だが、彼女を妻に迎えれば僕の魔王としての立場が確固たるものになるだろうという計算をしているのも事実だ」


    　敵対する人間に対し、あまりにあけすけな白状をする。それは、ダラミスが正直者だから、ではないだろう。真実を突き付けたほうが俺に精神的ダメージを与えると判断したからだ。こちらの奥を探るような目を見ればそれはわかった。


    　動揺するな、ショックを受けるな、と自分に命令する。


    　だが、淡々と事実を列挙するダラミスの言葉に、どうしようもないほど俺の心は揺さぶられてしまった。


    　幼子が戯たわむれに積み上げた積み木の塔のように、グラグラと心が揺れ続ける。


    「そんなの……！　あんまりじゃないか。あいつは何も悪くないのに、どうして命を狙われ続けなければならないんだ」


    「生まれで人生が決定するということは往々にしてあることだよ。彼女にそれを拒否する権利はない。それこそ、生まれ変わりでもしない限りは」


    　エミリーの将来に胸を痛めつつ、ダラミスは仕方がないことだよと諭さとしてくる。


    「全部が丸く収まる解決策は、ないのか……？」


    「ないね、そんなものは。『王の箱ジリオン・デイマイズ』は歴代魔王の力を宿している。でも、神の力は宿っていない。あらゆる問題を解決できる力はこの世にないんだ」


    「…………」


    　もはや、俺が言うべき言葉はどこにも見当たらなかった。


    　熱いアスファルトの上でじりじりと焦がされるままになる。


    　そんな俺を眺めて、ダラミスはゆっくりとかぶりを振り、


    「……君は、もう少し頭を使ったほうがいい」


    　同情するように、責めるように、言った。


    　そして、そのまま俺おれを放置して立ち去ろうとしたが、思い出したようにずっと提げていた小さなレジ袋の一つをこちらに突き出してきた。


    「そうそう、これを姫に渡してほしい」


    　自身の罪悪感に押しつぶされそうになっている俺に、それが何かと怪しむ余裕もない。操られるように腕を前に出し、受け取る。


    「先ほど立ち寄ったドラッグストアで買った日焼け止めだ。姫の白い肌が汚らわしい人間界の太陽に焼かれるなんて僕には我慢できない」


    　見れば、ＳＰＦ５０とでかでかと書かれたプラスチック製のボトルが一本入っている。


    「……もしかして、あんたの用事ってこれか？」


    　のろのろと尋ねると、ダラミスはそうだと至極真顔で頷うなずいた。


    「さっきも言ったが、魔族に人間界の太陽はきつい。エメラルディア姫にとってはかなりつらいはずだ」


    「お前は、半はん袖そで半パンじゃないか」


    　青白い素肌を惜しげもなくさらし、太陽光線を思う存分に浴びている。


    　すると、ダラミスはもう一つのレジ袋から全く同じ日焼け止めを取り出して見せた。


    「もちろん、僕も塗っている。姫様に渡す前に自分で試したんだよ。これは魔族の肌にも大丈夫のようだ」


    　それだけ言うと、ダラミスは踵きびすを返し、静かな裏通りから表通りへと行ってしまった。


    　あとに残されたのは茫ぼう然ぜんとたたずむ俺だけだった。


    



    



    　俺が帰宅すると、エミリーもすでに下校して自室に閉じこもっていた。


    「エミリー？　ちょっといいか？」


    「…………」


    　ノックしてみたが、何をしているのか、全然応答がない。


    　ここ数日、ずっとこんな調子だ。


    　最近のネガティブぶりを思い返すとものすごく気になるが、かと言って体調が悪いわけでもないのにズカズカと部へ屋やに押し入るというのはいくら家族といえども許されるものではない。


    　だから、預かった日焼け止めは台所にいたアシュリアに手渡すしかなかった。


    「？　なんですか、これは」


    　ドラッグストアの店名がプリントされたレジ袋をズイと突き出されて、かっぽう着姿のアシュリアはぬれた手を拭ふきつつ怪け[image: ]げんな表情を見せた。どこで見つけたのか知らないが、この恰かつ好こうがお気に入りらしい。


    「日焼け止め」


    　幼い容姿に似合わずおばあちゃんくさい恰かつ好こうを好む魔族の問いに短く答えた。それ以上は説明する気になれない。


    「はあ……」


    　いまいち得心がいかない、と首を捻ひねりつつ、とりあえず受け取ってくれた。


    「……で、お見舞いのほうはどうでした？」


    　かっぽう着のポケットに日焼け止めを押し込めつつ、アシュリアがまるっきりお母さんのような調子で聞いてきた。


    　ダラミスと会ったことで雅まさ博ひろに関する記憶がかなり遠くに行っていた。脳の奥から病室で聞かされたことを引っ張り出す。


    「ああ……思ったよりも早く退院できるみたいだ」


    　骨折と聞かされていたから当分入院しなければならないのかと思っていたのだが、ろっ骨の骨折は治療すれば早く治るというものではないらしく、静養するしかないらしい。


    「それは残念。姫様をナンパするような輩やからは永久に病室に閉じ込められていればいいものを」


    　本気でそう思っているようだ。声に一ミリも冗談が含まれていない。


    「怪け我がをさせたことは言い訳のしようがなく俺おれが悪いんだよ。できれば、『王の箱ジリオン・デイマイズ』を使ってあいつの怪我を治したい」


    　骨折を治すくらいは今の俺だったらできるはずだ。


    「でも、雅博や医者に気づかれないようにちょっとずつ治すっていうのは難しいだろうな」


    　一瞬で骨折が跡も残さないほどきれいに治ったら大騒ぎになってしまうだろう。それはいいことにはならない。毎日見舞いに行ってちょっとずつ治ち癒ゆを進められたらいいのだが、いかんせん『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を微び調ちよう整せいできるほどのコントロール力が俺にはないのだ。少しずつ治すつもりが一瞬で完治させてしまうとか、やってしまいかねない。


    　あるいは、歴代魔王たちならばそういう芸当もできたかもしれないが、単に力を借りて行使するだけの俺にそれは不可能だ。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』は強力で、俺にとって不可欠なものだ。だが、かゆいところに手が届かないというか、今一つ使いでがよくないと感じられることが多々ある。


    　これは、自分が『王の箱ジリオン・デイマイズ』の所有者として適していないからだろうか。


    　そんなことを考えていると、アシュリアは俺を責めるような目で睨にらんできた。


    「たかだか人間の怪我を治すために『王の箱ジリオン・デイマイズ』を使おうというのですか。あまり感心しませんね」


    「……ダメか？」


    「ダメな使い方とは言いません。友人の怪我を治すというのは素敵な使い方かもしれません。ですが、魔族の立場から言わせてもらえば、実に魔王らしくない力の使い方です」


    　そういう彼女の目は先刻のダラミスのそれと似ていた。


    　アシュリアも、責めるのだ。


    「……アシュリアも、俺おれが魔王にはふさわしくないと思っているんだな」


    「魔王らしいことを一つもしていないのです。当然でしょう」


    　ごもっともだ。


    　もっともすぎて、俺は何一つ言葉を返せない。


    　やはり自分は魔王としてあまりに不適格なのだ。元より立派な魔王になろうと決意したことなど一度もないが、不適格の烙らく印いんを押されまくるとさすがに応こたえる。


    　……俺は、間違っていたのだろうか。


    　恐らくこの問いを誰だれかに投げかけても、うんそうだと肯定されるか、仕方がなかったじゃないかと慰めの言葉をかけられるかのどちらかだろう。


    　今の俺が求めているのはそのどちらでもない。


    　欲しているのは、今の間違った状況を改善する解決策だ。


    　誰かに答えを求められないのならば、自分で模索するしかない。


    「……今日は夕飯はいらない。考えたいことがあるから本堂にいる」


    　人と話す気分にもなれなくなっている俺は、本堂に逃げ込むことにした。


    　それを聞いて、アシュリアが苦い煎せんじ薬ぐすりを飲まされたように顔をしかめた。


    「あなたもですか。食事を作るほうの身にもなってほしいですね」


    　どうやら、エミリーも同じようなことを言ったらしい。


    「……すまない」


    　謝るしかなかった。


    「いいですよ。まだ下ごしらえの最中ですし、明日に回せばいいだけです。……あるいは、考え事をしたい時にこもりたくなるのはアッセンブル家の遺伝なのかもしれませんね」


    　アシュリアは気遣ったのか、冗談めかしてそんなことを言ったが、今の俺は愛想笑いをする気力もなかった。


    



    



    　九く門もん寺じに限らず、寺の中心は本堂であろう。


    　仏像、あるいは観音像が祀まつられ、そこでさまざまな儀式を執り行う。父や祖父もここで数え切れないほど多くの儀式を行ってきた。しかし、僧そう侶りよではない俺にとって本堂は儀式のためのものではない。


    　修行の場だ。


    　仏教において、修行にはさまざまなものがある。


    　写経、読経、座禅。宗派によっては滝に打たれる、なんてものもある。


    　それぞれ、色んな意味合いを含んでいるが、共通項として、悟りを開くための心の修行、という点がある。


    　悟りというのはざっくり言えば仏の気持ちに近づくということなのだが、これが難しい。人の身のままで仏の精神構造になろうというのだから、並大抵の努力でなれるものではない。


    　少なくとも、俺おれはこのことを祖父から聞いた時、そんなことできるわけがないと思った。


    　そもそも、仏の気持ちがどんなものかなんて想像するしかないのに、それになろうというのがどだい無理な話だ。オリジナルがどんなものかわからないのにコピーしようとするなんて、目隠しされて、さあ目の前の絵を模写しろ、と言われるようなものである。


    　寺の息子むすこにあるまじき発言となってしまうが、悟りなんて開けるわけがない。俺はそう思っている。


    　とはいえ、寺の修行すべてを否定するつもりもなかった。


    　無心に修行に打ち込めば、心が落ち着く。


    　落ち着いた心で考えに没頭することは、悪いことではない。


    　特に、今の俺のようにグチャグチャに心が乱されている人間には最適であろう。


    　アシュリアのいる台所を後にした俺はその足でまっすぐ本堂に向かった。


    　固く絞った雑ぞう巾きんで一切の埃ほこりを許さない心構えで床を丁てい寧ねいに拭ふく。そして、電灯ではなく燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに火をともし、はるか昔より九く門もん寺じを見守り続けてきた観音像の前で結けつ跏か趺ふ坐ざを組んだ。


    　呼吸を穏やかに、単調にしつつ、ゆっくりと目を閉じる。


    　姿勢だけは、完全に座禅だ。


    　しかし、内側は空・無の境地にたどり着くというのとは程遠い。


    　自身にのしかかる罪の意識と、己の信念にかき乱され続けている。


    　自分が正しいのか、正しくないのか、わからなくなってしまった。


    　俺は今まで自分の行動に疑念を抱いたことはなかった。


    　唯一の血縁者であるエミリーが命を狙ねらわれる。


    　だから自分が囮おとりになろう。


    　だから強くなろう。


    　それだけだった。


    　大切な者のために己の身を犠牲にして頑張る。


    　そこに俺は生きがいを見いだし、充実感を覚えていた。


    　ただひたすら、家族のために、大事な存在のために、守るために、強くなろう。


    　そう考えまい進してきた。


    『家族』、『大事な存在』、『守るため』、力を欲した。


    　漫画であれば間違いなく主人公サイドの考え方だ。


    『世界を支配するため』とか『破壊を楽しむため』とか『己の欲望を満たすため』に力を欲し、魔王でいようと考えたことは一度もない。エミリーたちと平凡に高校生活を送れたらそれで十分で、それ以上を望もうとしたことはない。


    　純粋で、まっすぐで、正しい。


    　そう、思っていた。


    　だが、そのまっすぐな行動は、他ほかの人を苦しめていた。魔界に暮らす多くの魔族にとって、俺おれの信念は害悪でしかなく、歴代のどんな暴君よりもひどい所業だったのだ。


    　悪意のない悪。


    　そう呼称してもいいかもしれない。


    　俺に悪意など微み塵じんもない。だが、やっていることはひどいことだ。


    　悪法もまた法なり、という言葉がある。


    　どんなにとんでもない法律でも、決められたルールが存在すれば、それに則した秩序が生まれ、人々はそれに適応して生活を営むことができる。人には適応力という素晴らしい力があるのだ。しかし、適応力は、相対する何かがなければ発揮できない。無秩序を相手に発揮できる力ではないのだ。一つも法律を作らなければ、人々はそれに対する対応策を練ることさえできない。無秩序に振り回されるだけだ。


    　魔王弘こう毅きがやっているのは、まさにその無秩序である。


    　名乗るだけ名乗って、魔界にやってこない。福祉事業もしなければ増税も行わない。


    　そんなの、王ではない。


    　社会科を勉強し始めた小学生でもそう言うだろう。


    「……くそっ」


    　座禅にあるまじき舌打ちをする。


    　そうなのだ。ちょっと考えればわかることだ。にもかかわらず、俺は今まで少しも思い至らなかった。


    　ただひたすらに、愚直に、エミリーを守ることだけを考えていた。


    　真っすぐである。だが、同時に愚かでもあった。


    　締め切られた本堂の中では空気はほとんど流れない。溶けた蠟ろう燭そくの、酸化した油のようなにおいは、ゆっくりゆっくりとにじり寄ってくる。


    　そのにおいが鼻び孔こうに到達した時、俺はゆっくり目を開けた。視覚を断ち、暗黒の中に答えを見いだそうとしても発見できなかった。ならば光の中に答えを探そう。


    　ほとんど揺らがない蠟燭の炎を見つめながら思索を続行する。蠟燭の芯しんをゆっくり食らいながら赤い光を放つ炎は小さく、脆ぜい弱じやくだ。


    　自分が魔王に適さないのは明らかであろう。


    　では、どうすればいいのか。


    　ダラミスが言うとおり、ダラミスかエミリーに『王の箱ジリオン・デイマイズ』と魔王の称号を委譲すればいいのだろうか。


    　いや、それではだめだ。


    　魔界はそれで秩序を取り戻すだろうが、それではエミリーの安全は確保されない。俺おれにとってエミリーは何より大事だ。彼女を失うことは今の俺にとって何よりつらい。


    　では、どうすればいいのか。


    　答えなんて見つからない。


    　脆ぜい弱じやくな炎の中にも答えはない。


    　炎から視線を下げて、溶けて垂れていくろうを見つめる。


    　白から透明へ。そしてまた白へ。


    　……いや、一つ手はある。


    　俺が魔界に赴おもむき、きちんと魔王をやることだ。魔界をしっかりと統率すればエミリーの身は安全だろうし、魔界に秩序を与えられる。自分に政治能力があるかははなはだ疑問だが、社会科で仕入れた知識を総動員すれば政治のまね事くらいはなんとかできるだろう。


    　悪くはない案だ。魔界もエミリーも、今懸案となっている二つの問題を解決できる。


    　だが、この案には大きな欠陥があった。


    　それは、人間をやめることと同義だということだ。


    　魔界に行って魔王をやるとなれば当然人間界で生活はできない。僧そう侶りよ見習いと高校生という肩書は俺から完全に剝はく離りしてしまう。それは、さすがに躊ちゆう躇ちよする。なんて自分勝手な奴やつだと言うなかれ。俺はあくまで凡ぼん庸ようなる少年なのだ。己の人生をガラリと変えてまで一つの世界を救おうと決意できるほど強い自己犠牲心は持っていない。そういうことができるのは殉教者だけだ。そんな覚悟は俺にはできない。


    　今さらながらに自分に魔王は向いていない。


    　そっとため息を吐つく。


    「……こういう時、救いの手を伸ばしてくれてもいいんじゃないのか？」


    　蠟ろう燭そくから観音像に視線を移す。


    　話しかけたというのに、観音像は何も言わない。アルカイックスマイルを浮かべたまま、微動だにしない。


    　こういう時、天使や魔族はいるくせに神や仏は存在しないんだなと痛感する。


    　もしも、そんな万能な存在が実在してくれるのならば、こんな時に答えを提示してくれないはずがない。


    　目の前にある銅製の観音像は、単なる無機物でしかなく、何も力を持っていない。人間が勝手に妄想して作り上げた仏の姿をかたどっているだけの偶像だ。こんなものに祈りを捧ささげても、徒労でしかない。溶かして銅線にでもしたほうがよほど有用なのではないか。


    　自分勝手な八つ当たりなのはわかっているが、ちっとも救ってくれそうにない観音像に腹を立ててしまう。毎日磨いているのだから、何か御利益があってもいいと思ってしまう。


    　と、そこで不意に思い出すことがあった。


    「……いや、この観音像は、ただの観音像じゃなかったんだっけ」


    　それを指摘したのは曾そう祖そ父ふのガルムト王だ。


    　いわく、祈りを力に変換して何かを封印しているらしい。祖母はその封印システムを借用して『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースを封印していたらしい。


    　では、そもそもは何を封印するためのものかというと、わからない。あるいはガルムト王は気づいていたのかもしれないが、そこまでは言及せず、心配するなとしか言わなかった。魔王が心配しなくていいというのだから大したものではないのだろうとそれきり観音像について考えたことはなかった。江え本もと家けが何代も守り続けてきた封印を自分の代で解くというのは先祖に対する冒ぼう瀆とくだとも思えたし、封印されているものにも興味がなかった。やぶをつついて蛇を出しても面白くない。触らないほうがいいのならば放置すべきだと判断したのだ。


    　だが、今の俺おれはこの観音像に期待をしてしまう。


    　ひょっとしたら、袋小路に入ってしまったような今の局面を打開する力が封印されているかもしれない。


    　そんな風に期待してしまう。


    　ガッチリと組んでいた結けつ跏か趺ふ坐ざを解いて立ち上がる。少ししびれていて、足の感覚が不ふ明めい瞭りようだ。


    　多分、すごい力なんてない。そんなものがあるのなら、きちんと伝承されていなければおかしいが、父からも祖父からもこの観音像について何かを言われたことはない。せいぜい、代々受け継いでいるものなんだよ、くらいだ。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』でも解決できない問題をクリアできるようなものが都合よく九く門もん寺じに眠っているはずがない。


    　だが、それでも、と思ってしまう。


    　人が何かにすがりたくなるのは、どうしようもなく根源的な欲求だ。カンダタは、細い雲の糸にすがった。


    　座禅のせいでしびれた足を無理やり動かし、観音像の前に立つ。


    　蠟ろう燭そくの炎に照らされた観音像は赤銅色の光を弾はじいている。


    　さて、どこをどう調べればいいのか。


    　観音像は普段から磨いている。頭のてっぺんからつま先までよく知っていた。何か秘密があるとはとても思えないのだが。


    「……やっぱり、あるとしたら中か？」


    　銅製の像といっても、たい焼きのように上から下までギッチリ銅が詰まっているわけではない。中は空洞になっているはずだ。仕込みをするならそこだろう。


    　観音像の足元をペタペタと触って継ぎ目でもないかと探りながら、今日一日落ち込むことばかりだった俺おれの心は幾分高揚していた。見つかりそうにない答えを頭の中で探すより、観音像を調べているほうがよほど現実的で、何かをしていると実感できる。座禅よりもよほどこちらのほうが気が休まった。


    「継ぎ目とかないよなぁ……？」


    　なんの変哲もない観音像にしか見えない。以前曾そう祖そ父ふの力でこの観音像に祈りの力が集まっているのを見たことがあるから、普通の観音像というわけではないのだろうが、俺の目にはおかしな点などどこにも見つけられなかった。


    　これは本格的に腰を据えて探さないと見つかりそうにないと、蠟ろう燭そくの明かりではなく電灯の明かりの下で調べようと考え始めた矢先だった。


    　ギ……と軋きしむような音を立てて木の扉が開いた。蠟燭の明かりだけだった本堂の中に月明かりが差し込み、赤い炎と白い月明かりが入り交じる。


    「……エミリー、か？」


    　確認するように問いかけをしたのは、彼女の恰かつ好こうが、あまりに彼女らしくなかったからだ。


    　エミリーは、白い着物を着ていた。


    　雪を紡つむいで織ったような純白。


    　蠟燭の明かりは赤色だというのに、そんな光さえも拒絶し、あくまで真っ白であり続ける。


    　それは、白しろ無む垢くのようにも、死に装束のようにも見えた。


    　エミリーは、和服を着たことはない。興味を示すことはあったが、着る機会がなかったのだ。だから、和服を着た彼女には違和感を覚えてしまう。


    　しかし、それ以上に違和感を覚えるのは、色だった。


    　新雪を想起させる白は、普段エミリーが好まない色だ。彼女が好むのは、深しん淵えんの闇やみを思い起こさせる黒である。


    「どうしたんだ？　その着物……」


    　観音像を調べることを忘れて、白い着物を着た魔界のお姫様を注視する。


    　恐らく魔力で生み出したのだろうが、それにしてはあまりにエミリーの趣味にそぐわない。


    「…………」


    　エミリーは俺の質問が聞こえていないかのようなそぶりで扉を閉めた。月明かりが追い出される。


    「エミリー？」


    「…………」


    　もう一度声をかけるが、やはり無視されてしまった。


    　まるで幽霊のように足音もなく静かに近寄ってくる。そんな彼女に表情は、ない。まるで人形のようだ。明るい笑顔もなければ、ここ最近の陰いん鬱うつな表情も見せない。


    　これは、本当にエミリーだろうか？


    　本当は全く別の人物がエミリーらしからぬ着物を着て、精巧な仮面をかぶっているのではないか。


    　そんな風に、本気で疑いたくなってきた。


    　エミリー──と思える少女は、俺おれの言葉に一切反応することなく距離を詰めてきた。


    　そして、す……と両腕を上げ、こちらの頰ほおに触れてきた。


    「…………!?」


    　一瞬、悲鳴を上げそうになってしまう。彼女の手は驚くほど冷たかったのだ。真夏なのに、まるで氷のようだ。エミリーに何度か触れたことはあるが、魔族といってもきちんと体温はあった。にもかかわらず、今の彼女にはぬくもりなど一切ない。触れられた頰から体温を吸収され、氷漬けにされてしまいそうだ。


    　彼女は本当にエミリーなのか。そうであるならなんの意図があるのか。そうでないなら一体誰だれなのか。


    　全くわからず混乱する。


    　腕を振り払うことも問いかけることも、『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を借りることも思いつけない。ただされるがままに頰を触れられ、体温を奪われていく。


    　真夏なのに、凍えてくる。


    「弘こう毅き……」


    　俺がガチガチと歯を鳴らし始めたのに、エミリーは構うことなく頰を優しくなでまわし続けた。


    　そして、


    「妾わらわは、お主を愛しておる……」


    　ギョッとすることを言い、ギョッとするほど冷たい体で包み込むように抱擁してきた。


    「愛しておる……」


    　夢魔のようにささやき、雪女のように冷たく抱きしめる。


    「うわあああああっ!?」


    　情けない悲鳴を発し、エミリーを思い切り突き飛ばした。みっともないと自分でもわかっていたが、背筋に得も言われぬ恐怖が走り、身の危険を感じたのだ。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力という発想も思い浮かばないまま、男子高校生の腕力だけでドンと突き飛ばしたが、エミリーの体は軽い。容易たやすく二、三メートルほど後方に離れてしまった。


    「…………」


    　だが、エミリーは怒るでもなく、泣くでもなく、あくまで無表情に俺の顔を見つめるだけだ。


    　さっさと蠟ろう燭そくを消して電灯に切り替えればよかった。蠟燭の弱々しい明かりに照らされている彼女の顔は生気がないように見えて怖い。怪談の季節だが、俺はそんなものは好きではなかった。


    「急に、どうしたって言うんだよ。なんの冗談だ？」


    「冗談ではない。妾わらわはお主のことが好きなのじゃ」


    　エミリーは同じ言葉を繰り返す。


    　だが、とても信じられない。愛の告白にしてはあまりに無表情だ。ただ淡々と音を組み合わせて言葉にしました、という感じだ。今時、自動販売機の音声案内だってもう少し愛想がいい。


    　情感のない告白をされたって、そうですかありがとうございますと喜べるはずがない。喜びよりも先に懐疑心のほうが先に立つ。


    「何かの罰ゲームか？」


    　告白相手にあまりに無礼な問いかけだが、俺おれがそう言ってしまうのは無理もないことだった。アシュリアか美み佳かが柱の陰でニヤニヤしながらこちらを窺うかがっているのではないかと捜してしまう。だが、彼女たちの姿はどこにもない。動くものは自分たちの影くらいだ。


    「誰だれかに命じられたわけではない。妾が妾の意思で言っておる」


    　とてもそうは見えないから困惑してしまう。


    　普通の告白だって対処の仕方はわからないが、こんな噓うそか本当か判別できない告白にはもっと困ってしまう。


    　観音像をバックに、俺は断ることもうんと頷うなずくこともできなかった。


    　なんと答えればいいのだろう、と悩んでしまう。気持ちだけはありがたく受け取っておく、というのが無難かつオーソドックスな返答だろうが、エミリーの言葉には全然気持ちが込められていない。気持ちを贈られたという認識がないのでは受け取ったとも言えなかった。


    　そんな俺に救い船を出したわけではないだろうが、


    「妾がお主を好きになるのが、そんなにおかしなことじゃろうか？　弘こう毅きが妾を好きになることはあり得ないことじゃろうか？」


    　と問いかけてきた。


    「いや、そんなことは……」


    　見た目の年齢は一緒だ。血縁関係はあるものの、言ってしまえば従兄妹のようなものだから結婚したってなんの問題もない。そして、彼女はきれいで魅力的だ。先日ゲームセンターで遊んだときなど、俺だって『家族』と遊んだというよりも『女の子』と遊んだという気持ちのほうが強かった。


    　家族というものを最大限大事にしている俺にとって、エミリーが大切な家族であるというのは揺らぎようのない大前提だ。だが、一緒に暮らしていて、家族愛だけしかないのか、と聞かれると、そうだ、と断言はできない。それは小さいころから一緒に育ってきた美佳にドキドキしてしまうのと同じことだ。


    「エミリーは、いい女だと思うよ」


    　もしも恋人になったら、それはそれで素敵なことだろう。


    「そうか。ありがとう」


    　エミリーがからくり人形のようにぎこちなく頷うなずく。


    「ならば、なんの問題もないの」


    　と、着物の帯に手をかける。


    　そして、躊躇ためらいなく外してしまった。


    「ちょ……!?」


    　俺おれが止める暇ひまもない。


    　帯によってエミリーの体に巻きついていた着物は花が開くようにふわりと開き、内に隠していたエミリーの裸を俺にさらす。


    　古式ゆかしい和服の着方にのっとったのか、あるいは元よりこうするつもりだったから不必要だと考えたのか、エミリーは下着をつけていなかった。着物が肩からすとんと落ちると、生まれた時と同じ姿になってしまう。


    「愛しておる。じゃから、抱いてくれ……」


    　恥じることなく裸身をさらし、受け入れてくれと言わんばかりに両腕を広げる。


    「エミ、リー……」


    　愛している。『だから』抱いてくれ。


    　接続詞としてはおかしくない。前と後ろの文章のつながりもおかしくはない。いささかダイレクトすぎるが、映画やドラマの中で似たようなセリフは聞くし、多分世の中のカップルで同じような言葉を言った女性もいるだろう。
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    　しかし、それでも、今のエミリーがこんな言葉を言うのは、おかしいとしか思えなかった。


    「どうしたっていうんだよエミリー」


    「別にどうもしておらぬ。妾わらわは弘こう毅きのことが好きじゃ。愛する者と結ばれたいと願うのは、おかしなことじゃろうか？　……それとも、妾の体は美み佳かの体より見劣りするか？」


    　そういう問題ではない。


    　美佳の肉感ある体も魅力的で素敵だが、エミリーの裸体も美しく男の本能を刺激する。


    　こんな女性に抱いてくれと言われて、嬉うれしくない男がいないはずがない。俺おれも、ぐらりと揺さぶられ、思わず彼女の体に手を伸ばしそうになった。だが、赤い光に浮かび上がる彼女の顔を見て、すんでのところでブレーキをかける。


    「……やはり、妾の体ではダメか？」


    　その問いには、不安そうな感情が微量に含まれていた。


    　エミリーの言葉に大きくかぶりを振り、


    「違う。そうじゃない。そんなわけがない」


    　確かに美佳も同じようなことを度々繰り返している。だが、彼女の誘惑とエミリーの今とは何かが決定的に違う。何かが欠落している。女性の経験が豊富というわけではない俺はそれが何かわからないが、何かが足りていない。


    「ダメでないのなら、よいではないか。据すえ膳ぜん食わぬは男の恥と言うではないか」


    　俺の困惑などお構いなしに距離を詰めてきた。そして、俺の手を取り、自分の体に引き寄せる。


    「妾を、弘毅のものにしてくれ……」


    　命じるように、あるいは懇願するように、エミリーはささやきかけてくる。


    　ひやりと冷たい彼女の手は、氷の蜘く蛛もの糸だった。絡め取られると毒に犯されたように感覚を失い、自分の体なのに言うことを聞かなくなる。


    「妾のすべてを、お主に捧ささげよう……」


    　まるで自分に言い聞かせるように、エミリーはつぶやいた。


    　そして、俺の手を自分の体へ誘導する。


    　まずは頰ほおに触れさせた。やはり冷たく、そして磁器のように固い。


    「ここもお主のものじゃ」


    　唇にルージュを引くように指を[image: ]はわせる。


    「ここも……」


    　そのままあごを伝い、喉のどに触れさせ、胸に至る。


    　さすがに女性のシンボルである胸は驚くほど柔らかかった。だが、やはり冷たい。


    　この冷たさは、なんだろうか？


    　目の前にいるエミリーが偽者で、精巧にできた作り物の人形だから熱がない、という理屈が真っ先に思いつくが、そうではない。数か月一緒に暮らしてきたからか、はたまた血のつながりか、俺おれは目の前のエミリーが本物であると確信できた。


    　そう、このエミリーは本物だ。


    　だが、いつものエミリーとは何かが違う。


    　されるがままにしていると、エミリーはさらに手を下に誘導していった。


    　胸の豊かな曲線をなぞらせ、平坦なお腹なか、わずかにへこんだへそに続く。


    　そして、最後に自分の下腹部に誘導した。


    　そこは、今まで俺が触れたことのない場所だった。にもかかわらず、彼女の誘導速度は一切落ちることはなく、穏やかに流れ続ける川のように俺の手をそこに運んだ。


    「あ……」


    　思わず、声を漏らしてしまった。興奮したからでも、驚いたからでもない。気づいてしまったから、漏れた声だった。


    　そこは、冷たく、乾いていた。


    　目の前のエミリーは人形ではない。だが、人形のようだ。感情で動いていない。


    　なにか別の目的で動いている。


    　だから熱がない。表情がない。


    「目的は……『鍵かぎ』か？」


    　俺の問いかけに、エミリーがピクリと反応した。全身が強こわ張ばるのがわかる。


    　やっぱり、そういうことか。


    　若干の残念さをかみしめつつ、されるがままにされていた手を引いた。そして、脱ぎ捨てた着物を拾い上げ、エミリーの肩にかけてやる。


    　体は正直とは、よく言ったものだ。


    　決意したが上の白い着物と、決意したせいで熱情が生まれず冷え切った体。


    　白い着物は彼女の本気度を表しているのだろうが、それがかえって過剰な演出に見えてしまった。そういうことをしようとしているのに、気持ちがそれを求めていないから熱くもないしぬれてもいない。


    　くせっ毛の髪の中に指を突っ込み、


    「美み佳かと同じことをしやがるなんてな」


    「…………」


    　嘆息すると、エミリーの顔に諦てい観かんの表情が浮かんだ。先ほどまでの仮面のような固さは消えてくれた。あまりいい表情ではないが、ようやくエミリーと会えたと実感する。


    　俺の体には、『王の箱ジリオン・デイマイズ』の封印を解く『鍵』が宿っている。厳密に言えば、俺の遺伝子に、だ。これは祖母の真ま里り菜なが子孫に『王の箱ジリオン・デイマイズ』を託すために遺のこしたものらしく、親から子へ、子から孫へと遺伝していく。今は俺おれがその『鍵かぎ』を所有しているが、俺に子供ができれば、その子供に『鍵』は移動する。


    「でも、今さらそんなものを手に入れたって、意味はないだろう」


    　すべてではないにしろ、ほとんどの『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースは回収済みなのだ。『鍵』はすでに役目を全うしたと言える。


    「……そんなことはない」


    　エミリーは恥じ入るように着物で自分の裸身を隠した。


    「弘こう毅きは『鍵』を単に封印を解除するだけのものと思っておるようじゃが、力はそれだけではない。本来、『王の箱ジリオン・デイマイズ』は魔族のための道具で人間のためのものではない。にもかかわらず、弘毅はずっと保有しておる」


    「ピースの中の魔王の意思が俺を認めてくれたからだろう？」


    　だから『王の箱ジリオン・デイマイズ』は俺の体内に留とどまり続け、必要とあれば力を貸してくれているはずだ。


    　しかし、エミリーは首を横に振って俺の意見を否定した。


    「弘毅は魔王の意思を鎮静化させる前からピースを体内に取り込んでおるじゃろうが」


    「あ……そうか」


    　言われて気づく。『王の箱ジリオン・デイマイズ』のピースをゲットするプロセスは、発見→封印を解放→体内に取り込む→魔王の願望を叶かなえる→鎮静化する→力を貸してくれる、だ。確かに俺の意見は矛盾していた。


    　言われてみればおかしなことだが、今までそのあたりのことを気にしたことはなかった。そもそも、『王の箱ジリオン・デイマイズ』なるアイテムが摩ま訶か不ふ思し議ぎすぎて理解の範はん疇ちゆうを超えている。


    「本来人間が保有できない『王の箱ジリオン・デイマイズ』を『鍵』が留め置いていると考えられる。つまり、『鍵』がなくなれば弘毅は『王の箱ジリオン・デイマイズ』を持つこともできなくなるはずじゃ」


    『鍵』が遺伝していくのならば、『王の箱ジリオン・デイマイズ』もそれに従って受け継がれていくようにしてある、と考えるのはそうおかしなことではない。


    　ふと祖母のことを思い出す。


    　基本的に明るく能天気な人で、遊ぶことばかり考えている子供みたいな人だったと記憶している。だが、裏では自分の死後、子孫のことを色々考えて行動していたようだ。


    「最終目的は『王の箱ジリオン・デイマイズ』か。でも、どうしてだ？」


    　裏で色々考える、という点では、妹のほうも同じようだ。もっとも、ベクトルがどうにも違いすぎるようだが。


    「どうして俺から『王の箱ジリオン・デイマイズ』を引き離そうとする。俺が持っていたっていいじゃないか。そこそこ使えていると思うんだけど」


    　魔族のエミリーからすればもどかしいくらいつたないかもしれない。しかし、今のところ俺が保有してもなんとかなっている。自分の純潔を代償にしてまで奪うほど事態がひっ迫しているとは思えない。


    「お主が持つには、危険すぎる」


    　しかしエミリーは俺おれの意見を否定し、


    「もう、弘こう毅きに持たせておきたくはない。妾わらわが『王の箱ジリオン・デイマイズ』を持って……」


    　何かを言いかける。が、俺の顔を見て口ごもった。


    　ここまで来て、まだ何か思惑があり、隠し事をしているのか。


    　いい加減説教をしようかとした俺の口を止めたのは、唐突に本堂に乱入したものだった。


    　それを見て、愕がく然ぜんとしてしまう。


    　それは、アシュリアでも、美み佳かでもなかった。それどころか、人ではなかった。


    　黒く長い錐きりのようなものが壁を突き破り、閉鎖された空間に一本の線を引く。


    　いや、一本どころではない。


    　ブスリ、ブスリ、ブスリ、といたずらっ子が障子に穴を開ける調子で四方八方から黒い錐が本堂の壁を突き壊していく。


    　まるで黒ひげ危機一髪だ。瞬またたく間に木造の本堂の中は無数の黒い錐に占拠されてしまった。


    「弘毅！」


    　あっけに取られてしまった俺が『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を発動させるよりも、エミリーの行動のほうが早かった。白い着物からいつもの黒いドレスに服装を切り替えると、俺を抱きかかえて漆黒の翼を広げる。


    「飛ぶぞ」


    　そして、錐がまだ支配していない天てん井じように向かって飛ひ翔しようした。それどころか、天井を体当たりで突き破り、屋根の上に出る。


    「無む茶ちや苦く茶ちやしやがるな、おい！」


    　頭から、埃ほこりやら木片やら砕けた瓦かわらの破片やらがパラパラと落ちる。


    「緊急事態じゃ」


    　屋根の上に下ろしてくれたエミリーに文句を言うが、彼女は悪びれることなく、足元に目を向けた。


    「姫様！」


    　騒動を聞きつけたアシュリアが家から飛び出してきた。しかし、エミリーが見ているのは彼女ではない。


    　本堂を魔族の軍団がグルリと囲んでいる。百はいるだろうか。けっして広くない九く門もん寺じの境内をギッチリと埋め尽くしている。


    　彼ら全員の指が本堂に向けられ、その爪つめが長く伸びていた。黒い錐は魔族お得意の自分の肉体を武器に変える技で生み出されたものだった。まあ、この数か月さんざん見てきたから、容易たやすく予想はついていた。伸ばした爪つめを引き戻し、一斉に視線を向けられても驚きも恐怖も感じない。


    　ただ、その軍団の後方に立っている人物には少々驚いた。正々堂々と戦うとか言っていなかっただろうか。


    「ダラミス、お主か」


    　エミリーのほうは驚きはないらしく、ひどく淡々とした調子だった。


    「いい夜ですね、エメラルディア姫」


    　昼間の半はん袖そで短パンというラフな恰かつ好こうではなく、夜会服にマントといういでたちのダラミスがエミリーに向かってうやうやしく頭を下げた。


    「この蒸し暑く呼吸するのも億おつ劫くうになる空気を除けば、ですが。しかし、地獄の釜かまの底のような日中よりはずっとマシです」


    「なんの用じゃ」


    　ダラミスは情感たっぷりに話しかけてきたが、エミリーのほうは冷ややかな調子だった。


    「妾わらわはお主などに用はない。早々に立ち去るがいい」


    「これは手厳しい。僕は姫様をお迎えに上がったというのに」


    　芝居がかった仕草で夜空を仰ぐ。


    「迎えじゃと？　妾はそんなことを望んでおらぬ」


    「僕が望んでいるのです」


    　とんでもなく自分勝手なことを平然と言う。


    「バカなことを言ってんじゃねぇぞ」


    　たまりかねて俺おれも口を挟む。


    「なんでエミリーがお前の奥さんにならなくちゃいけないんだよ。エミリーがお前に惚ほれているならともかく、嫌がってるのに嫁にいくわけがないだろ」


    　俺は本堂の屋根の上に、ダラミスは境内に立っている。彼我の距離は十数メートル。しかし、月明かりのおかげでダラミスの表情はくっきりと見えた。こちらの抗議など馬ば耳じ東とう風ふう、まるで気にしないと言わんばかりにサラサラの金髪を夜風に揺らしている。


    「もちろん、僕が愛しているからだ。それに、魔界の民も僕たちの結婚は歓迎してくれると思うよ」


    「なんだと？」


    「新魔王の夫と、前魔王の娘の妻。いい組み合わせだと思わないかい？」


    　思い上がりかと思ったが、本気でそう思っているようだ。


    「少なくとも、君とエメラルディア姫の組み合わせよりは歓迎される」


    　否定できない。そもそも、俺が歓迎されるはずがないのだ。


    　陰いん鬱うつな表情でむっつりと黙り込むと、ダラミスは満足そうに笑みを浮かべた。


    「自分の立場を自覚してくれているのなら何よりだ。僕もものすごく暑い中、君と歓談したかいがあったものだよ」


    「何が歓談だ」


    　あんなものが歓談であってたまるかと否定するが、その言葉は力ない。


    「……ダラミス、弘こう毅きに何を吹き込んだのじゃ？」


    　瓦かわらの上に立っているというのに、エミリーがズカズカと俺おれの前に出て、ダラミスを剣けん呑のんな目つきで睨にらむ。


    「おお、エメラルディア姫、そんな顔をしないでいただきたい。僕は単に魔界の現実を伝えただけなのですよ」


    　まるでロミオのように大げさな仕草でダラミスが怒らないでくれと弁明する。


    「それに、エメラルディア姫も彼が魔王にふさわしいとは思っておられないでしょう？」


    「…………」


    　エミリーが押し黙ってしまった。彼女もそう思っているのだ。もっとも、俺自身もそう思っているから、ショックなどは受けないが。


    「ご理解いただけているようで何よりです。であるならば、僕のほうに協力していただいてもよろしいのでは？」


    「たわけたことを。お主も魔王の器ではない。お主は確かに力量もあるし頭もある。じゃが、人を束ねるカリスマは感じられぬ。お主の父もそうであった。お主の父はそれを自覚しておったから妾わらわの父に協力するという形で魔界を支配しておったのじゃ」


    　ダラミスにカリスマがない、というのは数度しか顔を合わせていない俺にもなんとなくわかる。彼は魔族としてはなかなか優秀なのだろう。『王の箱ジリオン・デイマイズ』を持ってから、魔族の力量が多少はわかるようになったからそれは認められる。しかしながら、人間的にいい奴やつだとは思えないのだ。端的に言えば、きざなところが鼻についてムカつく。人間性という観点から見れば、彼が魔王として不適格というのはうなずけた。


    「お主が亡き父上の後継者になるなど、妾は断じて認めぬ」


    「あなたが魔王で、僕がその伴はん侶りよというのでも別にかまいませんが？」


    　ダラミスが熱っぽい視線をエミリーに送る。はた目から見ても、怖おじ気け立だつほど気持ち悪い。


    　エミリーも眉まゆをひそめ、


    「……話にならぬ。誰だれがお主などと。それに、いずれにしても弘毅を殺す気なのじゃろう」


    「さて、それはそちらのニセ魔王次第ではないかと。『王の箱ジリオン・デイマイズ』を僕に移譲してくれませんか？　……エメラルディア姫にでも構いませんが」


    　ダラミスの視線が俺に移動した。その表情には、うっすらと愉悦が浮かんでいる。どういう返答をするつもりなのかと楽しみなのか。


    　そんなダラミスにいら立ちを覚えつつ、俺は口を開いた。


    「……俺おれが魔王にふさわしくないっていうのは認める」


    　まだ考えはまとまっていない。


    　考えつつ、ゆっくりと話す。


    「エミリーはお前が魔王の器じゃないと言ったけど、少なくとも、俺よりはマシだろう。お前は頭がいいらしいから、きちんと政治をするだろうからな」


    　どんな悪政であろうと、最低限の政治はする。しかし、魔王江え本もと弘こう毅きの政治力はゼロである。ゼロより一のほうがいいのは明らかだ。


    「ほう、では僕に『王の箱ジリオン・デイマイズ』を譲ってくれる気になったのかい？」


    　意外そうに目を丸くするダラミスに対し、俺は首を横に振った。


    「いいや、お前にやる気はない」


    「それはなぜ？」


    　その問いに対する答えは単純だ。


    「エミリーがお前を嫌っているからだよ」


    　ダラミスが魔界を平定してくれるなら、それはそれで結構なことだ。しかし、魔王になったダラミスが無理やりエミリーを妃きさきに迎えるなんてことは絶対に承諾できない。家族が不幸せになるのは、絶対に受け入れられない。


    「ふむ、ではエメラルディア姫に譲ってくれるのかな？」


    「それは……」


    　一瞬口ごもる。


    「……いや、ダメだ。それじゃエミリーの命が狙ねらわれる」


    「あれも嫌、これも嫌。まるっきりわがままなガキだね、君は」


    　ダラミスがあきれ顔で嘆息した。


    「わがままなガキか」


    　反はん芻すうし、自じ嘲ちようする。


    　その指摘は間違っていない。


    　だが、家族を守るというのが俺の根幹だ。そこにしがみつかなければ、俺のすべてが瓦が解かいしてしまう。


    「まだ十七だからな。未成年なんだよ」


    　言い訳にもならない言い訳を言いながら、内なる『王の箱ジリオン・デイマイズ』と対話する。


    　魔族が大挙して襲ってきた。こいつらをやっつけたい。誰だれか力を貸してくれ、と。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』の中の魔王の意思は眠っている。言葉は発しない。しかし、反応してくれるのはわかる。


    　ドクン、ドクンとピースの一つが脈打ち、我を使えとアピールしてくれた。それは、たった一人で魔族の大軍と渡り合い、そして力尽きた魔王のピースだった。魔族との戦いを得意としていた。


    　人間の俺おれを助けてくれることに感謝しつつ、力を受け取る。


    　人ならざる力が湧わき上がり、俺の体内を巡っていく。


    「ふ……」


    　それを見て、ダラミスは笑った。


    「結局、そういう野蛮な手段を取りますか」


    「これだけの大軍を揃そろえている奴やつに言われたくないな」


    「大軍？　これが？」


    　宣戦布告の意味で力をみなぎらせた拳こぶしを突き出すと、ダラミスがくっくっくと露悪的に笑い始めた。


    「まさかまさか。これだけのはずがないでしょう。以前、あなたが魔界で魔族の大軍を一人で倒したことは知っています。あの時の連中よりも我が軍は精鋭ですが、これだけで勝てるとは思いません」


    　パチリと、執事を呼ぶかのように指を鳴らす。


    「…………!?」


    　まるっきり予想外の光景が、劇場の幕が開くように広がる。


    　天に光の輪が開き、九く門もん寺じの敷地が昼間のように明るくなった。


    「なんで、サマハラがそこに……!?」


    　なんとか声を絞り出すのが精一杯だ。


    「手を組みました」


    　俺の驚きよう愕がくに、ダラミスが実に簡潔に答える。


    　光の輪の中から現れた援軍は白い羽を広げた天使どもだった。サマハラを筆頭に白い槍やりを携え、まさに降臨といった風情でゆっくりと九門寺の敷地に下りてくる。以前見たことがある軍勢だ。そういう意味では驚くに値しない。


    　しかし、魔族と天使の軍勢が同時に展開するというのは驚愕すべき事態だろう。初対面のエミリーと美み佳かが殺し合いを繰り広げたことからわかるように、この二種族の仲は険悪だ。その白と黒が、仲良く人間界にやってくるとは想像していなかった。冷戦時代のアメリカとソ連が手を組むくらいあり得ないことだと思っていた。俺に限らず、エミリーもアシュリアも、ここにはいない美佳も想定していなかっただろう。


    　驚き、言葉を失う俺に対し、ダラミスが嚙かみ含めるようにゆっくりと言う。


    「天使と魔族はとても仲が悪いのですがね。ですが、よく言うでしょう、敵の敵は味方だと。あなたという共通の敵がいたものですから、一時的に共闘することを持ちかけ、合意しました。信じられないなら議定書をお見せしましょうか？」


    「いるかよ。見たって本物かどうかもわからん」


    　なんとか軽口をひねり出す。


    　しかし内心では、やりやがったなと舌打ちしていた。


    　一度敗北した者同士が結託するというのは実に短絡的な作戦だ。だが、こちらは自分とエミリーとアシュリアの三人しかいない。美み佳かは自宅だ。騒動に気づいて駆けつけてくれるかもしれないが、まだ時間がかかるだろう。小数を攻める時に物量を増やすというのは単純だがもっとも効果的な作戦である。


    「君を倒して『王の箱ジリオン・デイマイズ』を奪う。そうすれば、魔界も平定されるし、天界もいらない心配をしなくて済む。なあ、そういうことだろう？」


    「…………」


    　ダラミスが得意げな表情で話しかけるが、サマハラは苦々しそうな表情でむっつり黙り込んだまま、ロクな反応をしようとしない。


    　上から命じられてか、あるいは、他ほかに有効な作戦が思いつかなかったから魔族と手を組んでいるのだろう。いずれにしても、この状況を歓迎しているわけではないらしい。


    　プライドが高そうな奴やつだし、当然といえば当然かもしれない。


    「やる気のないほうから、片づけるか」


    　小さくつぶやき、本堂の屋根から飛び降り、重力の力も借りつつ地上に降り立ったサマハラめがけて突っ込んだ。先日も一撃で倒せているし、とりあえず天使の長おさを倒せば天使の軍団の士気を下げることができると判断したのだ。


    「おや、不意打ちかい」


    　ダラミスの非難めいたつぶやきを無視しつつ、一気に距離を詰め、相変わらず仏頂面のサマハラを殴ろうとする。


    　すると、リーダーを守ろうと周囲の天使の兵が間に割って入ってきた。だがお構いなしだ。俺おれからすればサマハラもそれ以外の天使も倒さなければならない敵である。順番が後先入れ替わるくらいの誤差でしかない。


    　サマハラを殴るつもりだった拳こぶしを、名前も知らない天使に向かって突き出す。


    　かりそめの天使の肉体は、俺の拳に貫かれて、粉々に砕ける、はずだった。


    「…………!?」


    　一瞬、そんな馬ば鹿かな、と口走りそうになってしまった。


    　魔王の力を込めてはなったはずの拳がガチリと受け止められてしまったのだ。


    　何かの間違いじゃないかと思わずにはいられない。先日はサマハラを粉々にできたのに、雑兵の天使をそうできないなんておかしい。


    「ハハッ、僕の計算通りだねぇ」


    　驚きよう愕がくし動揺していると、ダラミスがパチパチと嬉うれしそうに拍手した。


    「うんうん、そうだろう。そうだろうともさ」


    　ものすごく満足げにこちらを見ている。そのニヤついた笑みが癇しやくに障った。


    「ダラミス、何かしかけやがったのか!?」


    「いいや違う。僕は何もしていない。しているのは、君だよ」


    「俺おれ……!?」


    　何もしていない。『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力を借りただけだ。


    「種明かしをするとだね、君は『王の箱ジリオン・デイマイズ』の扱いに中途半端に慣れてしまっているんだ。多分、君は魔族の大軍と戦うために適切な力を引き出しているんじゃないかい？　僕は『王の箱ジリオン・デイマイズ』に宿っている魔王の力がどんなものかをしっかりと調べ上げている。歴代魔王だからね、文献はいくらでも残っているさ」


    　こちらを見透かすように目を細める。


    「今君が殴り掛かっているのは、天使だ。魔族じゃない。魔族と戦うための力とは相性が悪い」


    　そういう、ことか。


    　ダラミスの説明で理解してしまった。


    　確かに最近『王の箱ジリオン・デイマイズ』の扱いに慣れてきている。そのため、場面場面でその時に適切な力を持った魔王の力を借りるようになっていた。魔族と戦う時には対魔族に特化した魔王の力を、天使と戦う時には対天使に特化した魔王の力を。しかし、特化するということは、他ほかの敵に対してその力は適していないということだ。今力を借りているのは対魔族用の力だ。天使には効きにくい。


    「だ、だったら……！」


    　対天使の力を借りるまでだ。そういう力を持った魔王の力も『王の箱ジリオン・デイマイズ』にはある。


    　対魔族の力を引っ込め、代わりに対天使に特化した魔王の力を借りた。これでサマハラたちを殴り倒せる。


    　改めて拳こぶしを握り直したが、


    「バカだね、君は」


    　ダラミスがあざ笑い、また指を鳴らした。


    　途と端たんに黒い羽を持った魔族の兵が天使の兵たちを守るために前に出てくる。


    　構わず殴ってみたが、先ほど天使の雑兵を相手にした時と同じように、ろくなダメージを与えられない。仮にも魔王なのにあまりにも情けない。


    「くそっ！」


    　唾だ棄きしたい気分だ。


    　対天使の力では魔族には効果的ではない。今の俺なら一撃で倒せるはずの魔族が多少傷つく程度で決定打にならない。


    　対魔族の力を使おうとすれば天使が、対天使の力を使おうとすれば魔族が、グルグルとローテーションで襲い掛かってくる。


    　黒から白。白から黒へ。


    　視界が強烈なコントラストのギャップでチカチカしてくる。


    「なんのために天使と魔族が共闘しているか考えなよ。こうすることが目的だったんだ」


    　黒と白の波状攻撃。


    　それに対応して魔王の力を瞬時に切り替えられる技術があればいいのだが、俺おれにそれはない。『王の箱ジリオン・デイマイズ』に呼びかけ、力を借りるという段階を踏まなければ力を扱えない、人間魔王の致命的な欠陥とも言える。


    　どうすればいいんだ……!?


    　勝てるだろうと思っていたのが、段々雲行きが怪しくなってきた。


    　俺の攻撃はろくに通じず、逆に相手の数に任せた攻撃はチクチクと俺を少しずつ傷つけていく。少々のことでは俺は負けないだろう。しかし今のままでは勝ち筋が見えない。となれば、物量に勝る相手の攻撃によってこちらのダメージがだんだんと蓄積していって、いつかは俺が敗北してしまうことになるだろう。


    　これは、地味にやばいんじゃないか？


    　細かな切り傷を体に作りながら、俺は焦燥していた。


    　どちらか片方だけを優先的につぶそうとしても、二つの種族はマーブル状に混じり合いながら攻めてくる。とてもよく訓練されている。この作戦が立案されてから合同訓練でもしたのだろう。


    　これらの中から片方の種族だけをえり分けて攻撃するというのは、かなりシビアな条件だ。


    「この間の二度の襲撃で、君の力量はわかっている。こうすれば君では対処できないはずだ」


    　二度。一度目はダラミスの挨あい拶さつの前。もう一度はサマハラの突然の襲撃。どちらも中途半端な襲撃だと感じていたが、それもそのはず。俺の力を調べるための偵察だったのか。


    「人間の身でありながら『王の箱ジリオン・デイマイズ』をそこまで使いこなしているのは賞賛に値する。が、所しよ詮せんは人間だ。そこが人間という種の限界なんだよ」


    　畜生めと唇を嚙かんでももう遅い。相手はこちらの力をしっかりと把握している。


    　考えろ。考えろ。


    　俺には万能の力を宿す『王の箱ジリオン・デイマイズ』がある。これを持っていて負けるなんて、ばあちゃんにもひいじいちゃんにも怒られる。考えろ……！


    　グルグルと目まぐるしく白と黒が入れ替わる中、必死に考える。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』。天使と魔族。余裕の笑みを浮かべるダラミス。仏頂面のサマハラ。俺を助けようとしても兵たちに阻まれているエミリー。それをガードするために両腕を武器と化しているアシュリア。美み佳かの姿はない。深夜の境内。壊れた本堂。手持ちの武器はない。あるのは『王の箱ジリオン・デイマイズ』。勝機は『王の箱ジリオン・デイマイズ』しかない。うまく使え。俺にはできない。そんな器用さはない。だったら？　だったら自分に何ができる？


    　周囲の状況を把握し、手持ちのカードを分析し、何をすべきか、何ができるか考える。


    　やっぱり、俺おれに魔王は向いていない。


    　必死に考えつつも、薄く自じ嘲ちようしてしまった。


    　万能の力を有する『王の箱ジリオン・デイマイズ』を持っていながら、この様だ。巨大な玉座にふんぞり返って、余裕たっぷりにドンと構える、なんてできそうにない。いつだってギリギリで余裕ゼロで、自分の中にある力を振り絞ってどうにかこうにかなんとかする。それしかできない、情けないちっぽけな人間だ。


    　できることは、全力で頑張ることだけ。


    　──そう、全力を出すことだけだ。


    　わかりきっていたことを今さらながらに再確認する。


    　俺にできることは『王の箱ジリオン・デイマイズ』に呼びかけ、力を借りることだけ。


    　だったら、それをするしかないじゃないか。


    　決意し、自分の内に宿る魔王たちに呼びかける。


    「すべての魔王よ、俺に力を貸せ」


    　そうでなければ多分勝てない。あなたたちすべての力が必要なんだ。だから、全員力を貸してくれ。


    　はじめ、魔王たちは戸惑ったようだった。言葉こそ発しないが、『王の箱ジリオン・デイマイズ』そのものがザワザワと揺れるのを感じる。それはそうだろう、今までこんな風に頼んだことはない。それどころか、今までの魔王たちもこんな風に力を要求したことはないのではないだろうか。


    　すべての魔王に力を貸せと頼むなんて傲ごう慢まんにも程がある。


    　だが、一つ一つの力に対処されてしまう可能性があるのならば、出し惜しみしている余裕なんかない。


    　すべての魔王の力を借り、ありったけの力で戦う。


    　今の俺にできることは、それしかない。


    　だから、魔王たち、力を貸してくれ。


    　魔王たちは最初どうしたものかと迷っているようだった。全員力を貸せという頼み方を不ふ[image: ]そんと受け取り、冗談じゃないと拒絶の気け配はいを見せるピースもある。


    　懇切丁てい寧ねいに訴えるしかなかった。本当にあなた方全員の力が必要なのだと。ここで魔王たちに断られたら俺にはなすすべがなくなってしまう。


    　心を込めて頼む。


    　力を貸してくれ。ここであなた方が力を貸してくれないと俺は大切なものを守れなくなる。


    　正直な気持ちを吐露し、『王の箱ジリオン・デイマイズ』に願う。


    　魔王と言えど、心はある。暴虐なだけではない。


    「……ほう」


    　ダラミスが目を丸くしながら感嘆の声を漏らす。


    　魔王たちは、応こたえてくれた。


    　体の奥から濁流のごとき荒々しい力が流れ出してくる。


    「ぐ……お……！」


    　受け止めるので精一杯だ。これまでも噴水のように湧わき上がる強力な力を感じていたが、その比ではない。当然といえば当然だ。何しろ、今は『王の箱ジリオン・デイマイズ』に宿るすべての魔王から力を借りているのだから。単純に考えても普段の数十倍はある。


    　すごい。


    　ちょっとでも気を抜いたらあっという間に濁流は俺おれという存在を飲み込んでしまうだろう。懸命に力の川の中を泳ぎ続ける。


    　だが、これならいける。対天使とか対魔族とかそんなちっぽけなことを気にする必要もないほど圧倒的な力だ。純然たる力。些さ末まつなことなどすべて無視できてしまうほどの強大な力が、内にある。


    　これなら勝てる。


    　そう確信できた。


    　周りにいる誰だれもが俺に発生した莫ばく大だいな力に気づいているはずだ。天使の兵も魔族の兵も、サマハラもエミリーたちも突然の力の爆発に驚き、畏い怖ふ心しんすら抱いている。しかし、ダラミスだけが余裕の笑みを消しはしない。それどころか、


    「そうすると、思いましたよ。あなたは、短絡的にものを考える人間ですからね」


    　などと腹立たしいことを言ってきた。


    「怖くないのかよ。歴代魔王全員の力だぜ？」


    　言葉を発するだけで力が暴走しそうだ。一寸たりとも気を緩められない。立っているだけで汗がにじむ。軽口を叩たたく余力はないが、ダラミスのニヤついた笑みを見ていると言わずにはいられない。


    「ビビッて土下座するなら今のうちだぞ」


    「土下座？　僕が？」


    　面白い冗談を聞いたと言わんばかりにダラミスが体を揺らす。


    「僕がそんなことをする必要なんて一切ありませんよ。するとしたら、君のほうでしょう。これだけの軍勢を相手にできるのでしょうか」


    　……何を言ってやがる？


    「俺が今どれだけの力を持っているかわからないのか？　歴代魔王の力をなめるなよ」


    「ええ、わかっていますとも。ですから、それを待っていたのです」


    　ダラミスの笑みが少しも消えなくて腹が立つ。


    「もういい。すぐにぶん殴ってやるからな」


    　金髪魔族の戯ざれ言ごとを無視して、天魔混成軍に挑みかかる。


    　右の拳こぶしで魔族を殴り、左の拳で天使を殴った。


    　両方とも、しっかりとした手ごたえを感じる。二人とも派は手でに吹き飛び、本堂裏の家にぶち当たる。


    　これならいける。


    　そう確信した。だが、ダラミスのニヤニヤ笑いは消えない。


    「何を笑って──」


    　──いやがる、と言おうとした時だった。何もしていないのに両腕の皮膚が裂け、ブシュリと噴水のように血が噴き出し始めた。


    「ガ……！」


    　それだけではない。体中に痛みが走った。肺が軋きしむ。筋肉が異常な熱を帯びる。骨がむしばまれる。血管に猛毒が流し込まれたようだ。


    　なんだ、これは……!?


    　今までこんな激痛を味わったことはない。


    　痛みと混乱のせいで、敵の真っただ中だというのに硬直してしまう。


    　そんな俺おれを見て、ダラミスがアハハとあざ笑った。


    「まあ、そうなりますよね。単なる人間の体で複数の魔王の力を同時に扱おうとしたら。魔力で体が壊れます。人間の体は魔力を溜ためる器には向いていません。いや、魔族の体だってそんなことをしたらいかれてしまいますよ。魔王の力を侮あなどっていたのは僕じゃない。君だ」


    　本来、魔力は魔族の力だ。人間の力ではない。俺が魔王の力を行使するのはそもそも無理がある。一人分の力を少々借り受けるのならばなんとかごまかしがきいたが、すべての魔王の力となると、俺の体に負荷がかかりすぎた。


    「けど、こうでもしないとお前らに勝てないんだろ。だったら、この力で押し通す！　俺の体がぶっ壊れるのが先か、お前らが全滅するのが先か、勝負だ!!」


    「つまらない勝負ですね。が、それが僕の目もく論ろ見みです。その勝負、乗りましょう」


    　ダラミスが腕を振り上げ、まっすぐに下ろす。


    　それを合図に天使と魔族が大挙して俺に襲い掛かってきた。


    　無視できない痛みを無視して、両こぶしに力を蓄える。


    「弘こう毅き！」


    「近づくな！　うまくコントロールできないんだ！　お前まで巻き込んでしまう!!」


    　遠慮とかそういうものではない。実際にそうなのだ。[image: ]あふれるほどの力は俺が制御できるかできないかのギリギリのところにある。今の俺に、敵と味方をえり分けて攻撃するだけの余裕は微み塵じんもなかった。


    　泣きそうな顔で駆け寄ろうとするエミリーに怒鳴りつつ、魔族と天使の混成軍に挑みかかる。


    　そこから先の記憶はあまりない。漫画などで力に振り回されるなんて描写があるが、この時の俺おれはまさにそれであった。目に見える敵と思おぼしきものをちぎっては投げ、拳こぶしをたたきこみ、腕を振り回し、頭突きをくらわす。そんなことばかりし続けた。


    　敵を倒す。


    　それしか考えられなかった。


    　戦闘に没頭する姿は、誰だれがどう見ても修羅そのものであっただろう。


    「ハァ……ハァ……！」


    　気が付いたら、ほとんどの敵を倒していた。


    　いつの間にか、サマハラの姿も見えなくなっている。俺が倒したのだろうが、いつ倒したのかどうやって倒したのか、自分自身でもさっぱりわからなかった。痛みと強力すぎる力のせいでいささか頭が朦もう朧ろうとしている。


    「あとは……、お前だけだな……」


    　全身の痛みに耐えつつ、戦闘に加わることなく悠然と指揮を執っていたダラミスに指を突き付ける。


    「いやいや、よくもここまで頑張ったね」


    　彼はパチパチと気のない拍手をしつつ、


    「いやいや、頑張ったね。結構結構。僕の計算通りだよ」


    「計算通りだと……？」


    　息を整えようと必死に呼吸を繰り返しながら、ダラミスを見やる。


    「君が『王の箱ジリオン・デイマイズ』の無茶な使い方をすることも、我が軍勢を死力を振り絞って退けることも僕の想定内だ。そして、その結果ぼろ屑くずのように疲ひ弊へいすることもね」


    　対して彼は、俺を実験体のマウスを見る科学者のような目でこちらを見てきた。


    「作戦通りってことかよ」


    「そういうことだね」


    　自分なりに必死で考え実行した作戦が、ダラミスの思惑通りだったと言われ腹が立つ。


    「そこまで力をそいでおいて、僕が堂々と一騎打ちで君を倒す。どうだい？　これで魔王としての箔はくもつく」


    「随分と卑ひ怯きような魔王が出来上がるな」


    　俺の嫌味に、ダラミスはアハハと笑った。


    「君に言われたくないね。魔王として何もしてこなかった君に」


    「く……！」


    　痛いところを突く。俺は史上最低の魔王だろう。何しろ何もしていないのだから。


    「さて、それじゃあ君から魔王の称号をもらおうかな」


    　コンビニにジュースでも買いに行くみたいな軽い調子で魔王の称号をよこせと言う。俺自身は魔王なんてものに執着はない。だが、これがなければエミリーに危険が及ぶというのなら話は別だ。


    「お前なんかに、やれるかよ」


    「だったら君を殺してもらうだけだ。楽にしてあげるよ。そろそろ限界だろう？」


    　指摘は正しい。いい加減全身の痛みが極限に達していて、脳が痛みを含めてすべての感覚を受け取ることを拒否し始めている。


    　もう、あまり長い時間はもちそうにない。


    「そろそろ、白旗を上げてもいいと思うよ、僕は。周囲を見てごらん。君にとって大事な場所だったんだろう、ここは」


    　言われて、首をわずかに横に動かす。


    　九く門もん寺じの境内は、雑な土木業者が解体作業に取り掛かったかのように無残な姿をさらしていた。魔族の強襲によって壊された本堂だけでなく、自宅もボコボコに穴が開いて崩壊寸前になっているし、石畳もあちこちがめくれている。


    「…………」


    　痛みのせいで動きが緩慢になっている頭脳でもその光景には胸が痛んだ。両親と祖父母の死後、何よりも大切にしてきた場所がむごい有様となっている。


    「うるせぇな。お前らのせいだろうが」


    「そうかな？　そもそもは魔族と関かかわってしまった江え本もと家けの因縁が原因な気がするけどね」


    「…………！　魔族と関わって、しまった、因縁……」


    　視界の端でエミリーの体が強こわ張ばるのが見えたが、それが何を意味するのかを考えるだけの余裕はなかった。


    「お前を倒せば、それで終わりだ」


    　鈍った頭に状況認識させるために口にしてみたが、ダラミスの嘲ちよう笑しようをまた誘ってしまった。


    「そうなるといいね。しかしながら、ボロボロの君に万全の体調の僕が負けるとは思えない」


    　正直に言えば、俺おれ自身も勝てるとは思えない。そう認めたくなるほど体は悲鳴を上げていた。


    　勝てないかもしれない。だが、ここで勝たなければ今までの努力が無駄になる。最初からわかっていたはずだ。負けることは許されないのだと。


    　[image: ]さびついた機械のようにギシギシと軋きしむ腕を持ち上げ、なんとかファイティングポーズを取ろうとする。それだけで体はダメージを受け、傷口が大きくなり、ボタボタと血が落ちた。


    「作戦通りではあるんだけど、そんな状態の君を見ているとちょっと気が引けるな。本当を言うと、もっときれいに勝利を手にしたかった。そのほうが後々の支配に都合がよかったんだ」


    　ダラミスが自分勝手なことをしゃべる。


    　だが、もう怒る気力もない。どうでもよかった。


    　こいつを倒す。


    　それだけだ。


    　右の拳こぶしに力と意識を集中させる。


    　一撃にかける。下へ手たなバトル漫画の主人公みたいな考えだが、今の俺おれの体ではそれしかできそうにない。


    「さて、その首をもらおうか。ああ、もちろん『王の箱ジリオン・デイマイズ』とエメラルディア姫もだけど」


    　ダラミスの右腕がぐにゃりと歪ゆがみ、一振りの剣に変わっていく。月の光を弾はじくその剣は、素しろ人うと目めから見ても切れ味が鋭そうだと思えた。


    「では、いざ尋常に勝負」


    　ここまで作戦を弄ろうしておいて尋常にもないだろう卑ひ怯きよう者ものが、と口の中で悪態をつきつつ、俺も身構える。


    「弘こう毅き……」


    「姫様、立ち入るべきではありません。あれだけ強い二人の間に入るのは危のうございます」


    　エミリーの不安そうな声とアシュリアの制止する声が生ぬるい夜風に乗って耳に届く。


    「じゃが、あの様子では弘毅は相当厳しいぞ」


    「それは……」


    「……のぅ、アシュリア、お主に頼みがある」


    「は……？　こんな時に、ですか？」


    　何か話しているらしい、というのはわかったが、その会話の内容は把握できなかった。剣を構えたダラミスが目の前にいるのだからそんな余裕、あるはずがない。


    　ハァ、ハァ……。


    　傷のせいで立っているだけでも呼吸が荒い。嫌な推測だが、臓器にもなんらかの損傷があるのだろう。これは雑兵と戦ったからではない。『王の箱ジリオン・デイマイズ』の無茶な使い方をしたからだ。


    　こりゃあ、急いだほうがいいな。


    　みんなで生きるために頑張っているのに、これで死んだら本末転倒もいいところだ。


    「行くぞ！」


    「来い！」


    　悲鳴を上げる体にむち打ち、ダラミスに向かっていく。


    　ダラミスも俺に向かって斬きりかかった。


    　俺の首を狙ねらう剣と、ダラミスの顔面を狙った拳がガツンとぶつかる。


    　キィン、と拳と剣が衝突したにしては硬質すぎる音が境内に響いた。


    　互いの武器に弾かれて、俺たちは距離を取る。


    「む……？」


    　今まで余裕の笑みを絶やさなかったダラミスの顔が曇った。俺の力が想像以上に残っていたことに驚いたらしい。


    「ざまあみやがれ」


    　散々あざ笑われていたので少しは仕返しをしてやろうと嘲ちよう笑しようを作ってみせる。


    　けど、これから先どうすりゃいいんだ……？


    　ダラミスにとって俺おれの余力が予想外だったように、俺にとってもダラミスの力は予想外だった。部下の後ろで偉そうに采さい配はいを振るうだけのボンボンかと思っていたが、なかなか強い。以前、美み佳かが「私やエミリーより強いかも」と言っていたが、その評価は正しいようだ。


    　ダラミスが思っていたよりも俺の力はいくらか残っているが、かと言って潤じゆん沢たくというわけではない。それに、体のほうはかなりガタがきている。平常時ならいざ知らず、今のまま戦い続けたら、ダラミスのいけ好かない顔面に拳こぶしをたたきこむより先に俺の体がぶっ壊れてしまうのは目に見えている。このまま戦い続けてもじり貧となって敗北だ。


    　ダラミスもそれはわかっているのだろう。だからこそ、多少顔を曇らせつつも、焦りは見せていない。


    　さて、どうするかな……。


    　両拳を握り締め、ファイティングポーズを取りつつ、頭をめぐらす。


    「色々と、作戦を練ろうとしているようだね」


    　腕を変化させた剣を構えつつ、ダラミスが問うように確認するように言葉を投げつけてきた。


    「しかし、それは無理というものだ。何しろ君は僕のことをほとんど知らない。情報がなければ作戦は立てられない。対して僕は、挨あい拶さつ前の魔族の襲撃、サマハラという天使の攻撃、昼間の会話、いやそれだけでなくここ数日ずっと君を観察してきた。『王の箱ジリオン・デイマイズ』のことも研究してきた。君のものの考え方、人間の体の強度、『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力、あらゆることを把握している」


    「……そうだな、俺が知っているのはお前がいけ好かない奴やつだってことだけだ」


    　ダラミスの指摘はもっともだ。彼に対するロクな情報がないのだから、作戦なんか立てようがない。


    　体を武器にぶつかるしかない、か。


    　今までも大体そうしてきた。それぐらいしかできることはなかったではないか。


    　そう考えると、気持ちがすっきりとした。全身が痛いが、脳だけは楽になった。


    「うん？　何か作戦でも思いついたのかい？」


    　俺の表情を勘違いしたのか、ダラミスが顔に警戒の色を浮かべる。


    「いいや。作戦なんかない」


    　勘違いしてくれていたほうが有利かもと思ったが、そういう駆け引きを考えるのも面倒になっていた。


    「俺にできることは全力で頑張ることだけだって今さらながらに再認識したんだよ」


    「……なるほど。作戦ではないね。だが、そういう思い切りのよさが力を十二分に発揮する要因になるかもしれない。僕も、慢心せず全力で君の首をはねるとしよう」


    「やってみやがれ」


    　もう俺おれには絞り出せる力も技術も知恵もない。あるのは気持ちだけだ。絶望的にランクに差があるプロボクサーに立ち向かうように、拳こぶしに信念を込めて、前へ、前へ、前へ。


    　結果として、それがよかったのだろう。


    　俺の体はかなりの前傾姿勢となり、ダラミスが予想した位置に首はなく、剣は空を斬きった。そして、俺の拳は彼の左ひだり頰ほほに届いた。


    「へ……！」


    　大したダメージではない。骨は砕けていないし、せいぜい拳の跡をつけてやった程度だ。だが、俺の攻撃は届き、ダラミスの攻撃は失敗した。これは俺にとって大きな意味を持っていた。


    　これを繰り返せば、勝てる。


    　果たしてこんなギリギリの立ちあいを何度繰り返せば勝てるのかとか、俺の体がもつのかとか、不安要素はいくらでもあるが、希望が見えた。それは大きなことだ。


    「こ……の……！」


    　俺が活路を見いだした攻撃は、ダラミスにとっては逆げき鱗りんに触れるものようだった。今まで何があってもニヤけた笑みを浮かべ続けていたダラミスの顔が怒りでゆがむ。


    「死にぞこないの分際で僕の顔を殴りやがったなァッ！　許さん！　君は、僕に斬り殺されるだけの存在なんだ。僕の顔を殴るなんて予定はない!!」


    　きれいな顔を殴ったことに激高したのかと思ったが、そうではなく、自分が立てた予定から外れたことが気に食わないらしい。わがままなお坊ちゃんらしいというべきか、プライドが高い策士らしいというべきか。


    　どちらにせよ、俺からすればざまあみろという気分である。


    「お前の計算が間違っていたんだな。残念でした」


    　拳を握り直しつつあざ笑う。


    「絶対に許さん！　首をはねるだけでは飽き足らない！　細切れにしてやる!!」


    　ダラミスが右腕だけではなく、左腕も剣に変化させた。


    「やれるもんならやってみろ」


    　依然状況は不利だ。


    　しかし、両腕を剣に変えたダラミスは明らかに冷静さを失っており、そこに付け入る隙すきができたような気がする。うまく立ち回れば、なんとかなるかもしれない。


    　わずかな光明を見た気がした。


    　しかしながら、生まれた隙を活用したのは、俺ではなかった。


    　二人の剣と拳が再び相まみえる、という時だった。


    「──もうよい」


    　アシュリアと共に境内の隅で固かた唾ずを飲んで見守っていたはずのエミリーが、すっと幽霊のように移動し、ダラミスの背後に立っていた。


    「エメラルディア姫……!?」


    「もうよい、さがれ」


    　使えない部下にクビを宣告する上司のように冷ややかに言うと、ダラミスの胸から五本のとげが伸びた。そして、闇やみ夜よでもわかるほど鮮やかな赤い血が彼の口から噴き出す。


    「ひ、め……!?」


    　ダラミスの顔が驚きよう愕がくで硬直する。信じられない、どうして、と言わんばかりだ。どこまで本気だったかわからないが、彼はエミリーに好意を抱いていた。その相手に、こうも無残なことをされるとは、思ってもいなかったのかもしれない。


    「邪魔じゃ」


    　エミリーが腕をブンと振ると、ダラミスの細身の体が粗大ごみのように地面に転がる。


    　境内の石畳にドクドクと血を垂れ流すも、体はピクリとも動かなかった。


    　あまりにあっけなさすぎる。あまりに冷徹すぎる。


    「エミ、リー……？」


    　ダラミスを倒してくれたことはありがたい。だが、助かったと思う前に、残酷な彼女の所業に戸惑ってしまう。


    　俺おれが困惑の視線を送る先でエミリーはもう一度腕を振り、爪つめに付着した血をぬぐった。


    　そして、俺を見据えた。


    「次は、お主じゃ弘こう毅き」


    　ぬぐいきれていない血がマニキュアのようになっている爪で、俺を指差す。


    「……冗談か？」


    「そう思うのなら、そこにじっとしておれ。早く済む」


    　冗談には見えなかった。だからこそ聞いたのだ。


    「どういうつもりだ？」


    　彼女の目をまっすぐに見つめつつ、警戒は怠おこたらない。今の彼女は、かつての彼女を想起させる。初めて会った時の彼女を。


    　それが何を意味するのか、わかっているつもりだ。


    「どうもこうもない。痛感しただけじゃ。お主は魔王の器ではない。『王の箱ジリオン・デイマイズ』も持つべきではない」


    「それは、まあ、認めるけどな」


    　今さら、俺が魔王だ！　と声高に宣言するのもおこがましい。


    「でも、だからと言って、お前がそれを決めるっていうのは、どうにも解せないな。どういう心境だ？」


    「別におかしなことではなかろう。妾わらわはガルムト魔王の娘じゃ」


    　理由になっているような、なっていないようなことをキッパリと言う。


    「あのように無様な使い方しかできぬのなら、お主に『王の箱ジリオン・デイマイズ』を持たせておくにはいかぬ」


    　詭き弁べんだとわかった。


    　ボロボロになった俺おれを見かねてこんなことを言い出したのだろう。


    「あのな、エミリー──」


    「もはや聞く耳は持たぬ」


    　俺の言葉を制し、エミリーが爪つめを構える。


    「戦う気か？　でも、お前が俺に勝てるとは思えないんだけど」


    　確かにボロボロ状態だが、それでもダラミスよりも力が劣るエミリーに負けるとは思えない。


    「妾わらわは戦う気もない。勝とうとも思っておらぬ。そう、妾は、な」


    「え……？」


    　[image: ]う闊かつだった、と責められるべきなのだろうか。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』の力の過負荷で朦もう朧ろうとした俺の頭は、エミリーのことしか考えていなかった。


    　ずっと側そばにいた彼女のことを忘れていた。


    「──姫様の言うとおりですね。あなたは魔王の器ではありません。魔王は、いついかなる時も周囲を警戒しているものです」


    　いつの間にか背後にアシュリアが立っており、彼女の腕が後ろから俺の心臓を貫いた。


    「アシュ、リア……!?」


    「姫様の命令は絶対ですので」


    　振り向くと、申し訳なさそうに顔を曇らせているアシュリアと目が合った。


    　何か文句を言ってやろうとしたが、そうする前にアシュリアが腕を引き抜く。その反動で俺の体はどうっと大木が折れるように石畳の上に倒れてしまった。


    「く……そ……こんなの……」


    　痛みと驚きよう愕がくに打ちのめされつつ、それでも俺は慌てていなかった。『王の箱ジリオン・デイマイズ』の中には治ち癒ゆを得意とする魔王の力がある。それを使えば、これくらい治せる。


    「…………!?」


    　だが、いくら待っても治癒が始まらなかった。それどころか、『王の箱ジリオン・デイマイズ』に語りかけても反応がない。今の今まで過剰なほど力を分け与えてくれていたというのに、今はその存在さえ感じられない。


    　どういうことだと驚く俺の目の前で、回答が提示された。


    「姫様、これを」


    「うむ」


    　アシュリアがうやうやしくエミリーに差し出したのは、俺の体内にあるはずの『王の箱ジリオン・デイマイズ』だった。赤い光を脈動させる立方体が、アシュリアの手からエミリーの手に渡る。


    「ダラミスの指摘は正しいのじゃな。……うむ、多少は、こやつも役に立った」


    　石畳の上に転がりピクリとも動かないダラミスをチラとだけ見た。


    「弘こう毅きは人間ゆえ『王の箱ジリオン・デイマイズ』の扱いがつたない」


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』がエミリーの手のひらの奥に沁しみ込んでいく。


    「そして、『王の箱ジリオン・デイマイズ』の適合率も低い。だから、このように容易たやすく奪うこともできる。『鍵かぎ』を持っておっても、な」


    　体から、力が抜けていく。それは、自身の力という意味でもあるが、魔王としての力もだった。はちきれんほどに満ちあふれていた高次元の力がみるみる抜けていく。自分が穴の開いた風船なのではと錯覚しそうになる。


    「あ……あ……」


    　昼の太陽熱を蓄積したぬるい石畳に頰ほおを当てつつ、意味のない音を発するのが精一杯だ。いつぞやのようにはい回ることさえできない。


    「さらばじゃ弘毅。もう二度と会うことはないじゃろう。……世話になったの」


    　意識を失う前に俺おれが見たのは、黒い穴の中に消えていくエミリーとアシュリアの後ろ姿だった。

  


  
    



    五章　赤銅色の祈り


    



    「──弘毅、弘毅！」


    　ユサユサと揺さぶられて、目を覚ます。


    「美み佳か……？」


    　重たいまぶたをこじ開けると、視界いっぱいに見知った顔が映っていた。


    　幼おさな馴染なじみの定番で、朝起こしに来たのかと思ったが、どうも色々違うようだ。


    　まず、こちらをのぞき込んでいる美佳の顔が泣きそうになっている。第二に、彼女の背後に見えるのが自室の薄汚れた天てん井じようではなく、真っ暗な夜空だ。そして極めつけに、背中を受け止めているのが干して太陽のにおいがする布ふ団とんではなく、ゴツゴツと痛い石畳である。


    　そう、か。俺は……。


    　覚醒直後で緩慢だった頭脳を起動させ、自分がどういう状況なのかを思い出す。


    　むくりと上半身を起こし、


    「おはよう、美佳」


    「まだ夜は開けてないわよ。つまらないボケは言わないで」


    　俺の挨あい拶さつに、美佳が安あん堵ど半分呆あきれ半分の面おも持もちで吐息を漏らした。


    「あなた、自分がどういう状況だったかわかってるの？　血だまりの中に倒れていたのよ。私が治さなかったら、死んでいたわ」


    「でも、死んでいないんだな」


    　左胸を撫なでてみるが、アシュリアにえぐられた傷はきれいに消えていた。美み佳かの治ち癒ゆ能力に感服する一方で、あれだけの大おお怪け我がをしておきながら即死しなかった自分にも驚く。


    「弘こう毅きの心臓って本当に頑丈でタフね。普通なら死んでいるところだけど、半分壊れた状態でもきちんと動いて血液を体に送り出して肉体を生かし続けていたんだもの」


    　あるいは、それを計算していたのだろうか。


    「悪い。助かった」


    　美佳の手を借り、立ち上がった。血が足りなくて少し頭がくらくらする。が、まあ、なんとか大丈夫そうだ。丈夫な体に産んでくれた母親と強固な遺伝子を遺のこしてくれた祖母に感謝する。


    「お礼はいいわよ。でも、何があったのか、弘毅の口から教えてほしいわ」


    　そう聞いてはくるものの、うすうすは察しているのだろう。幼おさな馴染なじみの顔は暗い。


    「ああ……」


    　意味のない言葉を発する。本当は見たくない。見れば否応なく現実を理解しなくてはならなくなるのだから。


    　しかし、目を瞑つむるわけにもいかない。


    　嫌で嫌で仕方がないが、俺おれは周囲を見回した。


    　九く門もん寺じの敷地内は、悲惨の一言であった。本堂は砕けた瓦かわらと折れた木材が積み重なった瓦が礫れきの山と化している。家もボコボコに穴が開き、いつ崩ほう落らくしてもおかしくない状態だ。敷地の隅にある墓地は戦闘には巻き込まれなかったが、衝撃のせいか、墓石は軒並み倒れ、割れている。


    　そして、俺と美佳以外に人の姿はない。


    「ダラミスと戦って、こうなった。エミリーは……俺から『王の箱ジリオン・デイマイズ』を奪ってアシュリアと一緒に魔界に帰った」


    　口にすればたったそれだけのことだ。


    　それだけのことだが、それが俺にとってのすべてだった。


    「何も、なくなっちゃったな」


    　九門寺も崩壊し、家族も去ってしまった。


    　頑張ってきたつもりなのに。


    　寺を維持することと、家族を守ることに腐心してきた。それのために一生懸命頑張り続けてきた。放課後、寺の掃除のために友達の誘いを数え切れないほど断ってきた。『王の箱ジリオン・デイマイズ』を探すために徹夜した夜も数え切れない。


    　それを苦と思ったことはなかった。


    　寺のために、家族のために、努力できることは俺にとって喜びで、そうすることが自分の使命だとさえ思っていた。そして、その褒ほう美びとして、九く門もん寺じは変わらぬ姿を俺おれに見せてくれたし、エミリーは一緒に暮らしてくれた。


    　努力に応じた報いがあるのだから、俺は幸せだった。なんの文句もなかった。


    　九門寺があってエミリーがいてくれることが何より幸せなことだったからだ。


    　だが、今目の前に、それはない。


    　それを自覚してしまった途と端たん、堪こらえられなくなってしまった。


    「あ……ああああああああああっ！」


    　俺は叫んだ。


    　叫ばずにはいられなかった。


    　石畳を殴った。


    　殴らずにはいられなかった。


    　この喪失感。


    　俺はこれを何よりも恐れていた。


    「ああああああああああああっ！」


    　月に向かって吼ほえる。


    　自分の体の中心にある大事な何かを無遠慮にごっそりと奪い取られるような悲しみ。


    　両親や祖父母を亡くし、家にたった一人で生活しなければならなくなった俺は、この喪失感に打ちのめされ、孤独感に痛めつけられた。これが、嫌だった。


    　これを回避するために頑張ってきたのに、たった一晩でその努力は泡となって消えてしまった。


    　パチン。


    　そんな空虚な音が、俺にだけ聞こえた。


    　その音を聞きたくなくて、俺は大声で泣き叫んだ。それしかできなかった。


    　叫んだところでどうにかなるものではない。何かが改善されるわけではない。九門寺が直るわけでも、エミリーたちが戻ってくるわけでもない。そんなことは百も承知だ。そうではなく、現実を否定するために叫ぶのだ。おもちゃを買ってくれなくて駄々をこねて泣き叫ぶ幼子と大差ない。それは自覚しているが、せずにはいられなかった。


    　やめれば、自分が散り散りになってしまう気がして。


    「弘こう毅き……」


    　かける言葉さえ見つけられず、美み佳かは傍かたわらにたたずむのみ。


    「あああ……あ、ああ……あ……」


    　永遠に叫び続けたかったが、喉のどが耐えてくれなかった。ガラガラになり、裂けて出血しそうな痛みを感じるほどになると、もうどうやっても大声は出なかった。


    　俺が黙ってしまうと周囲を静寂が支配した。


    　叫ぶことができなくなった俺おれにできることはもうないし、美み佳かも俺にかける言葉がなく立ち尽くすしかなかった。


    　そんな時、声が聞こえた。


    「──悲しんでいるねぇ、少年」


    



    



    　それは、聞き覚えが全くない若い男の声だった。


    　悲しみをこらえ、なんとか顔を上げると、本堂があったあたりの瓦が礫れきの山の上に、若い男がちょこんと腰を下ろし、こちらを見下ろしている。


    「何者だ、あんた」


    　叫びすぎてヒリヒリと痛い喉のどをむち打ち、誰すい何かの声を投げかける。


    　聞き覚えも、見覚えもない男だった。二十代半ばで、もじゃもじゃのくせっ毛の長髪を無理やりひっつめて束ねている。なんとも軽薄そうで、雑な印象を受ける。多分、年齢不相応に大きくキラキラした目がそう感じさせるのだろう。


    「あの人、いつの間に……」


    　美佳も驚きつつ、警戒を強める。


    　すると、若者は意外そうに目を丸くした。
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    「あれ、ひょっとして俺おれのことを知らないの？」


    「知るかよ。知らないから聞いているんだ」


    「なんてこったー」


    　若者が芝居がかった仕草で額をペチリと叩たたき、夜空を仰ぐ。


    「まさか俺のことがきちんと伝わっていないなんて」


    　どうにも言動の一つ一つがムカつく。何者か知らないが、仮に同い年で同じクラスになったとしても、仲良しにはなれそうにない。


    「……ま、いいか。説明したら済む話だ。あのね、俺は冥めい界かいの番人なんだよ」


    　大げさに嘆いたかと思ったら、今度はケロッと忘れたようにこちらに顔を向け、軽い調子で自己紹介をしてきた。


    「冥界？　番人？」


    　きちんとした自己紹介をしたつもりらしい男は満足げな表情を浮かべるが、なんのことやらさっぱりわからなかった。明らかに説明不足だ。


    　怪け[image: ]げんな顔で隣にいる天使の生まれ変わりを見る。


    「知らないわ。異世界がいくつもあるのは天界でも把握しているけど、聞いたことがないわ」


    「まあ、天界の住人が知らないのも無理はない。君たちは基本的に天界の中だけで魂の循環があるからね。用がない世界だ。冥界は、一言で言えばあの世だよ」


    　簡単なトリックを種明かしする手品師のように、冥界の番人と名乗った若者は両手を広げた。


    「一般的な意味でのあの世と解釈してくれていいよ。ただし、極楽と地獄といったように分けられてはいない。死んだ人の魂全部が行き着く先ってだけだ。善悪は関係ない」


    　ダラミスが昼間に言っていた異世界というのとは意味合いが異なる世界らしい。


    「で、あんたはそこの番人ってことは……鬼かなにかか？」


    　地獄の番人が鬼だから、そういう発想をしたのだが、自称冥界の番人は、俺の言葉にハハッと面白そうに笑った。


    「鬼。鬼ねぇ。まあ、近いと言えば近いか。もっとも、角つのはないけどね」


    　頭をペタペタと叩いて角がないことを示す。


    「それで、その鬼さんがどうしてお寺の敷地にいるのかしら？」


    　美み佳かが、『王の箱ジリオン・デイマイズ』を失った俺を守るつもりか、前に出る。つくづく、俺の周りの少女たちは前に出ることが好きらしい。ありがたいと思う反面、自分が守る力を失ってしまったのだと自覚させられてつらい気持ちにもなってしまう。


    「どこから侵入してきたのかしら」


    「そこだよ」


    　と番人は本堂の瓦が礫れきをヒョイと気楽に指差した。


    「知らないみたいだから、見てみるといい」


    「…………？」


    　瓦が礫れきの中に何かあるらしい。気になってしまった。


    　言われるままに、グラグラと不安定な瓦礫の山の上を慎重に歩く。美み佳かも、俺おれに寄り添うように付いてきた。


    「あれって、何……？」


    　それを先に発見したのは彼女のほうだった。


    　瓦礫の山の中央は、火口のようにくぼんでいて、穴の中に傷ついた観音像が転がっている。問題は、その下だ。


    　重々しい扉が横たわっていた。金属製で非常に厚みがある。ところどころ青さびが浮いていて年季を感じさせるものの、かなり頑丈そうで、瓦礫の雨あられを受けたはずなのに、傷もなければ凹へこみもなかった。


    「もしかして、あれが観音像が封印していたもの……？」


    　その扉は少し開き、真っ黒な穴が顔をのぞかせている。真っ黒く、底が知れない穴。先ほどエミリーが魔界に帰るために生み出したゲートに似ている気がする。


    　火口の中に降り立ち、恐る恐る穴の中を窺うかがうが、闇やみ夜よよりも濃い闇しか見えなかった。


    「正解。俺が番をしている扉の一つ。そして、冥めい界かいと人間界をつないでいる穴だよ。大昔からここにある。そして、江え本もと家けが冥界の王に命じられて封印を託されている穴だ」


    「冥界の王？　そんなものがいるのかよ」


    「そりゃ、いるよ。んー、ちょっと違うけど、閻えん魔ま大王を想像したら大体あっているかな」


    　番人の軽い言葉を聞きつつ、穴の中をのぞき込む。


    　これが、江本家が代々守り続けていたものなのか。


    　そう考えると悲しみをつかの間忘れて感慨が湧わく。と同時に申し訳ない気持ちになる。先祖が大事に守っていたものを自分の代でダメにしてしまった。


    「さっきの戦いで壊れてしまったんだな」


    「それも正解。で、困ったことになったから俺はこっちの世界に来たんだ。そしてみっともなく泣き叫んでいる君を見つけた」


    　ム、と唇を曲げる。みっともなかったのは自覚しているが、それを初対面の人間に言われたくない。


    　不愉快極まりないが、番人はそんなことお構いなしで、無遠慮に肩を叩たたいてきた。


    「で、頼みなんだけど、この扉をきちんと閉じて封印をかけ直してくれないかな？　冥界側からはそれはできないんだよ。だから、人間界でやってくれないとどうにもならないんだ」


    「俺が……？　そんなことできるはずがない」


    　今の俺は『王の箱ジリオン・デイマイズ』を失い、特別な力など一切ない。封印をかけ直すなんて不可思議なことができるはずがなかった。


    　聞けない頼みだと首を横に振る俺おれに対し、番人はゆっくりと首を振り返した。


    「それは逆だ。君にしかできない。君は江え本もと家けの人間だろう？　この扉は江本家の人間が作ったものだ。これは江本家の血を持つ者にしか扱えない。元々、江本家はその力を持っていたために冥めい界かいの王に封印を頼まれて、この地にやってきた家だからね。なぁに、簡単だ。この扉をしっかり閉めて、その上に観音像を載せて祈ってくれればいい。その後は、今まで通り寺と一緒に代々受け継いでくれれば問題ないさ」


    　ひどく明るく簡単に言う。実際、それは簡単なことだろう。倒れた観音像は重そうだが、梃て子こでも使えばなんとか起き上がらせられるだろうし、祈るのもそれだけでいいのなら一心に祈ろう。


    　だが、受け継ぐというのは、できるのだろうか。


    　たった今大切なものを失ったばかりの俺に、その自信はなかった。


    「…………」


    　俺の沈黙を勘違いしたのか、


    「タダ働きってのはよくないね。そうだ、頼みを聞いてくれるなら、特別に異世界への旅に招待しよう」


    　まるでテレビショッピングの司会者のように、さらに明るい調子で言ってくる。


    「そんなこと、できるの……!?」


    　驚きよう愕がくする美み佳かに番人がもちろんと頷うなずく。


    「この扉はあくまでも人間界と冥界をつなぐ扉だ。冥界の俺の持ち場に行けば他ほかの世界に通じる扉がある。それを使えばどこの世界にだってビザもパスポートもいらずに行けるさ。妖よう精せい界かいだろうと、龍りゆう人じん界かいだろうと……魔界だろうと」


    　最後に、本当はしてはいけないからこっそりとね、といたずらっぽく笑う。


    「弘こう毅き、この人に頼んだら魔界に行って、エミリーを連れ帰ることもできるわよ」


    　美佳が元気づけるつもりか、肩を摑つかんで揺する。


    　言われなくても、わかっている。そんなこと、一瞬で思いついた。


    　しかし、魔界に行って、自分はエミリーを連れ帰ることができるだろうか？　よしんば連れ帰ったとして、彼女を守り切れる自信はない。


    「……冥界に行くっていう選択肢もあるよ？　行けば、亡くなった家族と会える」


    　それもまた魅力的だ。亡くなった祖父母、両親に会いたい。


    　だが、今の自分を見て、彼らはなんと言うだろうか。家族に去られ、寺を守れなかった自分は、江本家の人間としてあまりに情けない。顔向けできるとはとても思えなかった。


    「俺は……」


    　何かを言おうとするが、言葉が出てこない。言うべき言葉が見つからなかった。


    　結局のところ、今の俺は何もしたくないのだ。


    　何をしたところで悪い結果にしかなりそうになく、また、悪い結果をひっくり返せるだけの何かをできるとも思えない。頑張ったところであっさりと覆されてしまうのではという恐怖感がある。実際、俺おれの努力は水泡に帰しているのだ。そう考えてしまうのは至極当然であろう。


    「…………」


    　最終的に開こうとした口をつぐみ、首を横に振った。それしかできない。それしかしたくなかった。


    「おや、俺の言うことが信じられないのかな？」


    「違う。そういうことじゃない」


    　何も持っていない俺を陥おとしいれる理由などもはやない。騙だますだけ労力の無駄遣いとなってしまう。


    「俺がどこかに行ったところで、何にもならない。俺は……」


    　仮にエミリーを連れ帰っても、また去られるかもしれない。今と同じ喪失感をまた味わったら、きっと心はグシャグシャに壊れてしまうだろう。


    「六十九回」


    　しばらく俺の顔を眺めていた番人が、いきなりゴンと乱暴に横たわる観音像を蹴けった。なんて罰当たりなことをと怒るより先に、尋ねてくる。


    「この数字、何かわかるかい？」


    「わかるわけがないだろう」


    　問答をする気分ではない。番人だかなんだか知らないが、さっさと消えてほしかった。


    　つっけんどんな答えを返すと、番人はつまらなさそうに唇を尖とがらせ、


    「少しは考えてほしいなぁ。会話はキャッチボールだよ？」


    「…………」


    「まあいいや。答えを聞いたらきっと俺の話を聞く気になるだろうから。答えはね、この扉の封印が破られた回数だよ」


    「……なんだって？」


    　反応すまい、と思っていたのに、反応してしまった。


    「六十九回もこの封印は破られたっていうのか？　ウソだろう」


    　番人はそんな俺に満足そうに笑いかけ、


    「ウソじゃないよ。俺はずっとこの扉の番人だからね。きちんと数えていた。一番最近では、君のおじいさんの時かな。近ごろは知名度が下がってきたのか悪人も滅多めつたにやってこなくなったみたいだけど、一時期は本当にひどかったんだ。君のおじいさんも、かなり奮闘してくれたもんだよ」


    「じいちゃんが……!?」


    　祖父がこの封印を知っていたことも驚きだが、それ以上に封印を破くような事態を招いていたことも驚きだ。


    　番人はひょいと肩をすくめ、


    「冥めい界かいに行けるっていうのはその気になれば色々悪用できるものだ。たとえば、幽霊を犯罪に使えば、セキュリティーなんかお構いなしだよね。盗聴盗撮なんかいくらでもできる。他ほかにも凶悪なテロ組織の指導者を呼び戻して壊滅したはずのテロ組織復活なんてのもできてしまうだろう。だから、昔からこの扉のことを知った悪人が封印を解こうとやってきて騒動を起こすのがこの寺の日常茶飯事だった。代々の住職はそれを阻止しようと頑張るんだけどね、失敗することも多かった。最近は、これの知名度も下がってきたのか、狙ねらわれる回数も減ったみたいだけどね」


    「封印、解けすぎだろ……」


    　それしか言葉が出てこない。


    　番人がつま先で観音像をつつく。


    「祈りを封印の力に変換する観音像を上に載せているってだけなのもよくなかった。この封印を作った人間としてはこれが精一杯だったんだろうけど、お世辞にも強固な封印とは言えない。だから、しょっちゅう封印が解けたんだ。君は託されたものを守れなかったと悲しんでいたようだけど、僕から言わせれば、この観音像が壊れなかっただけ上等だ。この観音像が、八代目だっていうのは知らないだろう」


    「八代目？　え、これってそんなに何回も作り直しているのかよ」


    　呆あきれるしかなかった。


    　あまりに封印を破られすぎだ。それは守護者として失格ではないか。祖先は立派だったと思っていた俺おれにとっては幻滅したくなる事実である。


    　だが、番人はそんな俺の気持ちを読んだかのように、こんなことを言った。


    「でも、そんなことはたいしたことじゃない」


    「たいしたことじゃない？　あんた、この扉の番人だろう。それが封印を解かれたことをたいしたことじゃないなんて言うのかよ」


    　それは職務怠慢というか、職業意識が低すぎないだろうか。六十九回も破られましたなんて報告を聞いたら、俺がこの番人の上司ならクビを宣告したくなる。


    「たいしたことじゃないよ。だって、解かれてもきっちり封印し直してくれているんだから」


    「あ……」


    「君の先祖は六十九回封印を破られた。でも、同じ回数封印をかけ直してくれた。それで十分だよ。というか、それ以上のことは求める必要もない」


    　番人は自分の功績のように得意げに胸を張る。


    「失敗することなんてたいしたことじゃない。問題は、その後どうするか、だよ。失敗を悔いて嘆くのもいいけど、それだけじゃ意味はない。僕にとって一番困るのは、封印が破られた後、再封印をしてもらえないことだ」


    「その後、どうするか……」


    　番人の言葉を反はん芻すうした。


    　それを、今まで考えたことがあっただろうか。


    　俺おれは失敗しないように、失わないように、ずっと努力を続けてきた。失うことを何より恐れていたからだ。両親と祖父母の死は取り返しの利くものではなく、どうしようもなかった。それ故ゆえ、俺は失うことを何よりも恐れるようになっていた。


    　だが、今回の喪失は『死』ではない。


    　寺が壊れ、家族が異界に帰ってしまっただけだ。いや、だけというにはその損失はあまりにも大きく、これを挽ばん回かいするのはなかなか難しいことかもしれない。だが、死んだわけではなく、まだ取り返しが利く。


    　失敗したのなら、次はどうするべきか。


    　ひどく当たり前のことに気づいていなかった。考えていなかった。


    　余裕なさすぎだな、俺。少し考えればよかったのに。


    　思わず自じ嘲ちようする。


    　俺がゆっくりと顔を上げると、番人は嬉うれしそうに笑った。


    「そうそう、そっちのほうがいいよ。江え本もと家けは七転び八起きが信条だからね。一回や二回の失敗じゃくじけないものさ。いや、まあ、言い方変えたら、しつこい粘着質ってことになっちゃうんだけどね」


    「他ひ人と事ごとみたいに言うんじゃねぇよ」


    　番人をちょっと睨にらみ、そしてニヤリと笑う。


    　この番人が何者か、うすうすわかってしまった。えらく馴なれ馴なれしいのは、きっとこの人物の性格だけではないだろう。俺とこの番人に縁があるからだ。


    　が、それを本人に聞いて確認しようとは思わない。推測が当たっていたとしても、こんな軽薄な奴やつでは少しも嬉うれしくはないからだ。むしろ、遺のこしてくれた遺伝子が癖くせっ毛かよ、もう少しいい遺伝子残してくれよと文句を言ってしまいそうだ。


    　だが、まあ、少し気持ちが軽くなった。感謝だけはしておこう。


    　ありがとう、ご先祖様。


    「さて、行きたい世界はどこだい？」


    　改めて番人が聞いてくる。


    　答えは決まっていた。


    「魔界へ」

  


  
    



    六章　黒き城


    



    　番人が開けてくれた扉から出ると、俺おれは白と黒の石で組み上げられた巨大な城の中に立っていた。


    　わずかに湿り気を含んだ空気を、スゥッと肺に取り込む。


    　静寂にして静せい謐ひつ。ある種、神殿めいている。


    　だが、空気の中に含まれているかすかな異臭と焦げた肉のにおいが、それを完全に台無しにしていた。


    　たとえるなら、ゴミ捨て場の真ん中に立つ神殿。そんなところだろうか。


    「……ここが、魔王城か」


    　確信を込めて、つぶやいた。


    　今まで一度も訪れたことはないし、見たこともない。だが、ここが魔王の居城であることはわかってしまう。


    　右に行けば宝物庫がある。左に向かえば閣議室がある。そして、この大廊下をまっすぐ進めば、謁えつ見けんの間がある。


    　フゥ、と取り込んだ空気を吐き出しながら、足を前に向かって踏み出した。


    　廊下は丁てい寧ねいに磨かれた白い石が敷き詰められている。毛もう氈せんなどはしかれていない。足音が鳴りそうなものなのだが、カツンともコツコツとも聞こえてこない。


    　この静寂が、足音を吸収しているのだろうか。


    「……相変わらず、つまんない場所だな」


    　この感想は、俺のものではない。俺の体内に流れる血の感想だ。


    　いささか陳ちん腐ぷだし、オカルトめいた理由である。しかし、祖母から受け継いだ血がこの城のことを覚えているのだ。血が、懐かしいと感じている。


    　だがその一方で、帰郷の喜びは一切込み上げてこない。むしろ、胸の奥がチクチクするような不快感が湧わき上がってくる。


    　一見、とてもきれいなお城だ。白と黒のみで構成されているので色彩はないが、それ故落ち着いた雰囲気で質実剛健な造りは俺の好みに合致する。無駄に華美でキラキラと黄金で装飾されているのは、古寺で生まれ育った俺には目が痛くなるばかりでちっとも魅力的ではない。


    　たとえば、この城が俺と縁もゆかりもなく観光できたのであれば、目を輝かせてあちこちを見て回っていただろう。それぐらい素晴らしい城だ。


    　だが、俺に流れる血が、ちっとも愉快にさせてくれない。むしろ不愉快な気分になってくる。磨かれた白い床も、驚くほど高い天てん井じようも、それを支える太い柱も、壁も、空気さえも、不快に感じてしまう。吐き気を催もよおすほどの嫌悪感を覚えてしまう。


    　俺おれ自身の感性と、血の記憶のギャップが、グルグルと混じり合っていく。


    　祖母真ま里り菜なは──アクマリナは、よほどここが嫌いだったのだろう。理由はさすがにわからない。だが、嫌いだったことだけはわかってしまう。ここが嫌だったから、彼女は魔界を飛び出し、人間界にやってきたのだ。


    「そして、江え本もと家けの一員になった、か」


    　アクマリナがお姫様として歩いていたはずの広い廊下を孫が歩きながらつぶやく。


    　正直に言えば、祖母に対しては、色々と面倒なものを遺のこしやがって、と思っている。魔王の長子でありながら魔界から出しゆつ奔ぽんした。その際、魔界の宝である『王の箱ジリオン・デイマイズ』を盗んだ。『王の箱ジリオン・デイマイズ』をバラバラにして町中に封印した上にその封印を解く『鍵かぎ』を子孫に遺した。そして、何より厄やつ介かいなことに、それらのことすべてを孫に一切伝えず逝いってしまった。


    　もし今祖母と再会したら、彼女に向けるのは歓喜の笑顔ではなく、「なんて面倒なことをしやがったんだよ」という文句であろう。普通の高校生では絶対に負わなくていい苦労を背負う羽目になった。その原因は祖母にある。正座させて、小一時間は説教してやりたい。あんたもうちょっと考えて行動しろよと言わずにはいられない。


    　だけど、説教が終わったら「ありがとう」とも言うだろう。


    　彼女が江本家の一員になったから、江本弘こう毅きという人間が生まれた。彼女が魔王の娘だったからエミリーという少女と血のつながりが持てた。


    　それは、感謝しなくてはいけないだろう。


    　百メートルはありそうな長い長い廊下を歩き続けると、ようやく謁えつ見けんの間にたどり着いた。


    　謁見の間は、ひたすら広かった。高校の体育館の何倍も広い。たった一人の魔王と会うためだけに作られた部へ屋やとしては広すぎる。むしろこの広さは邪魔だ。よほど近寄らなければ会話だってできやしない。それとも、本来は魔王を守るために大勢の護衛がズラリと並んでいるのだろうか。


    　実際にどのようにこの謁見の間が活用されていたのかについては推測以上のことはできない。だが、今は、小柄な魔王と、もっと小柄な護衛のたった二人しかいなかった。


    「……来たか」


    　無表情に、エミリーが言った。驚くかなと思ったが、そうでもなさそうだ。


    　広い広い広間の奥に一段高くなったところがある。そこに、おびただしい数の羽の生えた化け物の彫刻が施ほどこされた金色の巨大な玉座が据えられていて、エミリーはそれに腰かけていた。アシュリアは、その傍かたわらで置物のように立っている。こちらも主同様無表情だ。


    「魔王城ってのは、ずいぶん静かなんだな」


    　ズカズカと不作法に謁見の間の中に足を踏み入れる。


    「先ほど、掃除をしたばかりでの」


    「掃除？」


    「不法占拠していた下げ衆すな連中を掃除してやったのじゃ」


    「そういう掃除かよ」


    　俺おれは呆あきれつつ渋い表情を浮かべたが、エミリーのほうは無表情に玉座にふんぞり返ったままである。


    　本人は威厳たっぷりに座っているつもりなのだろうが、あいにく椅い子すの大きさと彼女の体の大きさが全く合致していない。父親の書斎の椅子に遊びで座ってみた子供、といった感じだ。どう見ても、『ちょこんと座っている』としか表現できない。恐ろしく玉座が似合わない。


    　……いや、それは俺も同じか。


    　魔王と名乗っただけで何もしなかった俺に、あの玉座が似合うはずがないのだ。


    　うっすら自じ嘲ちようしつつ、それでも歩みを緩めない。


    　俺も、エミリーも、魔王は似合わない。


    　つくづく、そう思う。


    「エミリー、帰ろう」


    　歩を進めながら、言った。


    「帰る？」


    　エミリーの細い眉まゆがわずかに動く。


    「魔王が住む場所は魔王城と決まっておる。ならば、妾わらわが住む場所はここではないか」


    「違う。お前の住む家は俺んちだよ」


    「弘こう毅きの家は……先ほど壊れたではないか」


    　魔王を自称する少女の表情が苦しそうに歪ゆがんだ。


    「直せばいい」


    　事も無げに言いながら距離を詰める。


    　構図は、魔王に対たい峙じする勇者、といったところだろうか。だが、俺は光の剣も聖なる力も持っていない。それどころか、勇者ですらない。初歩の回復呪じゆ文もんだって満足に唱えられないレベルゼロの僧そう侶りよ、といったところだ。魔王に勝てるはずがない。


    　だが、勝つ必要なんてない。


    「壊れたのなら、直せばいい。それだけだ。家族が家出したなら連れ帰る。それだけだ」


    　失敗やミスを恐れない。くじけない。諦あきらめない。


    　それは先祖が教えてくれた江え本もと家けの長所だ。


    「エミリー、お前にこの城は似合わない」


    「なんじゃと？」


    　エミリーの眉まゆがピクリと動く。


    「魔王に魔王城が似合わないとはどういうことじゃ」


    「お前は魔王の器じゃないってことだよ」


    　まあ、人のことは言えない。俺おれだってあの玉座が似合うとは思えない。


    　自分も、エミリーも、魔王が似合わない。


    「最初は、金髪で真っ黒なドレスのお前が寺にいるっていうのは違和感しかなかったけどな。今となってはしっくりくる。お前はここよりもうちのほうが似合うよ」


    　エミリーの傍かたわらに彫像のように立ち続ける小柄の魔族にも目を向ける。


    「アシュリア、あんたもそこで仏頂面で立っているより、かっぽう着着て台所に立っているほうが似合っているよ」


    　言ってから、速度を速めて玉座の前に行こうとする。


    　が、それをエミリーの爪つめに妨害された。座したままシュルシュルと鋭い爪を伸ばし、俺の行動を制してくる。


    「帰れ、弘こう毅き」


    　額の中央を狙ねらわれた。


    「お主がどう思おうと自由じゃ。じゃが、妾わらわはこの椅い子すから動く気はない」


    「それじゃ、トイレにも行けないな。それとも、それは便座か？」


    「魔王の玉座を愚ぐ弄ろうするな……！」


    「！」


    　さらに伸びて貫こうとするエミリーの爪をすんでのところでかわす。


    　日ひ頃ごろの経験のたまものかと自賛したくなったが、


    「遅い」


    　かわしたところにさらにもう一本の爪が伸びてきて肩口をあっさり貫かれてしまった。


    「ただの人間が、魔王に刃向かえるわけがなかろう」


    　冷ややかに言い放ち、さらに腕を貫く。


    「ぐ……！」


    　ここ数か月でいい加減痛みに慣れてしまったが、それでも肉をえぐられると悲鳴を上げたくなる。


    「帰れ弘毅。ここはお主がいていい場所ではない」


    「帰るよ。そりゃあ帰るさ」


    　腕から滴る自分の血を踏みしめ、前に出る。せっかく美み佳かが治してくれたというのに、あっという間に重傷に逆戻りだ。


    「ただし、お前と一緒にな」


    「魔王の居場所はここじゃ。人間界に帰るなどあり得ぬ」


    　相変わらず、固い声しか発しない。


    「違う。お前の居場所はここじゃない。俺んちだ。だって、お前は俺のたった一人の家族なんだから」


    　ピク、とエミリーの体が震えた。


    「……ここは、妾わらわが数か月前まで住んでおった場所じゃぞ」


    「数か月前までは、な。今は違うって言ってるんだ」


    　エミリーの爪つめが伸び、左の耳じ朶だを大きくえぐる。ピアスの穴なんて生易しいものではない穴ができてしまった。血がボタボタと落ちる。だが、エミリーは表情一つ変えなかった。


    「それ以上言えば、お主の体を穴だらけにする」


    　脅しに耳を貸さず、俺おれは続ける。


    「エミリー、ここはダメだ。ここは冷たすぎる。こんなところでアシュリアと二人きりで住むなんて絶対によくない。九く門もん寺じで暮らそう」


    「壊れてしまったではないか」


    「建て直せばいい」


    「『王の箱ジリオン・デイマイズ』もないのにどうやって」


    　今度は爪が右足の脛すねをえぐった。足にダメージを受け、途と端たんに歩きにくくなってしまう。


    「本ほん山ざんから金を借りるさ。寺を直すためって言ったら貸してくれるさ」


    　片足を引きずりながらも前進を続けてやる。


    「今日のようなことがまた起きたらどうする」


    「何度だって直してやる」


    　いくら傷つけられても、前に進むことをやめない。


    　そして、玉座に座るエミリーにたどり着く。


    「どう、して……」


    　それまで鉄てつ面めん皮ぴだったエミリーの顔がぐしゃぐしゃに崩れていく。


    「どうして、お主はそこまでするのじゃ……」


    　ポロポロと涙をこぼし始める。


    「このままでは、弘こう毅きはいつかきっと死んでしまう。それは絶対に嫌じゃ。死ぬくらいなら、傷つけてでもお主を妾から遠ざけようと思ったのに……」


    　それが、彼女の本心であろう。


    　エミリーはほんの数か月前に父親を亡くしている。俺が孤独を恐れるのと同様に、彼女は死を何よりも恐れている。


    　拭ふいても拭いても涙がこぼれ落ちる。


    「妾は、弘毅が死ぬところを見たくはない……」


    「気持ちはわかる。じいちゃんの死に目にもばあちゃんの死に目にも俺は立ちあったからな」


    　家族の命がフッと消えていく瞬間というのはなんとも嫌なものだ。たった一瞬で、『生』から『死』に切り替わってしまう。それはなんとも残酷で悲しいスイッチだ。もう二度と話しかけてくれない。もう二度と笑いかけてくれない。それがジワジワと理解できてしまうのだ。


    「でも、だからって、そのために家族がバラバラになるっておかしくないか？」


    　やむにやまれぬ事情で離ればなれになっている家族は世の中にたくさんあるだろうが、自ら遠くに行ってしまうというのは間違っている。


    「妾わらわといれば死ぬかもしれないのじゃぞ!?」


    「だから、死ぬとは決まってないだろ。俺おれは、そんなことよりも家族がいなくなることのほうがつらい」


    『死』か『孤独』か。


    　死んでこの世からいなくなるくらいなら安全な遠くで生きていてほしいとエミリーは願う。


    　少しくらい危険でも、共に暮らし、さまざまな思い出を積み重ねていくことを俺は願う。


    　多分、どちらの意見も正しい。


    　意見を戦わせて優劣を決めるというのは、不毛なことになりかねない。どちらにも一理ある以上、完璧に論破するなどできるはずもなかった。


    　だからこそ、俺は感情を込めて強く言う。


    「危なくったって俺は構わない。俺はエミリーと一緒に暮らしたいんだ。もうあの家で独ひとりぼっちは嫌なんだ」


    　理屈ではない。感情でエミリーに勝つ。これしか方法はなかった。エミリーが俺に死んでほしくないという気持ちよりも、俺のエミリーと一緒に暮らしたいという気持ちのほうが強い。そう信じて。


    「そんな、わがままな……」


    　そうだ。これはわがままだ。それを自覚しつつ、エミリーの意見を押しのけ、我を通そうとする。


    「俺は、お前と一緒に暮らしたいんだ。お前がいてくれるほうがいいんだ。楽しいんだ。お前がいなくなったら嫌なんだ。それが一番大事なことなんだよ」


    「お主は、それでいいのか？　これからも危険な目に遭い続けることになるのじゃぞ？」


    「いいよ」


    　よくはない。別に好き好んで危険な目に遭いたいという酔狂な嗜し好こうを持っているわけではないのだ。だが、それ以上に大切なことがあるというだけだ。


    「エミリー、お前はどうなんだ？　こんなところでずっと寂しく生きていくことが本当に幸せか？」


    　俺の問いにエミリーがふるふると首を横に振る。


    「だったら、いいじゃないか」


    「よくはない！　それは妾のわがままじゃ！　妾の勝手な願いのせいで弘こう毅きを危険にさらすなど！」


    　勝手な願い。


    　涙ながらのエミリーの叫びに、俺おれの胸は締め付けられるほど苦しさを感じた。


    　それは勝手な願いなどではない。当然の願いだ。家族と一緒にいたいと願うのは人として当然だ。いや、動物として当然だ。その願いを否定してしまったら、彼女はからくり仕掛けの人形に成り下がってしまいかねない。……だから、か。今晩迫ってきた時に熱も感情もなくまるで生きているように見えなかったのは。


    「エミリー、違う。それは違う」


    　小さくかぶりを振りつつ、穏やかに彼女の言葉を否定する。


    　死んでほしくないと願うことが自分勝手なわがままだと言い切ってしまえるエミリーは、あまりに悲しい。


    　いつから、こうなってしまったのだろうか。誰だれがこうしてしまったのだろうか。俺か。魔族か。親であるガルムト王か。育ての親のアシュリアか。


    　こんな風に彼女に思い込ませてしまった要因すべてが憎くなってしまいそうだ。


    「エミリー、それは勝手な願いなんかじゃない。それを言ったら、俺のほうはもっと自分勝手だ。本来は魔界のために使う『王の箱ジリオン・デイマイズ』を自分のためにしか使っていない。俺のほうが最低だ」


    「それは、妾わらわを守るためであろう。妾を守るために、妾の代わりにお主は危険をかぶっておる」


    「でもそれは、俺のためでもある」


    　エミリーがいなければ、俺の心はきっと死んでしまう。一人きりの、薄い灰色に塗られた何もない寂しい生活に戻るのは、耐えられない。


    　この何もなくただ広いだけの魔王城で孤独な魔王として暮らすことも、墓と本堂しかない狭い寺でひたすら掃除だけをして日々を送るのも、きっと悲しいことだ。エミリーもここで暮らしてはいけない。俺も寺で一人で暮らしてはいけない。そんな日々を送れば俺たちは空虚な気持ちを抱えて、生きているのか死んでいるのかもわからなくなってしまう。それはよくない。だったら、一緒に暮らすべきだ。


    　家族として。


    「エミリー、俺はお前やアシュリアと一緒に暮らしていきたい。お前と一緒に学校に行って、アシュリアに大量の買い物を命令されて、美み佳かにわけのわからない誘惑をされて、魔族の連中に襲われて、そういう生活がしたい。よくないことやつらいこともあるけど、でも、俺はこの二か月の生活が気に入っていたんだ。充実していたって思っているんだ。だから、戻ってきてほしい」


    　まるでプロポーズのように熱を込めてエミリーにささやく。柄じゃない、と頭の裏っ側で誰かが笑う。だが構いやしなかった。ここで言わなければ、永久に言う機会を失ってしまう。だから感情を込めて言うのだ。


    　思っていることを、伝えよう。言わなければ、伝わらない。


    「一緒に暮らそう、エミリー」


    「お主は、本当にそれでいいのか？」


    　怯おびえた目で俺おれを見上げながら、同じことをまた繰り返す。


    　やれやれ、と苦笑してみせる。


    「なあエミリー、俺とお前は家族だ。家族っていうのは、楽しいことも苦しいことも分け合うものだろ。運命共同体ってやつだ。そう、家族ってのは一つの生き物なんだよ」


    「妾わらわと弘こう毅きが、一つの生き物……？」


    　反はん芻すうするエミリーに、そうだと頷うなずいて見せる。


    「エミリーがここに引きこもってくれたら、そりゃあ俺は安全だろう。だけどお前は危険だ。お前がうちにいてくれたら、俺は危ないかもしれない。でも、『江え本もと家け』という家族全体で見たら危険の数値って同じなんだよな」


    　違いは、危険の数値の振り分け方が少し変わるだけだ。


    「でも、お前がこっちにいたら、楽しいことはゼロだ。バラバラなんだから、一緒に楽しいことはできない。分けることさえできないだろ」


    　エミリーが来てくれてから、楽しいことは増えた。いつも一人で下校していた帰り道で話をすることができるようになった。いつも一人で食べていた晩ご飯を誰だれかと一緒にテーブルを囲んでするようになった。面倒だった買い物だって楽しくいけるようになった。シングルプレイをするしかなかったゲームも対戦プレイができるようになった。


    　幼おさななじみの美み佳かのことも、エミリーが来たおかげで深く知ることができた。


    　みんなみんな、エミリーが来てくれたからできたことだ。


    「エミリー、俺たちは家族だ。生きるも死ぬも一緒だ。お前一人が死を背負い込むことはない」


    「よいのか？　弘毅は本当にそれでいいのか？」


    　エミリーの瞳ひとみにはまだ不安の色がチラチラと見え隠れする。


    　だから、それを吹き飛ばしてやるために大きな声で言った。


    「いいに決まってるだろ！　いや、俺はそっちのほうがいい！」


    　気持ちを伝えたくて、エミリーの体を強く抱く。思えば、エミリーが俺を抱きしめたことは何度かあったが、俺のほうから彼女を抱きしめるなんてこれが初めてだった。


    　抱きしめたくなったのだ。抱きしめて、エミリーという存在を実感したかった。俺という存在を実感してほしかった。


    　心と心。


    　体と体。


    　それぞれが、それぞれを感じる。そこに在るということを感じ合う。


    「え……？」


    「なんじゃ……？」


    　思わず、二人の口から声が漏れた。


    　俺おれが触れたところから波紋が広がるように赤い光が湧わき上がり、俺とエミリーの体を包み込み始めたのだ。


    「なんじゃ、これは。『王の箱ジリオン・デイマイズ』……!?　妾わらわは何もしておらぬのに……」


    　エミリーの驚きの言葉を聞かなくても、俺には一体何が起きているのかわかった。


    『王の箱ジリオン・デイマイズ』がエミリーの体から抜け出し、俺の体に染み込んでいく。


    「『王の箱ジリオン・デイマイズ』が魔族ではなく人間を選ぶ……!?」


    　傍かたわらのアシュリアが驚きよう愕がくするが、俺は特に驚きはしなかった。


    　なんといっても、『王の箱ジリオン・デイマイズ』は祖母真ま里り菜なの遺産なのだ。


    　ぽすん、とエミリーの頭の上に手を乗せてやる。そうしている間に俺の傷がどんどん癒いえていく。


    「ばあちゃんも言ってるんじゃないのか？　エミリーの居場所はここじゃないって」


    　それは俺の自分勝手な解釈だ。しかし、そんな理由でもなければ、『王の箱ジリオン・デイマイズ』が人間の俺を選ぶなんておかしい。


    「帰ろうぜ、うちに」


    　俺の言葉に、エミリーは幼おさな子ごのようにコクンと頷うなずいた。
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    エピローグ


    



    　日常というのは、人それぞれだ。


    　仕事に追い回されているのが日常だと言う人もいるだろう。自室に引きこもってゲーム三ざん昧まいしているのが日常だと言う人もいるだろう。


    　要するに、その日々をその人が日常だと認識すれば、それがその人にとって日常となる。こういう生活が日常なんですと他人が枠決めするのはおかしいことだ。


    「美み佳か、お主また弘こう毅きの寝床に入ったじゃろう！　相変わらずふしだらなことをしおってからに！　少しは恥じらいを持ったらどうじゃ!?」


    「別にいいじゃないの、そのくらい。なんだったら、今度は二人で押し掛けちゃう？」


    「む？　むぅ、一緒に、か。……って、そんなことできるわけがなかろうが！」


    「なによぉ、素直じゃないなぁ」


    　学校からの帰り道、前を歩く少女二人がギャアギャア騒ぐのも俺おれにとっての日常の一部だろう。


    　とてもうるさい。が、悪くない。


    　あの二人の言い合いは、ある意味俺にとっては生活音だ。
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    「何をニヤニヤしているのですか」


    　エミリーと美み佳かのやり取りを眺めていると、後ろからスパンと腰のあたりを叩たたかれてしまった。


    「さっさと魔界に行きますよ」


    　振り返ると、いつの間にやってきたのか、アシュリアが腕組みしつつこちらを睨にらんでいた。


    「イタイなぁ。叩くなよ」


    「姫様をけがらわしい目で見ているからです」


    　最近、俺おれの日常が少しだけ変わった。というか、変えた。


    　ダラミスに指摘された問題点を改善するべく、放課後は魔界に赴おもむき、支配を強めて魔界を安定しようと頑張ることにしたのだ。正直に言えばあまりしたいことではない。何しろ魔界で魔王をするということは人間をやめることだと嫌がっていたことなのだ。だが、それを理由に逃げ回っておきながら魔王の称号をいいように使うというのは、なんとも卑ひ怯きようだと少し考えを改めることにした。


    　今までまるっきり魔王らしいことをしてこなかったことに対する贖しよく罪ざいという意味もあるし、魔界の治安をよくすることがひいては自分たちの安全につながると考えたからだ。


    　だが、はっきり言って、まだまだ全然うまくいっていない。


    　人間風ふ情ぜいのえせ魔王なんぞに従おうとする魔族はまだまだ少なく、拳こぶしで会話をすることのほうが多い。ダラミスは魔界をほぼ統一していたそうだが、俺がその境地にたどり着くにはまだまだ時間がかかりそうだ。人間をやめずに魔王をするというのは相当大変である。


    「失敬なことを言うなよ。俺はそんな目で見ていないっての」


    　叩かれた腰をさすりながら文句を言うと、一見少女な魔族はフンと面白くなさそうに鼻を鳴らした。


    「あなたの体そのものがけがれていますから、当然視線もけがれているのです」


    「ヒデェ、そこまで言うか」


    　アシュリアの機嫌は最近悪い。というのも、彼女は俺の魔界支配の助力となるようエミリーに命じられて、俺と一緒に行動する機会が増えたからだ。エミリーにべったりへばりついていたい侍女からすれば、こんな命令は嫌で嫌で仕方がないのだろう。


    「で、今日は何をするんだ？」


    「東部で有力な族長との会談があります」


    「強いのか？」


    　一応確認してみたが、アシュリはさも当然と頷うなずいて見せた。


    「強いから族長をしているのです」


    　ごもっともだ。


    「やれやれ、今日も大変そうだな」


    　思わずぼやくと、アシュリアに白い目で見られてしまった。


    「何を今さら。最初からわかっていたことでしょう」


    「いや、そうなんだけど」


    　俺おれとアシュリアが軽く言い合いをしていると、それを聞きとがめたエミリーが美み佳かを伴ともなって後ろに戻ってきた。


    「なんじゃ、何を言い合いをしておる」


    「姫様。いえ、言い合いというほどでは。ただ、こちらの男が魔王の仕事が面倒だとぼやいているだけです」


    　平伏しながら、とんでもないことを言う。


    「なんじゃ弘こう毅き、もう魔王業に音ねを上げたのか？」


    　と、エミリーがニヤニヤ笑う。


    「なんじゃったら、妾わらわが魔王になってやろうかの？」


    　冗談じゃない──と言いかけて、それが本当に冗談だったと気づき、口を閉じる。


    「まあ、どちらが魔王でもやることは変わらぬがの。弘毅が魔王をやって妾がサポートするか、妾が魔王をやって弘毅がサポートするか程度の差しかないじゃろう」


    「まあ、そうだろうな」


    　最近、エミリーの表情に笑顔が戻ってきた。


    　少し前の陰いん鬱うつだった様子が信じられないくらい、よく笑うようになった。美佳とも騒ぐようになったし、クラスメイトたちとも談だん笑しようするようになった。夏休みに何か企画を立てているみたいなことも耳にしている。


    　はっきり言って、以前と状況は変わっていない。魔族が俺の命を狙ねらっているのは相変わらずだ。むしろ魔界に行く機会が増えたから、その頻ひん度どは増えている。


    「今日の仕事はなんじゃ？　ふむ、東部の族長か。なるほど、厄やつ介かいじゃのう」


    　だが、それでもエミリーは笑うようになった。


    「まあ、たいした問題ではなかろう。ちゃっちゃと話をつけてこちらに帰ることにしようぞ」


    　楽天的になった。


    「楽しそうだな？」


    　思わず、聞いてしまった。


    「そう見えるかの？　うむ、楽しいと言えば楽しいかもしれぬ」


    　エミリーは少し考え込みながら答えた。


    「なんというか、妾は今、家族のために頑張っておるという実感がある。この前までのように未来に怯おびえるのではなく、未来に向かって希望を持っておるというか……」


    　言わんとしていることは、わからないでもない。


    　未来を恐れるか。それとも未来を楽しみにするか。


    　俺おれの日常は、はた目から見ればとんでもないもので、大変で、奇妙なものだろう。


    　こんな日常、冗談じゃないと拒絶する人間も多いかもしれない。


    　だが、俺にとってはこれが日常で、愚痴は出ても文句はない。なにしろ、明日が楽しみだから。


    　エミリーたちと一緒に暮らす日々は楽しく、みんなと明日何ができるかとワクワク想像できる。


    　家族がいない時は、こんなこと想像できなかった。一人きりの生活は判を押したように単調で面白みがなく、無味なものだった。学校に行って、授業を受けて、帰って、寺の掃除をして、一人で夕食を取って、寝る。その繰り返しだった。それは安定した日々だったと言えるが、ひどくつまらない生活だったとも言える。まるで砂を嚙かむような味気ない日々だった。昔はそれが当たり前だと疑問にさえ思わなかったが、今はもうあの生活には戻れない。


    　みんながいる生活を送りたい。


    　だから、少々大変でもなんの問題もない。


    　これが俺が決断して受け入れたことなのだ。大変だが、充実もしている。失敗も多いが、それでも前へ前へ。


    「さっさと仕事を片づけて、みんなで晩飯にしようぜ」


    「うむ、そうしようぞ」


    「いいわね」


    「あなたに言われるまでもありません」


    　大切なもののために努力する日常は、これからも続く。


    　そのことに、喜びを。


    



    
      〈了〉

    

  


  
    あとがき


    



    　はじめましての方ははじめまして。お久しぶりの方はお久しぶりです。どうも、水みず口ぐちです。


    



    　最近、ちょこちょこと図書館に行きます。


    　学生時代もよく学校内の図書館には行っていたのですが、正直なところ本を読むために行ったことはあんまりなかったりします。だいたいは昼寝のため、もしくは昼食を食べるお金がなかったので次の講義が始まるまでの時間つぶしでした。静かだしエアコン利いているし、下へ手たな場所に行くよりもはるかに心ここ地ちがいいんですよね、図書館って。


    　とまあ、ロクな使い方をしてこなかった私なのですが、最近は本を読むために図書館に行っています。色んな新聞を読んだり、普段だったら読まないようなジャンルを手に取ったりと、至し極ごく真っ当な方法で図書館を活用しています。


    　していますが、後半になると私の悪あく癖へきが出てしまうんです。端たん的てきに言うと、懐かい古こ厨ちゆうなんですよね、私は。ゲームショップでワゴンの中に入っている十年以上前のゲームを買ったり、古本屋で大昔の漫画を立ち読みしたりするのも至福の時間です。図書館でその悪癖が発露すると、フラフラと児童書コーナーの方に足が向いてしまいます。小学生の頃ころに読んだ児童書を探しては読んでいます。しっかり覚えている場面もあったりするのですが、まるっきり忘れていたりとんでもない勘違いをして覚えていたりするものもあったりして、懐かしいと思う反面、新鮮な気分で読むことができて、なかなか刺激になっています。


    　なので、本人としてはとても有意義な時間なのですが、どうも視線が痛いのです。


    　児童書コーナーで本を物色していると、同じく児童書を探している子供たちに不思議そうな目で見られてしまいます。ついでに同行している親からは警戒の目が向けられます。別に悪いことをしているわけではないのに、なんだかコソコソと大きな体を縮めながら児童書を探す羽目になってしまいます。いろんなことがやりにくい世の中になってしまいましたね。違うか。


    　とりあえず、絵本にだけは手を出さないようにと心に決めています。間違っても幼稚園児と本の取り合いなんてしたくないので。


    



    　お忙しい中、今回も素敵なイラストを描いてくださった鍋なべ島しま先生、ありがとうございました。前巻のアシュリアでもそうでしたが、新キャラを見て、おおー！　と喜んでしまいました。キャラの姿がイラストで見られるというのはライトノベルの素敵なところですね。


    



    　それではまた、今後とも何なに卒とぞよろしく。
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